









































問題児たちが異世界から来るそうですよ？




そして、兎は煉獄へ
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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　───箱はこ庭にわ上層第三桁けた・忉とう利り天てん。

　蓮はすの花が浮うかび、桃ももの並木道が彩いろどる天界の門。普ふ段だんは風と水の流れる音しかない無人の土地に、紗欄シヤラン、と雅みやびな鈴すずの音が響ひびいた。その鈴の音は天界の澄すんだ空気を揺ゆらして反はん響きようし、此方こなたから彼方かなたまで響き渡わたる。

　鈴の音は麗うららかな涼すず風かぜを呼び、燦さん々さんとした輝かがやきを放つ銀ぎん髪ぱつを大きく靡なびかせた。

「……………」

　紗欄、ともう一歩進み出る白しろ夜や叉しやは、何時いつに無く険しい表情で門を見上げる。

　その顔には普段の朗ほがらかな笑えみはない。何か強い決心を抱いだいて立つ彼女の瞳ひとみは真しん剣けんそのものだ。白夜叉は固く閉とざされた天門にそっと手をかける。

　忉利天───魔ま王おうの討とう伐ばつを旨むねとする神群連合コミュニティ〝天軍〟を出しゆつ撃げきさせる為ために用意された現世と天界を繫つなぐ門。

　三桁に座す強力な神しん霊れいたちが本来の姿のまま下界に顕けん現げんすれば、その存在だけで天地を揺るがす災害となりかねない。

　その余波を軽減させるために造られたのが天門・忉利天である。

　星辰体アストラルと物質体マテリアルを相そう互ご可逆させるこの忉利天は、環かん境きように合わせた最善の姿で神霊や星せい霊れいを顕現させることが出来る。

　白銀の髪かみを靡かせる白夜叉は忉利天に手を触ふれたまま、口くち惜おしそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「………やはり、天軍に所属しておらねば開かぬか」

　ぐっ、と門を押す。しかし忉利天は固く閉ざされたままビクともしない。

　白夜叉の力ならば破は壊かいすることは容易たやすいだろうが、それで忉利天が正常に機能する保証は無い。他ほかの道も無いわけではないが、この天門を通過せずに下界へ顕現することは固く禁じられている。

　忉利天を通過せずに下界へ降り立てば己おのれの意思と関係なく災さい厄やくの種になりかねない。ましてや元魔王である白夜叉がこの門を打ち破れば、今度こそ全すべての神群を敵に回すことになるだろう。悔くやしそうに唇を嚙み締しめている白夜叉は強く瞳を閉じ、天門に触れている手を拳こぶしにして握にぎり込む。

「帝たい釈しやく天てんと会っている時間はない。………下界の戦せん況きようは、一刻を争っておる」

　白夜叉は瞳を閉じ、下界に意識を飛ばす。




　───〝煌こう焰えんの都〟で行われた、〝ウロボロス〟との死し闘とう。

　吸きゆう血けつ鬼きと化した巨きよ人じん族を率いて現れた殿でん下かたち。

〝煌焰の都〟で開かい催さいされた決けつ闘とう型のギフトゲーム・〝Tain Bo Cuailnge in Ath nGabla〟。

　逆さか廻まき十六夜いざよいが、久く遠どう飛鳥あすかが、春日部かすかべ耀ようが、それぞれ魔王に等しい実力を持つ敵を迎むかえ撃うち、各おの々おのの戦いを繰くり広げていた。

　天界より戦況を見守っていた白夜叉は両者の戦いを見て、〝ノーネーム〟に分があると瞬しゆん時じに見み抜ぬいた。幾いく多たの激戦を繰り広げて来た〝ノーネーム〟はもう素人しろうとの集団では無い。それぞれが持つ天てん賦ぷの才能を開花させ始めている三人を止めるのは容易なことではない。心配する気持ちはあったものの、それでも煎せん餅べいを齧かじって眺ながめていられる余よ裕ゆうがあった。

　しかしそんな白夜叉でも、全てを見通しているわけではない。取り分け混こん世せい魔ま王おうが〝ウロボロス〟に与くみしたのは予想外のことだった。

　幼心に芽生える未熟な放ほう蕩とう心に付け込んだ混世魔王は〝サラマンドラ〟の若き頭首であるサンドラと同化することに成功し、星せい海かい龍りゆう王おうの角を手にしてしまう。

「……………」

　握りしめる拳に、より力を込める。彼女の敗北には少なからず白夜叉にも責任があった。サンドラは今年でようやく齢よわい十二歳。修しゆ羅ら神仏が集つどうこの箱庭の世界の管理者をするには余りにも幼い。それこそ赤子と変わらない少女だ。

　そんな彼女に白夜叉が重責を預けたのは、いざという時に己が駆かけつければいいという楽観があったからだ。

　………今思うと、なんと傲ごう慢まんなことだったのだろうと、痛切に感じている。

〝サラマンドラ〟にどのような事情があったとしても、幼いたい気けな少女に組織の長おさを任せるべきではなかったのだ。異を唱えることが出来た唯ゆい一いつの存在でありながら、己の力と地位を過信し、正すべきを正すことが出来なかった。もしもサンドラを守ることが出来たのなら………かの魔王が復活することも無かっただろう。

「三年前と同じ後こう悔かいをせぬようにと、神格を返上してまで戦ったというのに………私の行動は、何時いつも一手遅おくれてしまうの」

　悔かい恨こんの念は尽つきない。金糸雀カナリアがディストピアの魔王を倒たおすために造り上げた〝階層フロア支配者マスター〟たちの大連盟も、三年前に瓦が解かいしてしまった。

　三年前のあの日………白夜叉が神格を返上して駆けつけていたのなら、これほど最悪の事態にはならなかったはずなのだ。

　そして今、下層では更さらなる脅きよう威いがその姿を現した。

　最古参の魔王───〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟と呼ばれる、最強の神殺しが。

（魔王アジ＝ダカーハ………奴やつの所持する〝疑似アナザー・創星図コスモロジー〟の前では主神級でも勝利することは難しい。しかし私なら………私の〝主催者ホスト権限マスター〟ならば確実に、奴を未み来らい永えい劫ごうに封ふう印いんすることが出来るはず………[image: !!!]）

　白夜叉は万ばん感かんの決意を込めて顔を上げる。彼女が〝主催者権限〟を使うことは許されていない。

　彼女はかつて〝天動説〟を司つかさどる太陽神として数多あまたの神群の宇宙観コスモロジーの中心に居座っていた。己の霊格を守る為に、言論の弾だん圧あつもした。しかし人類史が進むにつれて現れた勇気ある航海者や、知ち恵えある天文学者たちの手で、その霊格は縮小し、最後は白びやく夜やの地平にまで追い込まれた。今やその力は一いつ介かいの太陽神と同程度の霊格しか残っていない。

「……………」

　───だが。それはあくまで、人類史から観測可能な範囲での話。

〝天動説〟の霊格しんじつは、人類史が存続する全ての時間を費ついやしても暴あばけない位置に存在している。星の果て、時の果て、宇宙の最果てに到とう達たつしてようやく証明することが出来る代しろ物ものだ。開催するゲームの規模をそこまで広げれば白夜叉の霊格は無限に肥大し、参加者にパラドックスゲームを仕し掛かけることが出来る。出口のない白夜の地平に奴を呼び込むことが出来れば、主催者ホストである白夜叉もろとも、永久に封印することが可能だろう。

「問題は移動する時間だが………下層は一刻を争う事態。多少荒あらっぽくなるが、忉利天を破壊して───」

「───それは困るな。修理が終わった直後に破壊されたんじゃ、俺たちの立場がない」

　ハッと、白夜叉は驚きよう愕がくして振ふり返る。

　忉利天を無断で使おうとしたのだから、追っ手がかかるのは当然だ。しかし余りにも早すぎる。加えて白夜叉が驚おどろいたのは、声の主に覚えがあったことだ。

　凛りんと響く声こわ音ねは桃の並木を揺らし、一いち陣じんの風となって吹ふき抜ぬけていく。

　白夜叉と向かい合うように仁に王おう立だちしていた声の主は、大地に芽め吹ぶく稲いな穂ほのような黄金こがね色の髪を揺らし、困ったように笑っている。

　親しみさえ感じられる彼女の笑みに、白夜叉は困こん惑わくの色を隠かくしきれずにいた。

　───何ということだ。まさかコヤツを寄よ越こされるとは。

　白夜叉は曲がりなりにも、仏門に所属している身である。故ゆえに彼女を追う刺し客かくは武神衆である護法十二天か、主神級の明みよう王おうたちが派は遣けんされるのが筋である。

　最悪の場合は最高神クラスを相手にしなければならないことも覚かく悟ごしていたが、太陽主権の過半数を所持している白夜叉ならば勝てぬ相手ではない。

　しかし、この相手はそのどちらでもなかった。

　武神と明王、その双そう方ほうに匹ひつ敵てきしつつも、全く異質の存在なのだ。

　この者こそ、仏門が保護した箱庭最大級の特異点。彼女の名は───

「久しいな………〝斉天大聖天に斉しき大聖者〟・孫そん悟ご空くうよ………[image: !!!]」

「昔の名だ。今は闘とう戦せん勝しよう仏ぶつだって言ってるだろ」

　稲穂の様な髪を靡かせ、深緑の瞳が朗らかに笑いかける。

　凛り々りしい声音とは裏腹に体型は小こ柄がらで十三、四歳の少女にしか見えない。だがしかし、彼女の瞳に宿る強さと輝きは、一目見ただけで超ちよう越えつ者の風格を醸かもし出している。

　斉せい天てん大たい聖せいを真正面から睨にらむ白夜叉は、扇おうぎを構えながら問う。

「フン………そんな弩どマイナーな仏名でおんしを呼ぶ者など、箱庭中探し回っても一ひと握にぎりしかおらんよ、斉天大聖。何より、その名前を与あたえた当人である釈シヤｋ」

「おい馬ば鹿かやめろ」

「おっと、失礼したの」

　天界では口にしてはいけない名前というものもある。

　コホン、と咳せき払ばらいをしてtake2。

「何よりもだ。その仏名を与えた当人である○迦シヤカの奴でさえ、おんしを大聖と呼んでおるではないか。そんな状じよう況きようで呼び名を改めろとは可笑おかしな話よ。どうしても改めさせたければ、まずはシ○カの奴に一言申してみるんだの」

「………。きりがないから言げん及きゆうしないけどさ。もう少し気を遣つかえよ駄だ神しん」

　鼻を鳴らしてふんぞり返る白夜叉と、呆あきれたように溜ため息いきを吐つく斉天大聖。

　馬鹿なやり取りをしているが、彼女の名前を知らない神仏は一人とて存在しない。




　───〝斉天大聖〟・孫悟空。

　中ちゆう華か神話の伝記・〝西さい遊ゆう記き〟にて活かつ躍やくする、有名すぎるほど有名な魔王の一人。

　牛ぎゆう魔ま王おうや蛟こう魔ま王おうが所属していた〝七しち天てん大たい聖せい〟の旗はた頭がしらとして、幾多の神群との激戦を潜くぐり抜けた古ふる強つわ者ものである。〝七天大聖〟に所属していた七人の魔王は何いずれも大聖の王号を名乗っていたが、愛あい称しようで〝大聖〟と呼ばれるのは孫悟空だけであり、傘さん下かの妖よう仙せんや土地神たちも彼女が大聖者と呼ばれるだけの大器を備えていたと認めていた。〝斉天大聖〟こそ神代の王であると信じていたものは少なくない。その信望者は他の神群にまでいるほどだ。

　しかし斉天大聖と六人の妖よう王おうは大連盟を結成した後のち、天てん帝てい・道教神たちと大戦争を繰り広げ、惜おしくも最後は護法十二天と釈○シヤカの手によって敗れる。

　その後の話は説明するまでも無く有名な話。禁固五〇〇年という罰ばつ刑けいを受けた大聖は、後に玄げん奘じよう三さん蔵ぞうを師として天てん竺じくを目指したというのが、一いつ般ぱん的な彼女の伝承だろう。




　だがそれは外界に流出した一部の物語に過ぎない。箱庭の神仏にとって彼女の存在は魔王というよりも、もう一つの側面の方が重要視されている。

　彼女は妖仙ではなく、精せい霊れいでもなく、神霊でもない。

　星の中ちゆう枢すうでその生を受け、海底からの大だい噴ふん火かによって地上に運ばれた唯一無二の半はん星せい霊れい───星せい造ぞうの〝原典オリジン候補者〟である。

「よりにもよって、おんしが刺客として送り込まれてくるとは思わなんだ。てっきり梵ぼん天てんの奴が来ると予想していたのだがの」

「んー………まあ、何だ。こっちも色々と事情があってさ。正直なところを言うと、俺だって意外だよ。お前が相手じゃ逆立ちしたって敵かないっこない。赤子が親に喧けん嘩かを売るようなもんだ。半人前には荷が勝ちすぎてる」

「さて、それはどうかの？　おんしが半人前だったのは仏門に下る前の話。問題児だったおんしも今や第三桁けた。それほど無む謀ぼうな戦いになるとも思えんぞ？」

　軽口を叩たたきながら相手の出方を探さぐる白夜叉。半星霊としての使命を授さずかることも無く花か果か山ざんの頂で誕生してしまった彼女は、仏門に引き取られてからも放任されている状態だ。

　その理由は白夜叉でさえも知るところではない。仏門が覇は権けんを握る為ために温存しているとか、最後の切り札とも噂うわさされているが、真実は闇やみの中だ。

　半星霊というその特異性はもちろんのこと、実力も折り紙つきである。純じゆん粋すいな戦せん闘とう能力だけ取り上げれば、帝釈天にも退ひけはとらない。

　そして白夜叉とは旧知の仲。それを見み越こして派遣されたのだろう───と、そこまで考えて、ようやく白夜叉は重要なことに気が付く。

「……む。ちょっと待て大聖よ。おんし先ほど、忉利天の修復が終わったと言ったか？」

「ああ。繫つながるのは四桁までだけどな。普ふ通つうに使う分には問題ない」

　斉天大聖のその言葉を受けた途と端たん、白夜叉に安あん堵どの色が広がった。

　それが本当なら白夜叉が下層に降りる必要もない。

　天軍の正規コミュニティが召しよう集しゆうされるなら無益な犠ぎ牲せいも出ないだろう。出たとしても、大地の表面が部分的に平らになるぐらいで済む。それぐらいなら安い代だい償しようだ。

　緊きん張ちようを解くように肩かたの力を抜いた白夜叉は、少し唇くちびるを尖とがらせて大聖に苦言を漏もらした。

「そうならそうと言ってくれれば良いものを………流石さすがの私も今回ばかりは覚悟を決めておったぞ！　───して、何処どこのコミュニティが派遣される？　護法十二天か、迦か楼る羅らが所属する八部衆、もしくは五大明王の辺りが出しゆつ陣じんすれば私も安心していられるのだがの」

「……………」

　声を明るくさせる白夜叉とは裏腹に、大聖は静かに瞳ひとみを閉じる。

　即そく答とうを避さけ、何かを言い聞かせるような口調で彼女は口を開いた。

「………天軍は、派遣されない」

「は？」

「正規の天軍だけじゃない。非常時に備え控ひかえていた天使やオリュンポスの神々も、アジ＝ダカーハとは戦わない。勿もち論ろん、俺みたいな例外の出しゆつ撃げきも許可されていない」

　白夜叉は鈍どん器きででも殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを受け、大きくよろめいた。

　安堵の色はすぐに消え去り、傍はた目めから見ても分かるほど青白くなっていく。それではまるで、全すべての神群が下層を見捨てたみたいではないか。

　反射的に荒らげそうになった声を必死に吞のみ込み、唇を戦慄わななかせて問う。

「ど………どういう、ことだ？」

「言葉の通りだよ。上層の神群は既き存そんの人類史に見切りを付けることを決定した。アジ＝ダカーハ───〝絶対悪〟の霊格があそこまで高まった以上、神群に打てる手段はない。………タイムリミットだ。この箱庭世界は、もう破は棄きするしかない」

「………な、」

　突とつ然ぜんの勧かん告こくに、白夜叉は言葉を失った。

「ま、待て。三年前にはまだ、人類史にも救済の余地有りという結論だったはず。な、なのに何故なぜだ？　どうして急に結果を急ぐことになったのだ？　上層の〝地域レギオン支配者マスター〟の過半数が承しよう諾だくしなければ、箱庭の移設は受理されないはずだぞ………!?」

「分からない。三年前までは金糸雀もいたし、人類史の完成も終わりが見えていた。今とは状況がまるで違ちがう。………それに、三桁・四桁は新しい箱庭に移住する権利がある。主要なコミュニティはもう移動の準備を始めている」

　今度こそ白夜叉は顔を蒼そう白はくにした。

　上層のコミュニティといえば、それこそ神群の中ちゆう核かくを成す者が殆ほとんどである。その彼らが箱庭の破棄を決定しただけに留とどまらず、既すでに移住の準備まで始めているという。

　如何いかに神殺しが恐おそろしいとはいえ、前代未み聞もんだ。

　何者かが裏で糸を引いて戦いを仕掛けているのは明白である。

（だが誰だれが!?　よもや〝ウロボロス〟とは、それほど巨きよ大だいな組織なのか………[image: !!?]）

　だとしたら完全に見誤っていた。

　もしも一連の流れに関かかわっているのだとしたら、神群がどうのという規模のコミュニティではない。箱庭を二分しかねない大勢力が加担しているということになる。

「せ、斉天大聖よ……これは何者かの謀はかりごとだ。箱庭の移設に賛成していたのは北ほく欧おうの没ぼつ落らく神群ぐらいだったではないか。それが唐とう突とつに意見を変えるなど、おかしいとは思わんか？」

「思ってるさ。でももうどうにもならない。〝人類最終試練〟が封ふう印いんされるか倒たおされるかしないと、覆くつがえすのは難しい」

「な、ならば天軍を派遣すれば………！」

　ハッと、其そ処こで思い至る。忉利天が修復されたにも拘かかわらず、天軍が派遣される気配がない。天軍は混成神群ではあるが、指揮を任されているのは仏門だ。

　その意味を理解した白夜叉は、信じられない物を見るように斉天大聖を見た。

「まさか………仏門も、なのか？　仏門までもが、下層を見捨てたのか？　そうなのか、斉天大聖ッ[image: !!!]」

「………。ごめん。もう俺の一存でどうにかできる規模の話じゃないんだ。大勢の神群が新しい箱庭の再建計画に気が向いてる。今度こそは成功させてみせると息巻いてる奴やつが殆ほとんどだ。下層が滅ほろぶ頃ころには、上層の連中はそっちに移住済みって寸法さ」

「ふ───ふざけるなッ[image: !!!]」

　激げき怒どの一いつ喝かつは路地に亀き裂れつを生み、美び麗れいな桃ももの並木をへし折りながら一帯を駆かけ抜ける。白夜叉は鬼き気き迫せまる神気を放ち、銀の髪かみから陽炎かげろうを立ち上らせて逆立てる。

　眼光が金色から、落日を彷ほう彿ふつとさせる赤に染まっていく。

　そこに温おん厚こうだった彼女の面おも影かげはない。

　天に嵐あらしを、地に災さい厄やくを呼び込むのではないかという圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かん。白夜叉が怒いかりと共に周囲に放出した力は星を揺ゆるがし、その軌き道どうさえも曲げかねない。

　しかし斉天大聖は静せい謐ひつな瞳を浮うかべたまま、感情を押し殺したように告げる。

「新しい箱庭を………世界れきしを始めるには、太陽主権の過半数が必要だ。上層の連中は躍やつ起きになってアンタを連れ戻もどそうとしている」

「ほう。負け犬共が私を殺すと？　───ああ、そうだの。いっそ立場も何もかも投げ捨てて暴れるのも一興。私もいい加減、馬ば鹿か馬ば鹿かしくて腹に据すえかねていたところよ」

　二十四の太陽主権の過半数を握にぎる、最強の太陽神。

　彼女がその神しん威いを振ふるえば、人類最終試練の脅きよう威いにさえ匹敵する。

　既存の法則は捻ねじれ、昼と夜のバランスが狂くるい、天と地の境界さえも砕くだけるだろう。

「仏門に下ったのは、おんしらの正義を信じたからだ。そしてそれに従い、私は箱庭の安あん寧ねいを守ってきた。───決して、全てを守れたわけではなかった。しかしだからといって、おんしらの都合で下層を見捨ててやる義理は無いッ[image: !!!]　応おうよ、百万でも億千万でも連れてくるがいいッ[image: !!!]　今こそ白びやく夜やは極きよく夜やの帳とばりと化し、星の光もろとも世の全てを吞み込んでやるわ………[image: !!!]」

[image: ]

　美麗だった銀の髪が、夜の帳を彷彿とさせるような闇を放つ。

　極夜───白夜の対極に位置する太陽の運行を指し、〝太陽が昇らない〟現象を意味する。太陽運行を司つかさどる星霊の彼女にとって、夜の帳を支配することなど造作もない。有力な神群の主神のその多くが太陽神である以上、彼女の相手が務まる者は両手の指ほどもいない。太陽神でありながら夜を支配できる彼女は、太陽神を殺すことに特化している。

　黎れい明めい期きに〝天動説〟として全ての宇宙観コスモロジーに君臨していた頃には届かぬものの、その神威は未いまだに計り知れない。

　神々としての神威と、魔ま王おうとしての王おう威い。その二つを生まれながらに手にして発生した星霊最強個体・箱庭席次第一〇番。

〝白き夜の魔王〟が今、その威い光こうの全てを解放しようとしていた。

「疾とく退ひけ、斉天大聖。おんしでは私の相手は務まらん。………いいや、他ほかの神群が来ても同じだ。神である以上は私を、〝人類最終試練〟は殺せない。太陽主権は〝絶対悪〟と共に白夜の地平に永久封印させてもらう。この箱庭は、私が棺かん桶おけ代わりに貰もらっていこう」

「………外界はどうなる？　最終試練を越こえることは人類史の完成に必ひつ須すなんだぞ」

「構うものかよ。私が守りたいのは箱庭で生きる者たちだ。我が愛いとしの世界だ。箱庭が箱庭としての存在意義を失うとしても、私が守りたいのはこの都の営みだ。外宇宙がどうなろうと知ったことではない」

　これが最後の忠告という意図を語ご尾びに含ふくませる。

　斉天大聖が退ひかぬというのならそれも仕方がない。如何に親しい仲でも、相あい容いれぬ道というものがある。今がまさにその時だった。

「………退けないか？」

「退けんな」

「パラドックスゲームは二度と出られない。アンタも永遠に箱庭に戻れなくなるぞ」

「覚かく悟ごの上だ」

　そう。そんなことはとっくに覚悟している。

〝サウザンドアイズ〟の同士とも、〝ノーネーム〟の者たちとも、永久の別れとなるだろう。しかしそれを押しても尚なお、守りたいものがある。故ゆえに白夜叉の決意は固い。

「………そうか」

　彼女の決意を前に、斉天大聖は瞳を閉じる。白夜叉も静かに回答を待つ。

　戦うのか、退くのか。しかし斉天大聖の回答はそのどちらでもなく───




「───よし。じゃあ、俺も付き合うか！」




「………は、？」

「は？　じゃない。アンタと三さん頭とう龍りゆうだけじゃ暇ひまだろうから、俺もパラドックスゲームに付き合うよ。茶飲みに付き合うぐらいは出来るだろ」

「ちゃ、茶飲みっておんし………意味を分かっておるのか？」

「当たり前だ。茶飲みが嫌いやならボードゲームでも持って行くか？」

「いやいやだから、そういう意味ではなく、」

「実は最近手に入れたボードゲームが面おも白しろくって」

「ええい話を聞かんかッ！　私に付き合うということは、白夜の地平に永遠に閉じ込められるということなのだぞ！　おんしはそれでも───」

「───ああ。それでも構わない」

　斉天大聖の朗ほがらかな瞳に、白夜叉は言葉を失った。

「まあ………なんていうか。俺も箱庭を見捨てたいわけじゃない。それにこのままじゃ、アンタを思い止とどまらせろっていう命令も遂すい行こうできそうにないしな。となると俺に出来るのはもう、アンタの我わが儘ままに付き合うくらいしかないんだよ」

　一歩、二歩、三歩と、斉天大聖が歩み寄る。

　白夜叉は対照的に、少し後あと退ずさる。先ほどまでの鬼気迫る迫はく力りよくは霧む散さんし、一転して戸と惑まどいの色を見せていた。一人で死地に向かう覚悟はあったが、まさかそこに付き合おうという愚おろか者が現れるなど思ってもいなかった。

　それも勝ち目があるか否いなかという死地ではない。

　向かえば必ず死ぬといってもいいこの旅路に付き合うということは、共に心中しても構わないという決意の表れでもあった。

「白夜王には俺も弟分たちも世話になった。ついこの間も蛟こう劉りゆうに道を示してくれたよな」

「………別に、世話というほどのことは、」

「それだけじゃない。禁固五〇〇年の刑けい罰ばつを与あたえられた俺に三蔵を寄よ越こしたのも、アンタの口くち添ぞえがあったからだろ？　あの旅が無かったら、今の俺は無い。言い換かえれば、アンタがいなきゃ今の俺は無いんだ。だからその借りを今、此こ処こで返すよ」

　右手が差し伸のべられる。

　白夜叉はその右手を逡しゆん巡じゆんし、苦く悶もんに表情を歪ゆがめる。

　この手を握れば、後には戻れないだろう。

　己一人が犠ぎ牲せいになる覚悟はあっても、その覚悟に誰かを巻き込むという発想はなかった。だが仕方がないだろう。絶大な力を生まれながらに持っていた白夜叉は、創成期から今日まで、誰かが己おのれを救おうとするというシチュエーションに出会わなかったのだから。

　差し出された右手をじっと睨にらむ白夜叉は………やはり駄だ目めだと、首を横に振ふり、

「………悟ご空くう。おんしには才がある。前ぜん途と有望な人材を巻き込むわけには、」

「箱庭の前途を閉とざそうとしてる魔王の言葉じゃないな」

「っ、いや、しかし、少なくともおんしの明日は確約されておるであろ！」

「ハッ、しゃらくさい。友達を見捨てちゃ明日食う飯が腐くさるっての」

　ほれほれ、と軽快な笑えみを浮かべて右手を振る。………改めて思い知った。この女はこうやって名のある神しん霊れいや魔王を誑たぶらかしたのだ。戦意を収められ手玉に取られた白夜叉は、それでも負けじと小さく溜ため息いきを吐ついた後、改めて視線に力を込めて顔を上げる。

「………おんしがふざけていないことは分かっておる。この手を取れば、優やさしいおんしは本当について来てくれるだろうさ」

「勿もち論ろん。白夜の地平に二人でランデブーだな」

「茶ちや化かすな！　───いいか、斉天大聖。おんしは此処に残れ。そして私は如何いかなる理由があろうと、下層に赴おもむく。下層に希望が無いという意味ならば、私がパラドックスゲームを開かい催さいして箱庭を本物の〝箱の中の世界〟として閉ざしても同じことであろ」

　下層の状じよう況きようはもうとっくに詰つんでいる。だから己が犠牲になるしかない。

　そう口にする白夜叉を、斉天大聖の眼光が射い貫ぬいた。

「いや───希望ならある」

　反論を許さないほど力強く斉天大聖は断言する。

　その余りの力強さに、白夜叉は瞬まばたきをして大きく息を吞のんだ。

　斉天大聖は差し出した右手で白夜叉の着物を鷲わし摑づかみ、自分の背せ丈たけにまで引き寄せる。

「白夜叉。もう一度言う。───希望はある。但ただし今のままだと零ゼロに近い勝率だ。だから無む理り強じいはしない。パラドックスゲームでも何でも仕し掛かければいい。でもアンタが下層の───アンタが愛しいと言った連中を信じてくれるなら。少しだけ時間をくれ」

「……………、」

　その力強い声こわ音ねに。

　有う無むを言わさぬ瞳ひとみに。

　希望を感じさせてくれる魂たましいに、白夜叉は瞠どう目もくして問う。

「悟空よ。何か策があるのか？」

「俺にはない。でもこの状況を変えられる奴がいる。───いや、帰ってきている」

　その絶ぜつ妙みような言い回しに、白夜叉は何があったのかを直感した。しかし彼女が何かを口にする前に、斉天大聖は畳たたみ掛かけるように告げる。

「秘ひ密みつ裏りにだけど、俺や天軍も独立コミュニティに援えん軍ぐんを要よう請せいしてる。アイツらなら、きっと手を貸してくれる。となると問題は天界の事情だ。アジ＝ダカーハを倒たおさない限り太陽主権をもつアンタも狙ねらわれ続ける。まずは身を隠かくそう」

「しかし身を隠すと言っても、何処どこに？　私が付けている鈴すずは首輪代わりだ。天界の何処に居ても場所がバレてしまうぞ」

「天あまの岩いわ戸とを用意してある。あそこなら誰だれにもバレない」

「そ、それはまた用意がいいの。だがおんしはどうする？　私を捕つかまえるように命令されているのでは、」

「いいや？　俺がお釈○シヤカ様に言い渡わたされたのは〝白夜叉を下層に行かせてはなりません〟ってことだけだし、別にいいんじゃない？」

　あっけらかんと言い捨てる。此処まで来ると大物である。

　しかし斉天大聖が言ったことが本当なら、或あるいは欠片かけらほどの希望があるかもしれない。白夜叉は複雑そうに忉利天を見上げ、今も下層で戦っている者たちに想おもいを馳はせる。躊躇ためらう素そ振ぶりを見せた白夜叉だが、やがて意を決したように頷うなずいて返すのだった。
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　森は、夜風に煽あおられて激しく燃え上がっていた。〝煌こう焰えんの都〟より続く街かい道どうには混乱した避ひ難なん民みんが我先にと逃にげ回り、既すでに統とう率そつも何もない。〝サラマンドラ〟の衛兵たちはそれでもどうにか無事に避難させようと駆かけずり回っている。しかし彼らはまだ知らない。

　唯ゆい一いつの逃げ道だった〝境界門アストラルゲート〟が、マクスウェルの魔王によって既に破は壊かいされている。もしもその事実が広がれば、避難民の混乱は収しゆう拾しゆう不可能な規模に膨ふくれ上がるだろう。

　そんな混乱極きわまる列の最さい後こう尾び。

　殿しんがりを任されていた春日部かすかべ耀ようは、強きよう襲しゆうしてきたマクスウェルを歯ぎしりしながら睨む。

（考えられる中でも最悪の一手だ………！　〝境界門〟を破壊されたら、私たちに逃げる方法はない………！）

　だが悪いのはそれだけではない。

　耀は必死に下半身に力を入れて立ち上がろうとしてみるが、両足は動く気配を見せない。呼吸をするたびに肺が締しめられる感覚に襲おそわれ、指先や舌先も痺しびれてきた。

　この感覚を耀は覚えている。恐おそらく彼女の身体からだは今、父から〝生命のゲノム・目録ツリー〟を渡される以前に戻もどろうとしているのだ。

（どうしたらいい………[image: !!?]　私が戦えなくなったら、もう戦える人は───）

　大たい鵬ほう金こん翅じ鳥ちよう───最強種の神鳥を模も倣ほうした春日部耀は、その圧あつ倒とう的な戦せん闘とう能力でアジ＝ダカーハの分体を撃げき滅めつした。しかしその代だい償しようとでもいうかのように、彼女の身体は病弱だった時の物に回帰している。これでは魔ま王おうはおろか並の人間以下の戦闘能力しか無い。

　耀は歯を食いしばりながら、自分の前に立つツインテールの少女を見上げる。

　まだ幼さの残る顔立ちの少女、ウィラ＝ザ＝イグニファトゥス。彼女は耀を庇かばうように両手を広げて仁に王おう立だちしている。

　マクスウェルは勝利を確信した瞳で彼女を見下ろし、外がい套とうを靡なびかせ彼女に手を伸ばした。

「決断の時だ、我が花はな嫁よめよ。避難民を逃がすために私と来るか。それとも避難民を見捨て、私と来るかッ!!　好きな方を選ぶがいいッ!!」

「っ………きもぃ………[image: !!!]」

　涙なみだぐみながら怯おびえるウィラ。しかし闘とう志しを鈍にぶらせてはいない。

　春日部耀が倒れた今、この場を守れるのは彼女だけだ。相手がどれだけ恐ろしい魔王へんたいであったとしても、今回ばかりは逃げることは出来ない。

　後ろを振り返ったウィラは衰すい弱じやくしていく耀を見つめ、瞳を揺ゆらす。

　マクスウェルの魔王は万ばん全ぜんな状態の耀とウィラの二人が揃そろってようやく互ご角かくに戦えるほどの強きよう豪ごうである。しかし肝かん心じんの耀の身体に異変が起きたことは客観的に見ても明らかだ。ウィラ一人で戦ったところで結果は目に見えている。

（それにマクスウェルと戦っても………みんなを逃がせない………！）

　蒼そう白はくになりながら身体を震ふるわせる。

　生と死の境界を跳ちよう躍やくしているウィラの力では、生きている人間や生物を跳とばせない。

　否、正確には跳ばすことは可能だとしても、門を閉ざさないまま維い持じするだけの力が無い彼女では、命の保障が出来ないのだ。生と死の門を生きたまま通過させられるのは死神以上の神霊たちだけだろう。

　対してマクスウェルの空間跳躍は物質界の間を跳躍している。大量の巨きよ人じん族を瞬しゆん時じに召しよう喚かんするなど、その力は絶大の一言に尽つきる。

　彼ならば破壊された〝境界門アストラルゲート〟を使用することなく避難民を逃がすことが出来るだろう。しかしその為ためには───この魔王ストーカーに、ウィラの身体を捧ささげなければならない。

　考えるだけでも恐ろしいと、彼女は全身を震わせた。

（きもい………怖こわい………でも………!!）

　蒼そう炎えんの旗印が刻まれたギフトカードを取り出し、唇くちびるを嚙かみ締める。

　外見こそ少女の様なウィラだが、彼女もコミュニティの長おさだ。

　決断を迫せまられれば、身の毛が弥よ立だつほど恐ろしい交こう渉しようにも応じなければならない。ましてや今回は同盟相手である〝ノーネーム〟の窮きゆう地ちでもある。

　覚かく悟ごを決めるだけの理由は、出揃っていた。

「………マクスウェル。私が貴方あなたの許もとに行ったら………本当に、みんなを」

「今よ、アルマッ!!」

　ハッと、耀とウィラが顔を上げる。

　その刹せつ那な、稲いな妻ずまが奔はしった。

　森の木こ陰かげから躍おどり出た稲妻は大気を摩ま擦さつ熱で膨ぼう張ちようさせて雷らい鳴めいを轟とどろかせる。それは電光石火の一いち撃げきとなり、浮ふ遊ゆうしていたマクスウェルめがけて一直線に突とつ貫かんする。

　完全に不意を突ついた一撃だった。勝利の陶とう酔すいに浸ひたっていたマクスウェルは視線を動かす暇いとますら与えられず、脇わき腹ばらをアルマテイアの角によって抉えぐられた。

　しかしアルマテイアは攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。

『完全に入った………！　マスター、追つい撃げきをッ！』

「わかってるわ!!」

　掛け声とともにワインレッドのギフトカードから取り出される三つの宝ほう珠じゆ。

　飛鳥あすかが風切り笛を一いつ閃せんすると、宝珠は疑ぎ似じ神格を宿し極大化された高熱を放つ光球となってマクスウェルの四し肢しを削そいで貫つらぬく。彼の右半身と左下半身を消し飛ばす二人だが、追撃はそれだけでは終わらない。

　神しん獣じゆうの毛皮に、眩まばゆい稲いな光びかりが宿る。

　天空神の雷らい霆ていに比ひ肩けんするという神しん雷らいは対象を元素から崩ほう壊かいさせていく。

　血ち飛沫しぶきすら瞬時に消失させる稲妻を受けたマクスウェルはしかし、羽虫を見るように彼女たちを見下ろして無情に告げた。

「………その程度の熱量で、我が恋こいの熱を抑おさえられると思ったか？」

「っ、噓うそ………!!」

　双そう頭とう龍りゆうさえ葬ほうむり去った疑似神格の炎えん熱ねつは、間ま違ちがいなくマクスウェルの五体を焼しよう失しつさせた。にも拘かかわらず、彼の身体は霞かすみを集めて瞬く間に修復されていく。

　明らかに必殺の一撃だった。しかしマクスウェルは涼すず風かぜを受けるかのように、何の感かん慨がいも無い瞳で飛鳥を捉とらえる。それは強がりでも何でもない。

　マクスウェルは今もなお身体を貫かん通つうして奔る神雷を、まるで苦に感じていないのだ。

『これは………マスター、摑つかまって下さい！　一度距きよ離りを取ります！』

　危険を感じたアルマテイアは蹄ひづめの先でマクスウェルを蹴けり飛ばして離はなれる。その間もマクスウェルは欠損した身体を修しゆう繕ぜんし、数秒で元の姿へと復元した。

　これは神しん霊れいが持つ回帰能力でも、蛟こう劉りゆうが持つような超ちよう耐たい久きゆうでもない。アルマテイアは先ほどマクスウェルを貫通した角を振ふり、彼の身体に秘ひめられた謎なぞを探さぐる。

　───〝マクスウェルの悪あく魔ま〟の霊格は熱力学第二法則の矛む盾じゆんを突いた、学術的思考実験の末に造られたものである。

　分子の動きを観測できる存在〝Ⅹ〟を仮定し、その〝Ⅹ〟がプラスとマイナスの分子を異なった空間に隔へだて、熱量の差異を造ることでエネルギーを散さん逸いつさせることなく行使できる存在。彼の空間跳躍とはこの分子を隔てる際に使われる能力の一いつ端たんでしかない。マクスウェルの悪魔の真に恐ろしい恩恵ギフトとはその永久性にこそある。

　しかしマクスウェルの悪魔は一度その霊格を否定され、熱力学の第二法則に準じる低級悪魔に成り下がったはずだ。彼の霊格がどれだけのエネルギーを宿しているかは定さだかではないが、疑似神格によって極大化した閃せん熱ねつは物理現象の中でも最高位のものが顕けん現げんする。なのにその閃熱の直ちよく撃げきを受けても、マクスウェルの霊格は傷一つ付いていない。

（精せい霊れいのように実体がないのですか………？　いやしかし、精霊の霊格の根源にあるのは、質量や熱量といった物質界に存在する法則のはず。故ゆえに実体がなくとも、霊格を凌りよう駕がするエネルギーをぶつければ存在を保てなくなるのが道理）

　ならばマクスウェルの復元能力は、不死性を騙かたった何らかの再生能力ということになる。飛鳥の放つ強力無比な一撃を幾いく度どとなく直撃させれば何時いつかは殺せるだろう。

　一方のマクスウェルは無傷のまま外套の埃ほこりを払はらう仕草をし、興が削がれたかのように無感情な瞳ひとみで彼女たちを見下ろす。

「ふん………流石さすがの神獣も、我が霊格を解き明かすことは敵かなわぬらしい。まあ、貴様のような時じ代だい遅おくれの古神ロートルが、最新の魔王である私に敵うはずもないがね」

『………数百年しか生きていない若造が言ってくれますね。多少は存在価値が認められているようですが、箱はこ庭にわの霊格は何も力の強弱だけを指すものではありません。人類史を見守り続けた我々を、たかが数百年の霊格で砕くだけるとでも思うのか』

　嘶いななきと共に鼻を鳴らして一いつ蹴しゆうする。

　箱庭では存在している時間が長ければ長いほど霊格は強力になる。これは恩恵というよりも、時間流に偏へん在ざいしていられる箱庭を成立させる為に設けられた自然的な法則だ。

　年代記が同一の時間に存在していると言っても、文明の系統樹を辿たどっていけば互たがいの出自に前後の違ちがいが必ず出てくる。

　異なった二つの存在がぶつかり合い、古参が完全消しよう滅めつするようなことがあれば、外界の歴史が根底から瓦が解かいする可能性がある。

　そういったミクロやマクロの単位で無視できない大局的パラドックスを防ぐ為の予防措そ置ちの一つが〝長ちよう寿じゆの霊格ほど力を得る〟という恩恵の正体だ。

　それでも古参が消滅するようなことがあった場合、幾いくつかの例外的処置で再召喚───即すなわち再生が施ほどこされる。それが消滅した本人か、それとも異なった可能性の別人かは、再召喚したものの気まぐれでしかない。

『マクスウェル。貴方の不死性は箱庭のバックアップではない。それが分かっただけでも収しゆう穫かくとしては大きい。貴方の霊格は殺し方を繙ひもとけば一撃で仕留めることも可能でしょう。───違いますか、マクスウェルの〝悪魔パラドツクス〟』

　対策の知れた悪魔を殺すことほど容易なことはない。

　飛鳥の恩恵とマクスウェルの霊格とでは、飛鳥の優位は揺るがない。しかしそんな彼女の考えを否定するように、マクスウェルはクツクツと嘲ちよう笑しようを嚙み殺した。

「クク………だから古神ロートルなのだよ、この低学歴め」

『っ、はい？』

「己おのが神群が何時までも勝者だなどと思うなよ。少なくとも我ら魔王連盟の築く時代には───貴様らが存在する席など、用意されていないのだからなァッ！」

　瞳を見開いたマクスウェルは両りよう腕うでを広げ、一帯を吞のみ込むほどの大おお吹雪ふぶきを顕現させる。

　避ひ難なん民みんごと始末する気なのかと緊きん張ちようする飛鳥たちだったが、この男の劣れつ悪あくさは彼女たちの想像を更さらに上回った。

「召喚summon、〝氷結境界phrase gate〟───地じ獄ごくの窯かまより来たれ、三さん頭とう龍りゆうの眷けん属ぞくどもよ!!」

「なんですって!?」

　吹雪の中、飛鳥が髪かみを押さえながら悲鳴のような声を上げる。だが彼女の悲鳴は、更なる絶ぜつ叫きようによって搔かき消された。

　視界の悪くなった猛もう吹雪ふぶきの向こうで、地鳴りのような足あし踏ぶみが聞こえる。

　それも一つや二つではない。

　地鳴りは全方位から何十もの音が重なり合って避難民へと向かってきていた。その一つ一つが放つ驚きよう異い的な存在感に、衰弱していた耀の表情がますます蒼白になる。

「アジ＝ダカーハの分身体………!?　まずい、今襲われたら全ぜん滅めつする！」

「マクスウェル、やめてッ！　貴方の要求を吞むから、耀たちを逃にがしてッ！」

　懇こん願がんするように悲痛な声を上げるウィラ。もう四の五の言っている場合ではない。一分一秒でも速い決断が必要だった。

　怯おびえた瞳でマクスウェルを見上げるウィラ。

　上空から彼女を見つめるマクスウェルは、一転して慈じ愛あいに満ちた笑えみを浮うかべ、

「駄目だ」

「………え？」

「冷静になって考えてみたのだがね。君の態度は少し酷こく薄はくに過ぎる。いやまあ、それも愛あっての表現だと理解しているのだけれどもね。人間の言うところのツンデレという奴やつだろう？　流石の私も知っているぞ。確か………反はん抗こう的な態度を見せながらも、内心では男に殴おう打だされてでも蹂じゆう躙りんされたいという熱ねつ狂きよう的な愛情表現の一つだ。それも悪くはない………が、私はもう少し直情的で真っ直すぐな愛が欲しいんだ」

　───我が花はな嫁よめなら、言わずとも理解できるだろう？

　二人は言葉の不要な関係なのだとばかりに告げるマクスウェル。伴はん侶りよに普ふ段だんから求めるように何気ない声こわ音ねで、己おのれが今、一番欲ほつしている言葉を要求する。

「ワンスモァァァアだ、ウィラ。今一度聞かせておくれ我が花嫁よ。君の誓ちかいの言葉を。私の伴侶として、永遠の愛を囁ささやくように！　両手を組んで、神に祈いのるように誓いを告げろウィラ＝ザ＝イグニファトゥス[image: !!!]」

　ビクッ！　と身体からだを畏い縮しゆくさせる。

　恫どう喝かつされたウィラは顔を青ざめさせ、瞳を濡ぬらしながら跪ひざまずく。陶酔したマクスウェルの狂きよう気きはよく知っていたウィラだが、今の彼はその危険性を更に高めている。普段の取り繕つくろったかのような紳しん士し的な素そ振ぶりは無くなり、血走った瞳と狂きよう暴ぼうな口調でウィラに迫る。

　勝利を確信していることがその理由の一つなのだろうが、元々彼の本質はこちら側なのだ。愛情を捧ささげた相手であっても己の力で組み伏ふせて跪かせ、耳みみ障ざわりな言葉や事実は全すべて己の都合のいいように解かい釈しやくする。

　彼の要求に相手の意思は必要ない。そんなものは介かい在ざいしてはいけない。

　君臨者として、周囲からただ貢みつがれるだけの存在。

　それが魔ま王おうマクスウェルの本質なのだ。

「っ………コイツ、本当に最悪だわ………！」

　飛鳥は歯は嚙がみしながら二人のやり取りを聞いていた。

　一人の女としてマクスウェルの言動には怒いかりの沸ふつ点てんを軽く通過していたが、現状を理解していないほど愚おろかでもなかった。

　街かい道どうの先から立ち上っていた煙けむり。突とつ然ぜんの爆ばく発はつ音とウィラたちのやり取り。

〝境界門〟が破は壊かいされたのだと飛鳥が理解するまでそう時間はかからなかった。

（こんな下げ種すにウィラさんを渡わたせない………だけど………!!）

　横目で耀を見る。仲間想おもいの耀ならとっくに特とつ攻こうしてもおかしくない状じよう況きようだ。なのに両足は不自然に脱だつ力りよくしたままピクリとも動く気配がない。

　彼女にも何かしらのアクシデントがあったのだとすぐに飛鳥は悟さとった。

（アジ＝ダカーハもそうだけど、黒くろウサギやペストたちも気になるわ。あの二人は此こ処こにいないの………？）

　猛吹雪の中で黒ウサギたちを捜さがす。

　彼女の居ぬ間に〝サラマンドラ〟の衛兵に預けられた黒ウサギだが、あの双頭龍が大量に攻せめてきた今となっては離れている方が危ない。

　焦あせりばかり募つのっていく中で、ウィラは粛しゆく々しゆくと誓いの言葉を口にする。

「す………健すこやかなる時も………ゃ、める時も、」

「声が小さいッ、ワンスモアだ[image: !!!]」

「っ、ご、ごめんなさい………！」

　両手を豊満な胸の前で組む彼女だが、童顔の顔は涙なみだと恐きよう怖ふで染まり、必死に絞しぼり出した誓いの言葉も上うわ擦ずっている。

　焦りが、恐怖が、悲しみが、ウィラの思考を混乱させるように追い詰つめていく。

　何時までも煮にえ切らないウィラに業ごうを煮やしたマクスウェルは、舌打ちをしながら右手を振りかざす。

「やれやれ………困った花嫁だ。どうやら、犠ぎ牲せいが無ければ思いきれないようだね」

　振りかざした右みぎ腕うでが陽炎かげろうで揺ゆれる。吹雪の中でユラユラと揺れる影かげは、徐じよ々じよに人型の様に形を作り、突とつ如じよとして一人分の質量を持った。

　陽炎と共にその腕の中に現れた人物を見て、その場にいた全員の表情が凍こおりつく。

「く………黒ウサギ!?」

　飛鳥が焦りと共に叫さけぶ。ペストと共に避ひ難なんしていた筈はずの黒ウサギだったが、空間跳ちよう躍やくを駆く使しするマクスウェルにとってこの程度の距離はあってないようなものである。

　何が起きたのか分からない黒ウサギは瞳をパチパチと瞬まばたきした後、マクスウェルに抱かかえられていることを把は握あくし、己の窮きゆう地ちを悟った。

「マ、マクスウェル………[image: !!?]　それに飛鳥さん！　耀さん！」

「初めまして、月の御み子こ殿どの。こんな形で呼びつけた無礼をお許し願いたい」

　慇いん懃ぎんな笑みで黒ウサギを拘こう束そくするマクスウェル。

　狂気さえ感じるその表情に危機感を覚えた飛鳥は、状況を顧かえりみている場合ではないと悟る。今動かねば───黒ウサギの命が危ないと。

「アルマ、駆かけてッ[image: !!!]」

『し、しかしマスター!!』

「いいから速くッ[image: !!!]」

　一刻の猶ゆう予よも無いと、ギフトカードから〝ハーメルンの風切り笛〟を取り出して叫ぶ飛鳥。状況が状況だけにアルマは躊ちゆう躇ちよするが、主人の命令に逆らうわけにもいかない。全身を稲いな妻ずまと化したアルマは蹄ひづめを踏ふみしめて駆ける。

　地上から螺ら旋せん状に伸のびる雷らい光こうの軌き跡せき。

　三つもの疑ぎ似じ神格によって天空の雷らい霆ていと化したアルマテイアは、先ほど以上の熱を滾たぎらせてマクスウェルの魔王に接敵する。熱ねつ膨ぼう張ちようした大気は雷らい鳴めいを轟とどろかせて夜の帳とばりを揺らす。〝軍神槍ヴア・ジ金剛杵ユラ〟にさえ匹ひつ敵てきする力の奔ほん流りゆうは、辺り一帯を焼き払はらい焦しよう土どと化すだろう。

　戦うのならば一いち撃げき必殺。そう覚かく悟ごしたアルマは己に与あたえられた霊れい格かくの全てを解放し、完全無欠の城じよう塞さいから一ひと振ふりの雷霆へと変へん貌ぼうする。

『魔王マクスウェル、覚悟ッ!!』

　軌跡を読ませぬ神しん速そくの一撃。黒ウサギを避よけ、狙ねらうのは頭ず蓋がいの一点。久く遠どう飛鳥が用意できる最強の恩恵ギフトを秘ひめた特攻は───

　パチン！　という、軽快な音によって搔き消された。

『ッ、!?』

　アルマの力が前まえ触ぶれも無く消失する。神気を失った彼女は勢いに任せて突とつ撃げきするも軽く躱かわされ、速度を維い持じしたまま森を突つき抜ぬけ大地を削けずる。

『マ、マスター！　ご無事ですか!?』

　転げるように無様な着地をしたアルマだが、主人の安否を思いすぐに立ち上がる。その時になってようやく、彼女は異変に気が付く。

　背中にしがみついていた、か弱く華きや奢しやな彼女の主人───久遠飛鳥の姿がない。転落したのかとすかさず周囲を見回すアルマだったが、その姿は何処どこにも見られない。

　飛鳥は、まるで霞かすみのように消失していた。

　その場に落ちているのは、飛鳥の恩恵が収納されているワインレッドのギフトカードだけだ。肝きもを冷やしたアルマは、マクスウェルを見上げて吼ほえた。

『ま、まさか………貴様!!　私のマスターを何処にやった!?』

「さてね。何せ咄とつ嗟さのことだったからなあ。海に落ちたか、山河に置き去りにされたか。まあ、順序が逆になっただけだね。どうでもいいことだ」

　本当にどうでもよさそうに言い捨てるマクスウェル。

　しかし〝ノーネーム〟一同を襲おそった絶望は計り知れなかった。

　久遠飛鳥は絶大な才覚を持つ少女だが、その身体は普ふ通つうの人間と変わりない。神しん珍ちん鉄てつの巨きよ兵へいや金剛鉄アダマンテイウムの神しん獣じゆうなど強力無比な恩恵を従える彼女だが、単身での力は高くない。

　そんな状況で、広大な箱庭に投げ出されたのだ。

　流る刑けいにも等しい必殺の一手である。

「な………なんてことを………[image: !!!]」

　黒ウサギは声を震ふるわせてマクスウェルを睨にらむ。今ほど無力さに打ちひしがれた瞬しゆん間かんは無い。もしも彼女が万ばん全ぜんの状態なら、問答無用で必勝の槍やりを叩たたき込んでいただろう。

　渾こん身しんの力を込めてマクスウェルの腕に抵抗するが、黒ウサギの身体能力も少女のものにまで落ちている。どれだけ力を込めようとも、拘束は緩ゆるみはしない。

　かくなる上はと、眼下にいる耀たちへ訴うつたえた。

「耀さん！　ウィラさん！　黒ウサギに構わず、この悪漢を討うってくださいッ！　御お二人ふたりの力なら必ずや───[image: !!!]」

「五月蠅うるさい御子殿だ」

　パチン、と指を鳴らす音。それを最後に黒ウサギの姿も忽こつ然ぜんと消える。残像すら無いまま、まるで神かみ隠かくしにでも遭あったように消しよう滅めつした。

　もう説明の必要もない。

　黒ウサギも同じように、広大な箱庭に跳とばされたのだ。

　霊格を失った無力な少女として。

「マ、マクスウェル………!!」

「可か哀わいそうなことをしたよ。これも全て君のせいだよ、ウィラ。君がもう少し早く答えてくれれば、こんなことにはならなかった」

　責任転てん嫁かも甚はなはだしい。だがマクスウェルは本気でそう思っていた。

　その魔まの手がゆっくりと耀へ向けられた途と端たん、ウィラは震えながら彼女の前に立った。

「や、やめて………！　ちゃ、ちゃんと、言う通りにしますから………[image: !!!]」

「ウィラ………！」

　耀の容態が悪いことを知っているウィラは、最後の勇気を振ふり絞って彼女を庇かばう。

　しかし一方の耀は、大地に突っ伏ぷして事の成り行きを見ていることしかできなかった。

　機能していない両足は未いまだに感覚すら戻もどっていない。

　戦う力はおろか健康な身体すら失っている。

　初めて出来た友人も、その証あかしだった恩恵も………両手一いつ杯ぱいに手に入れた筈の宝物が、消失の感かん慨がいを抱いだく間もなく春日部耀の手の平から零こぼれ落ちていく。

　唯ゆい一いつその手に残った父との繫つながりである〝生命の目録〟も、今は平へい凡ぼんな木き彫ぼりでしかなくなっていた。

（くそ………くそ、くそッ[image: !!!]　なんでこんな肝かん心じんな時に、足が動かないんだ………）

　無情な現実が、力の入らない両足から這はい寄ってくる。失ったのは力だけではない。

　大切な友人も。家族のような同士との一時も。あれだけ欲ほつしていた全てが、まるで一夜の夢のような儚はかなさで失われていく。

　少し、泣きそうだった。

　はらりと一筋、悔くやしさで頰ほおが濡れた。

　その光る頰を見たマクスウェルは、腹筋が捩よじれるのではないかという勢いで笑った。

「ハ、………ハハハハハッ[image: !!!]　仲間を失った程度のことが、泣くほど悔しいかッ！　泣くほど悔しいかッ[image: !!?]　しかし君の父から受けた屈くつ辱じよくはこんなものではなかったぞッ！」

「っ、黙だまれッ[image: !!!]」

　有りっ丈たけの声量で一いつ喝かつする。病弱な身体は、その反動で大きくせき込んで痙けい攣れんした。

　こんな悪あく辣らつな男に弱さを見せたこともそうだが、それ以上に、仲間を失ったことを〝その程度〟と切り捨てたこの男が、憎にくくて憎くて堪たまらなかった。

〝生命の目録〟が機能しなくともいい。

　せめてこの両足が動いてくれさえすれば、決死の戦いを挑いどんで抵てい抗こうの意志を示していた。しかし両足は鎖くさりに繫がれたかのようにピクリとも動かない。

[image: ]

　その無力さと悔しさが、涙となって零れ落ちた。

　抵抗する力も、意志を示す事も無く、死体のように転がっている。

　人生にこれほどの屈辱があったのかと、耀はポロポロと儚く流れる涙を嚙かみ締しめ、その場に崩くずれ落ちた。

「ふふ………溜りゆう飲いんが下がったところで仕上げと行こうか、我が花はな嫁よめ」

「っ………ぁ、う………！」

　耀の屈辱的な姿と怯おびえるウィラを見て恍こう惚こつと憤ふん怒ぬの表情を交こう互ごに見せるマクスウェル。周囲からは双そう頭とう龍りゆうたちが起こす地じ響ひびきと、獣けものの絶ぜつ叫きようが上がっている。

〝境界門〟が破は壊かいされた今、マクスウェルの力無くしてこの窮地を逃のがれる術すべなどない。耀も、アルマテイアも、その光景を悔しくも歯は嚙がみしながら見ることしかできない。

　必死にどうすればいいかと考えたが、打つ手は一つも見つからなかった。




　───〝煌こう焰えんの都〟を廻めぐる戦いは、此これにて閉幕。

　大地は蹂じゆう躙りんされ、同胞はらからの誇ほこりは踏み躙にじられた。

　耀は敗北を受け入れたかのように四し肢しから力を抜き、大地に身を任せた。
















───それでも立ち上がれ、と。

彼方かなたより此方こなたへ響ひびく声が、春日部かすかべ耀ようの魂たましいに響いた。







[image: ]

「………え？」

　ヒュゥ、と。敗北を受け入れていた心に一いち陣じんの風が吹ふく。

　地に伏ふしていた耀ようは、不意に頭を上げた。

　周囲に変化はなく、吹雪ふぶきによって真っ白に染められている。吹雪の向こうには依い然ぜんとして双そう頭とう龍りゆうが地鳴りを起こして接敵しているはずだ。なのにおかしい。これほど双頭龍の存在を近くに感じるのに、彼らは何時いつまで経たっても避ひ難なん民みんを襲おそおうともしない。

　双頭龍の凶きよう暴ぼう性を知っている耀にとって、それは明らかな異変だった。

　まるで目に見えない巨きよ大だいな壁かべに阻はばまれているかのような、そんな錯さつ覚かくを抱いたその瞬間───眼前のマクスウェルが、渦うず巻まく旋せん風ぷうの刃やいばによって襲しゆう撃げきされた。

「何ッ!?」

「ＧＥＥＥＹＡＡＡＡＡａａａ[image: !!!]」

　突とつ然ぜんの襲撃を受けてマクスウェルが驚きよう愕がくの声を上げる。己おのれが襲撃を受けることを想定していなかったマクスウェルは旋風を受け、大回転しながら大地に激げき突とつする。

　だがそれだけでは終わらない。

　超ちよう圧縮された大気の渦は視界を歪ゆがませて連続射出される。しかも驚おどろいたことに、それらの旋風は使い手の姿が見えないほど遠方から放出されており、尚なお且かつ、その距きよ離りで全ぜん弾だんを命中させている。並の使い手ではない。

「だ………誰だれ………!?」

　初めは双頭龍が襲撃したものだと誰もが錯覚した。

　しかしマクスウェルを襲ったのは、大気を収束して放つ旋風の一いつ閃せん。

　先ほどの双頭龍のものとは似て非なる一いち撃げきだ。そして二度目の雄お叫たけびが鳴り響いた瞬しゆん間かん、それが双頭龍のものではないと、耀だけが気が付いた。

「この声………双頭龍じゃない」

　五感が劣れつ化かしても、彼女が見聞きした経験は無くならない。ましてや今の絶叫は、何処どこかで聞いたことがある様な気がした。

　雄お々おしく、そしてどこか懐なつかしい。それが誰のものだったのか思い出しそうになった瞬間───耀はふっと、天から降り注ぐ輝かがやくものを視界に映した。

「輝く………羽根と、羊皮紙？」

　輝く羽根と共に天空から舞まい落ちる数多あまたの羊皮紙。羽根と同じく燦さん然ぜんと光り輝く羊皮紙は、星々の放つ光よりも尚力強く、夜の帳とばりを引き裂さいて舞い落ちる。

『いいえ、それだけではありません!!　あれを見て下さいッ！』

　天を見上げていたアルマが、信じられない物を見るように叫さけぶ。釣つられて天を仰あおいだ耀も、同じく驚愕して声を失った。我を失っていた避難民も同様だ。己の目を疑い、真っ赤になるほど擦こするものまでいる。それほどまでに、天に現れた其それは異質で巨大だ。

　耀は唇くちびるを震ふるわせながら、信じられないと首を横に振ふる。

「空飛ぶ………お城[image: !!?]　噓うそ、だってアレは〝アンダーウッド〟にあるはずじゃ………!?」

　そう。彼らが驚愕して見上げている巨大な影かげ。その正体を耀は知っていた。

〝アンダーウッド〟の上空で滞たい空くうしたまま放置されていた吸きゆう血けつ鬼きたちの空中城じよう塞さい───〝SUN　SYNCHRONOUS　ORBIT　in　VAMPIRE　KING〟の舞ぶ台たいが今、耀たちの遥はるか頭上で浮ふ遊ゆうしていた。

「おい、あの旗を見ろ!!」

　啞あ然ぜんと見み詰つめている〝サラマンドラ〟の同士の誰かが、城の上に靡なびく旗を指さして叫んだ。彼らはその目に飛び込んできた旗印を見て、誰があの城に居るのかを察した。

「〝龍角をドラコ持つ＝鷲獅子グライフ〟の旗印だ！」

「サラ様だ！　サラ様が、〝煌こう焰えんの都〟に戻もどってこられたのか!?」

「それだけじゃないぞ！　両りよう端たんに並ぶあの旗印は………まさか………!?」

　口々に声を上げる避難民。彼らが見上げた旗印は鷲獅子グリフオンの物だけではなかった。

　金こん翅じの神鳥。相そう克こくする蛇へび。向かい合う双そう女め神がみ。何いずれも超ちよう弩ど級きゆうのコミュニティの旗印だが、彼らの瞳ひとみを釘くぎ付づけにしたのは一段と煌きらびやかな旗印だった。

　黄金こがねの稲いな穂ほと地平線から昇のぼる太陽。そしてその中心に立つ女神───否いな、女王の旗。

　神々の庭にて唯ゆい一いつ無二の称しよう号ごうを持つ魔ま王おう。

　箱はこ庭にわ第三桁けた〝クイーン・ハロウィン〟の御み旗はたが、最も高い位置にて高々と靡いていた。

「女王クイーンだ！　女王の旗だッ！」

「白しろ夜や叉しや様に匹ひつ敵てきするという例の魔王か!?」

「だが女王が………あの女王が、箱庭の為ために立ち上がるとは………!?」

　先頭を任されていた〝サラマンドラ〟のマンドラが、驚愕に声を震わせる。

　驚きに染まる避難民を尻しり目めに、空中城塞から次々と姿を見せる南側の幻げん獣じゆうたち。しかし事態の急変はそれだけではない。先ほどまで向かってくる様子の見えなかった三頭龍の分体が一いつ斉せいに牙きばを剝むき、絶ぜつ叫きようを上げて避難民に襲い掛かかる。マンドラは抜ばつ刀とうして叫んだ。

「火か龍りゆうは二部隊に分かれ榴りゆう弾だんを撃うてッ！　亜あ龍りゆうは避難民を囲いつつ守りを固めるのだ！　〝龍角を持つ鷲獅子〟の者たちと共に避難民を城まで逃にがせッ！」

『了りよう解かいしました！』

　元は四〇〇〇体ほどいた火龍だが、三頭龍の引き起こした大おお竜たつ巻まきのせいで今は三分の一ほどにまで減っている。神しん霊れい級の分身体を、それも複数を相手にするには〝龍角を持つ鷲獅子〟の同士を合わせても戦力が足りなすぎる。

（援えん軍ぐんは女王だけではあるまい。姉上がどれだけの軍勢を集められたかは定さだかではないが………せめて、避難民を逃がすだけの時間を稼かせがねば………！）

　援軍は頼たのもしいが、連合軍というのは何時の世でも足並みが揃そろうまで時間がかかるものである。場合によっては時間を稼ぐために玉ぎよく砕さいを覚かく悟ごせねばならない。火龍やマンドラたちが決死を胸に抱いだいたその時、彼らの足元の影が異様な形に蠢うごめいた。

「コラコラ、やめたまえ。君達にもまだ役割があるんだ。無む駄だ死じには避さけなさい」

「っ、誰だ!?」

「誰だとは不ぶ躾しつけだなあ。これでも私は君が幼少の頃ころから知っているんだがねえ。それとも───キハハハハハッ[image: !!!]　こういう笑い方じゃなきゃ、思い出してもらえねえのかい!?」

　蠢く影は陽炎かげろうのように揺ゆらめき、人型にその姿を変える。

　山やま高たか帽ぼうに燕えん尾び服ふく。そして粗そ野やで野や卑ひなその笑い。

　マンドラはそれが誰なのかを悟さとり、一いつ瞬しゆんにしてその顔を蒼そう白はくに変えた。

「お前は………いえ、貴方あなた様は………[image: !!!]」

「………そういうことだよ。避難は私に任せたまえ。君たちは守りに徹てつしろ。双そう頭とう龍りゆうが神霊級といっても生まれたばかりではそれほど強力ではない。火龍なら時間稼ぎぐらいにはなるだろう。同盟破は棄きの不義理を、此こ処こで返上しなさい」

　それだけ言い残し、蠢く影は姿を消す。

　マンドラは蒼白になったままの唇を戦慄わななかせ、柄つかを握にぎりしめる。待機している火龍たちに防備を固めるように指令を出した彼は、来るべき時が来たと天を仰いだ。

（そうか………ようやく、戻ってこられたのだな………!!）

　問題は、誰と誰が戻ってきたのかだ。それによって大きく戦せん況きようが変わる。しかしそれを考えるのはもう己の役目ではない。剣けんを構えた彼は安あん堵どと僅わずかばかりの高こう揚ようを胸に、双頭龍へと突とつ撃げきを仕し掛かける。

〝龍角を持つ鷲獅子〟の翼つばさを持つ幻獣たちもそれに続く。

　航空戦力の要かなめである〝二翼〟の同士を十六夜いざよいたちとの小こ競ぜり合いで欠員させてしまった彼らだが、新たな同士であるギリシャの怪かい鳥ちよう・スティムパリデスを中心に再編制されている。青銅の羽根と猛もう毒どくの恩恵ギフトを持つ彼らは口内から発する毒どく霧ぎりの防ぼう壁へきで守りを固めた。双頭龍が相手では動きを鈍にぶらせる程度の力しかないだろうが、今はそれで十分すぎる。

　毒の霧が避難民を襲わないように旋風を巻き起こす幻獣たち。

　その中に一ひと際きわ速い幻獣がいた。

　鷲わしの上半身と獅し子しの下半身。陸空の王者の身体からだを持ちながら、友の為に翼を失った誇ほこり高き鷲獅子が、その背にサラ＝ドルトレイクを乗せ、一直線に耀の許もとへ舞い下りた。

「耀殿どの！　よかった、ご無事か!?」

「サラ!?　どうしてここに!?」

「どうしてもなにもあるか!!　貴方たちを助けに来たに決まっているだろう!!」

「で、でも、私たち、連盟を組んでいるわけじゃ、」

「馬ば鹿かを言うな!!　友を助けるのに理由などいらないだろう!?」

　赤あか髪がみを揺らし、迷いなく答えるサラ。よく見るとその額からは滝たきのような汗あせが流れている。よほど急いで戦いの支し度たくをしてきたのだろう。

　光る汗もそのままに、鷲獅子の背から降りる。息切れして肩かたを揺らし、髪は解ほつれていた。その乱雑な姿はとてもではないが一軍の将の出いで立ちではない。

　しかしそんなものは全く意に介さない。彼女の瞳は安堵に染まっている。

　間に合ってよかった、と。

　鷲獅子の旗印を掲かかげたサラは真っ直すぐに、力強く告げた。

「耀殿。我らは魔王を相手に轡くつわを並べた仲。その同胞はらからの窮きゆう地ちに駆かけつけないはずがない。───そうだろう、グリー殿？」

　翼の無い鷲獅子もまた、グルルと獣けものの唸うなり声を上げて首しゆ肯こうする。

〝生命のゲノム・目録ツリー〟の恩恵を失い鷲獅子の言葉を理解できない耀だが、言葉などなくとも、彼が何を言ったのかをハッキリと理解できた。

（………っ、）

　改めて溢あふれそうになった涙なみだを、根こん性じようでつなぎとめる。

　箱庭に来て初めて出来た幻獣の友人。そして初めてのゲーム相手。それが鷲獅子だ。

　そんな彼がくれた恩恵は、何度も耀を窮地から救ってくれた。

　鷲獅子との友情の証あかしは春日部かすかべ耀の箱庭の軌き跡せきそのものといっても過言ではなかった。鷲獅子の力を失ったとしても、春日部耀が箱庭で過ごした軌跡まではなくならない。だからこそこの鷲獅子の友人は、今こう告げたのだ。

　───〝友よ。お前を助けに来た〟、と。

「耀殿。此処はまだ危険だ。一度避ひ難なん民みんと共に城に退ひこう。さあ、グリー殿の背に！」

　手た綱づなを寄せ、鞍くらに一人分の余よ裕ゆうを作る。

　耀は零こぼれかけた涙を拭ぬぐって頭かぶりを振り、仲間の窮きゆう状じようを伝える。

「サラ。私たちよりも、〝煌こう焰えんの都〟に向かって」

「………？　何故なぜ？」

「十六夜が一人で戦ってる。彼まで失ったら、誰も魔王を止められなくなる」

　極きわめて冷静な声こわ音ねで告げる。しかしその言い回しをサラは聞き逃のがさなかった。耀の周囲を見回し、彼女の仲間の姿が見えないことを確かく認にんし、苦く悶もんの表情を浮うかべる。

「すまない。少し遅おそかったようだ」

「………ううん。サラたちが来てくれなかったら私も危なかった。それより十六夜を、」

「それには及およばない」

　耀の言葉を遮さえぎる様にサラは力強く断言し、彼女を抱き上げる。

　そして右手で空を切り、一枚の羊皮紙を取り出した。

「我々も無意味に遅おくれてきたわけじゃない。彼の許には既すでに救きゆう援えんが向かっている。我々が今用意できる、最強の戦力が」

　駆けつけたのは〝龍角を持つ鷲獅子〟の同士たちだけではない。

　宣言するとともに、輝きを増していく羊皮紙。

　その輝く羊皮紙の正体を知る耀は窮地にも拘かかわらず、鼓こ動どうが高まっていくのを感じた。もしもこの輝く羊皮紙が耀の考えるものだとするのなら、これ以上心強い物は無い。

　サラは不敵に笑い、その手に持つ羊皮紙を高々と掲げ───

　瞬しゆん間かん。視界に映る全すべての景観が崩ほう壊かいし、世界が一変した。




　　　　＊




　その異変は、廃はい都とで戦っていた逆さか廻まき十六夜とアジ＝ダカーハまでをも包み込んだ。

「なッ………[image: !!?]」

『─────[image: !!!]』

　三頭龍アジ＝ダカーハに向けて決死の突撃を仕掛けていた十六夜だったが、大地から突とつ如じよとして現れた突とつ起きに押し上げられる形で遮られる。

　二人の衝しよう突とつで三日月形に崩くずれ去った巨きよ峰ほうは、まるで人の手が加えられたかのように整理され、石いし畳だたみを敷しき詰つめた都の路地へと姿を変えた。

　大地から次々と現れる突起は削けずりだされたかのように変へん貌ぼうする。それが尖せん塔とう群で飾かざられた虚きよ飾しよくの街だということに十六夜が気が付くまで、さほど時間はかからなかった。

　街を横断して流れる大河の大橋。

　見み渡わたす限りの尖塔群。

　そしてシンボルと呼ぶには余りにも有名な巨きよ大だいな時計塔。

　鐘しよう楼ろうのある巨大な時計塔の上に運ばれた十六夜は、己おのが目を疑うように呟つぶやいた。

「どうなって、やがる。あの時計塔………どう見ても、ロンドンじゃねえか………!?」

「ヤホホ！　その通り！　この尖塔の街こそ我が故郷！　我が魂たましいの舞ぶ台たい！　イギリスは首都・ロンドンでございます！　………といっても、模造品ですがね」

　襤ぼ褸ろ切きれのカボチャ頭が時計塔の先せん端たんからユラリ、と姿を見せる。

　頭を上げて彼を見るが、激戦の連続で重傷を負っている十六夜は力なく壁かべに凭もたれ掛かかり息を切らして崩れ落ちる。何が起きているのかは大まかに把は握あくしたが、如何いかんせん血が足りない。時計塔に吊つるされた時じ鐘しようは激しく左右に揺れて、新たな戦いの開幕を知らせている。

　一方の十六夜はもう欠片かけらも力が残っていない。最後の力を使い切った彼は皮肉気に笑い、ジャックに向かって吐はき捨てるように言った。

「クソッ………横よこ槍やり入れるんなら………もう少し早くしろっ、ての………[image: !!!]」

[image: ]

「ヤホホ！　いやはや仰おつしやる通り！　………いえ、笑い飛ばしていい事ではないですね。誠まことに申し訳ありませんでした。一度開かい催さいしたゲームを中断するためには、幾いくつかペナルティがありまして………このゲーム盤ばんも、後見人の聖人に無理を承知で頼んだものなのです」

「…………」

「ですが十六夜殿が時間を稼いでくれたおかげで、有りっ丈たけ………ええ、有りっ丈の戦力が集つどいました！　貴方の獅し子し奮ふん迅じんの健けん闘とうが、希望を繫つないでくれたのです！」

　カボチャ頭を揺らし、感極まったように襤褸切れを揺らす。

「後は我々に任せてお休みください。何、怪け我がのことなら何とかなりますヨ！　レティシア殿によると、〝ノーネーム〟の倉庫に取っておいたユニコーンの角が───」

　霞かすんでいく視界の中、軽快な笑い声を上げたジャックが十六夜を肩に担かつぎ上げる。

　十六夜が意識を保てたのはそれが最後だった。

　出で鱈たら目めには定評のある彼だが、ものには限度がある。此処まで意識と命があったのが奇き跡せきでしかない。それにふざけた風ふう貌ぼうをしているジャックだが、彼の手しゆ腕わんは十六夜もよく知っている。このカボチャ頭が任せてくれというのなら大きな心配はいらないだろう。

　瞳ひとみを閉じた十六夜は力を抜ぬいてカボチャ頭に寄り掛かるのだった。




　　　　＊




　───一方その頃ころ。都市の異変は尖塔群が現れてからも続いていた。

　大地から姿を現した街は大きな地鳴りに襲おそわれている。

『………フン』

　三さん頭とう龍りゆうアジ＝ダカーハは不動のまま姿勢を崩さず、仁に王おう立だちして事の成り行きを見守っていた。〝神殺し〟の異名を持つ彼にとって、この程度の世界の変貌は決して物もの珍めずらしいものではない。激しい地鳴りが続き大鐘楼の音が響ひびいているが、しかし焦あせることはない。

　勝者は初めから決まっている。

　ならば開幕の華はな、口上を述べるぐらいは待ってやるのが魔ま王おうとしての礼れい儀ぎである。

『……………！』

　泰たい然ぜんと挑ちよう戦せん者が姿を現すのを待っていた三頭龍。

　その背中を射い貫ぬくような、鋭するどい二つの閃せん光こうが奔はしる。

　振ふり返る素そ振ぶりすら見せない三頭龍は膝ひざの動きだけで跳ちよう躍やくし、二つの閃光を避さける。

　一つは蛇だ蝎かつの剣けん閃せん。もう一つは影かげの閃せん刃じん。

　曲線を描えがいて強きよう襲しゆうする二つの閃光は跳躍した三頭龍を追うように刃やいばを翻ひるがえす。斬ざん撃げきはまるで鎌かま首くびをもたげた蛇へびのように三頭龍へ喰くらい付く。

　他た愛あいないと、即そく座ざに振り払はらおうと翼つばさを広げた三頭龍。

　しかし三本ある首の一つが、上空からの襲しゆう撃げき者を捉とらえた。上下からの挟きよう撃げきを悟さとった三頭龍は剣閃を振り払うのではなく、身を翻して両者の襲撃を衝突させる。

「ええい、気付かれたかッ！」

　頭上から飛び降りてきた眼帯を着けた男───〝覆海大聖海を覆いし者〟蛟こう劉りゆうは、上下からの挟撃が失敗して盛大に舌打ちを漏もらした。似非えせ臭くさい訛なまりで毒気づいた彼は、取り出した二本の棍こんで剣閃を弾はじく。しかしそれだけでは終わらない。

　落下している最さ中なか、尖塔の壁を足場にして蛟劉は軌き道どうを変える。

　軋きしみを上げる尖塔を蹴けり飛ばし、三頭龍に挑いどむ。

「覚かく悟ごせいよ、三頭龍ッ！」

　両手に抱かかえた巨大な棍で三頭龍の左ひだり端はしにある首の付け根を狙ねらう。

　海底火山で千年の研けん鑽さんを積んだ一いち撃げきは、星の地ち殻かくから噴ふん出しゆつする息い吹ぶきに匹ひつ敵てきする。十六夜さえも挫くじいたその一打は大気に波は紋もんを作るほどの衝しよう撃げきを生んで肉にく薄はくし、

『………くだらん』

　三頭龍の首の付け根を殴おう打だした。

　しかし三頭龍の身体からだは全く揺ゆるがない。

　それどころか叩たたきつけた側の棍が木こっ端ぱ微み塵じんとなって砕くだけた。蛟劉は棍を通して手に伝わる衝撃に、三頭龍が身体に秘ひめている力を知る。

（コイツ………！　体内に秘めてる質量が半はん端ぱやないな………[image: !!!]）

　だが同時に、蛟劉はアジ＝ダカーハの恩恵ギフトを読み解く。

（あれだけ強力な分身体を大量に生み出してんのは、自身の霊れい格かくを切り分けて与あたえとるに違ちがいない………[image: !!!]　なら逆に、その特性を逆手に取れば………！）

〝枯かれ木の流木〟と揶や揄ゆされるほどに安あん穏のんとした年月を送っていた彼だが、その戦せん闘とう経験は膨ぼう大だいなものがある。百ひやく戦せん錬れん磨まは伊達だてではない。十六夜と蛟劉の決定的な差があるとすれば、この戦闘経験値がそれである。

　戦術を立てながら落下する蛟劉は着地と同時に距きよ離りを取る様に跳躍して離はなれる。だが容易たやすく逃すほど三頭龍も甘くない。

　翼を広げた三頭龍は慣性を感じさせない飛行で蛟劉に接敵した。

　それも並外れた速度だ。海千山千の修練によって極限まで磨みがき上げられた肉体を持つ蛟劉だが、そんな彼の目から見ても、神しん速そくと喩たとえるに相応ふさわしい速度である。

　姿勢を僅わずかに崩していた蛟劉は背中にヒヤリと流れる汗あせを感じつつ、残ったもう一方の棍で三頭龍の目を狙う。

　蛇のように長い首を持つ三頭龍は器用にその一撃を避け、逆に牙きばを剝むいて棍を食い破った。神代の精鉄で創つくられた一ひと振ふりだったのだが、大地を吞のみ込むと揶揄された悪あく神じんの牙の前には塵ちり芥あくたも同然である。

　三頭龍の純白の巨きよ腕わんが振り上げられたその刹せつ那な───蛟劉は笑えみを浮かべて叫さけんだ。

「今や、焼き払えッ[image: !!!]」

　三頭龍が覆い被かぶさるほど肉薄すると、地表を焦こがすほどの熱波が生まれた。羊皮紙と共に舞まい落ちる輝かがやく羽根は忽たちまち炎えん熱ねつに変わり、黄金の嵐あらしとなって三頭龍を襲う。

　四方と上下を囲まれた三頭龍。しかし鋼はがねより遥はるかに強きよう靭じんな身体にこの程度の熱波はそよ風と変わらない。三頭龍は追つい撃げきの手を緩ゆるめない。

　しかし輝く羽根がその身に触ふれた途と端たん、それが判断ミスだったと気が付く。

　星の息吹さえ撥はね除のける純白の身体から、肉を焦がす香かおりがする。

　それは傷と言えるほどの物でもなかったが、その事実に対して、三頭龍は初めて驚おどろきのような感かん慨がいを抱いだいた。彼の知る限り、炎熱の類たぐいがこの身を傷つけたという事例は無い。

〝拝火教ゾロアスター〟とは読んで字の如ごとく、火を尊び崇すう拝はいの対象とする宗派である。

　善神は勿もち論ろんだが、悪神である三頭龍にもその加護は及ぶ。分身体の神しん霊れいならいざ知らず、最強種の神霊に届く炎熱など───

『………いや。一つだけあったか』

　四方八方を取り囲まれた三頭龍は追撃を断念し、炎熱の密度がまだ薄うすい真上に向かって飛ひ翔しよう。凶きよう爪そうを振ふるい炎熱を引き裂さいた三頭龍は時計塔の前で滞たい空くうし、周囲を俯ふ瞰かんした。

　尖塔群と街まち中なかを横断する川。そこに架かかる大橋。

　ロンドンの街を象しよう徴ちようする時計塔。

　誰だれかは知らぬが、イギリスの首都・ロンドンを模も倣ほうした景観を召しよう喚かんしたらしい。

　象徴でもある時計塔を見た三頭龍は、滞空したまま塔に触れる。

（外装がまだ新しい。造られてまだ三〇年以内というところか）

　ロンドンの時計塔が完成したのは一八六〇年前後。

　ならばこの街の召喚者はその年代から数えて三〇年以内───一八六〇～一八九〇年のロンドンに縁ゆかりのある主催者ホストに限定される。

　但ただし〝歴史のパラダイム転換期シフト〟は、数年単位でズレが生じる可能性がある。

　その為ために大まかな収束点しかわからないが、この場合はそれで十分だ。イギリス史となると少し幅はばが広いものの、ロンドンに限定したのなら特定は難しくない。

　そしてもう一つ。三頭龍は鎌首をもたげ、天を仰あおいだ。

　───黄金に輝く、炎ほのおの羽根。

　生来の神霊の身体を傷つけられる炎は本当に極ごく々ごく一部だ。加えてその造形が黄金の羽根となると、該がい当とうするのは一つしかない。

　これだけの力の持ち主を連れてきたのだ。仕し掛かけ人は一人二人ではないだろう。

　三頭龍は改めて街を俯瞰し、三つの頭で主催者たちに吼ほえた。

『フン………いい加減、姿を見せるがいいッ!!　陰かげより忍しのんで敵を討うつのは隠いん者じやの所業!!　魔王の首を狙わんとする英えい傑けつならば、姿を見せて口上の一つも述べてみせよッ[image: !!!]』

　天地を揺るがすのではないかという咆ほう哮こうに、尖せん塔とう群が軋みを上げる。

　川の水面みなもは波を起こし、ロンドン橋は歌のように落ちかける。

　雲海の流れさえも変える大だい一いつ喝かつが反はん響きようして遠くなる頃。

　煌こう々こうと靡なびく金の髪かみが、三頭龍の視界の隅すみを掠かすめた。

「───二〇〇年前は話せる素振りなど見せなかったのに、随ずい分ぶんと饒じよう舌ぜつになったものだ。それほど地下の暮らしは暇ひまだったのか？」

　流りゆう麗れいな髪は金糸と見み紛まがうほど美しい。しかしその身を包む装よそおいは普ふ段だんとは別物だ。

　漆しつ黒こくの騎き士し甲かつ冑ちゆうの上から外がい套とうを羽織る吸きゆう血けつ鬼きの王───レティシア＝ドラクレアは、普段の温おん厚こうな雰ふん囲い気きからは考えられないほどの覇は気きを身に纏まとい、鬼き気き迫せまる表情で三頭龍を睨にらみつける。その瞳には憤ふん怒ぬの色が込められている。

　それを諌いさめるように、白銀のドレスアーマーを着込んだ仮面の騎士が声を上げた。

「レティシア。挑ちよう発はつに乗るとは貴女あなたらしく無い。もう少し戦せん況きようを静観する手て筈はずでは」

「いやいや、レティシアちゃんが正解や。今出ていかんかったら、街ごと吹ふっ飛ばしてでも炙あぶり出したやろ」

「ヤホホ！　それはご勘かん弁べん願いたいですね！　開幕前に舞ぶ台たいを吹き飛ばされては、主催者として恰かつ好こうが付きませんヨ！」

　女王騎士クイーンズナイト・フェイスレス。

〝覆海大聖〟蛟こう魔ま王おう。

〝パンプキン・ザ・クラウン〟ジャック・オー・ランタン。

　三人がレティシアに続く形で尖塔の屋根に飛び乗って現れる。

　だがそれで終わらなかった。

　天から降り注ぐ羽根の輝きが一ひと際きわ強くなる。

　圧あつ倒とう的な神性を宿すそれらの羽根が渦うずを巻き、その密度を徐じよ々じよに増していく。さしもの三頭龍もこの相手だけは警けい戒かいを配らずにはいられなかった。

「───義ぎ兄けい、そして他ほかの者も、軽口はそこまでになさい。かの魔王は口上を望んでいます。ならば我らも主催者として、それに相応しい毅き然ぜんとした態度を見せるのが礼儀」

　妖よう艶えんな素振りと雅みやびな衣ころもを纏い、金色の炎で出来た翼を羽ばたかせて現れる女性。貫かん禄ろくさえ漂ただよわせているその声こわ音ねと眼光は、一目見て君臨者と理解できるだろう。

　インド神話群にて〝帝たい釈しやく天てんに比ひ肩けんする王〟という願いを込められて生を受け、邪じや悪あくなる龍を喰らい上げるとされた生来の神霊。

　対神・対龍の恩恵ギフトを誇ほこる神鳥───大たい鵬ほう金こん翅じ鳥ちようの姫ひめ・鵬ほう魔ま王おうその人である。

「お初にお目にかかります、〝拝火教〟の魔ま龍りゆう。私は迦か楼る羅ら天てんが一子・〝混天大聖天を混沌せし者〟鵬魔王と申します。半神の身ではありますが、頼たよりない義兄との縁えにしに引き摺ずられて、御おん身みの前に立たせていただきました。───短い付き合いではありますが、以後お見知りおきを」

　優ゆう雅がな素振りで一礼する鵬魔王。

　その所作の一つ一つに艶あでやかな美しさを感じさせる彼女だが、その視線に宿る冷れい徹てつさは歴戦のそれを彷ほう彿ふつとさせる。猛もう禽きん類るいの鋭えい利りな瞳ひとみは三頭龍を捉え、今にも襲い掛かかるのではないかという灼しやく熱ねつの闘とう志しを漲みなぎらせている。

　その闘志を漲らせている彼女の眼下で、蛟魔王は軽快に笑った。

「相手は迦か陵りようちゃんだけやない。如何いかに最強の〝神殺し〟といえど、神様やない連中を相手にする分には最強種と変わらんやろと思うてな。少年が身体張ってる間に、あらかたの戦力を整えさせてもらったわ」

　飄ひよう々ひようと告げる蛟魔王。だが事実は彼の言葉ほど楽なものではなかった。

　三頭龍の起こした竜たつ巻まきに不覚にも巻き込まれた蛟劉は敵の脅きよう威いを悟り、三頭龍を十六夜に任せ、鵬魔王の許もとに救きゆう援えんを求めたのだ。

　一方のジャックも蛟魔王と同様に、後見人の聖人の許に足を運んでいた。

　無益な血を流さないためにも、己おのれの〝主催者ホスト権限マスター〟で行使出来る力を増して欲しいと申し出たのだ。ゲームが中断されたのはペナルティとゲームが再構築リセツトされた為である。

　二人はすぐに戻もどる筈はずだったが、マクスウェルの魔王によって〝境界門アストラルゲート〟を砕かれてしまい、戻るに戻れない状じよう況きように陥おちいっていた。予想外の救援者が現れなければ、蛟魔王もジャックも駆かけつけることは出来なかっただろう。

「ヤホホ………大変お待たせしました。それではそろそろ、開幕と行きましょうか」

「せやな。参加者が一人だけというのは少々物足らんが、構わんやろ。どうせ好きなだけ観客を増やせるんや」

「ああ。サラ殿どのが駆けつけるまで待たせるのも忍びない。───準備はいいか、鵬魔王殿」

「ええ。多勢の不利を、かの大魔王が卑ひ怯きようだなどとは言いますまい」

　口元を隠かくす素そ振ぶりを見せ鵬魔王も艶美に笑う。

　その余よ裕ゆう。その慢まん心しん。その傲ごう慢まんを、三さん頭とう龍りゆうは六つの眼まなこで見下し───

『………ああ。私は構わん』

「何？」

　無感情な返答に、鵬魔王が思わず問い返す。

　三頭龍はゴキリと首を鳴らし、六つの紅玉の瞳を光らせてせせら笑った。

『私は構わない、と言った。魔王とはその存在が既すでに不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵である。それは即すなわち、この世の全すべてを敵に回す者に他ならない。───多勢の不利？　ハッ、笑わせるなッ!!　個で群を破れずして何が魔王か[image: !!!]』

　気き炎えん万ばん丈じようの王おう威いを放って魔王が吼える。その圧倒的な覇気は歴戦の勇士たちの余裕を搔かき消し、僅かな慢心を抱くことも許さない。生なま唾つばを吞み、誰もが死し闘とうの予感を胸に抱く。

　蛟魔王の、ジャックの、レティシアの、そして鵬魔王の霊格が膨ぼう張ちようする。

　それぞれが一いつ騎き当とう千せんの力を保有する彼らだが、膨張する霊格は普段の物とは比べ物にならない。ロンドンを模した舞台が地鳴りで揺ゆれて大だい鐘しよう楼ろうの鐘かねを鳴らす。

「そうかい……そういう事なら容よう赦しやは無しや[image: !!!]　往いくぞ、〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟───[image: !!!]」

　それぞれが違う輝きを放つ羊皮紙を手に取る。

　三頭龍は腰こしを低く構え、四し肢しを大地に着けて獣けもののように身構える。

　大鐘楼の鐘の音が街全体に響ひびき渡わたると同時に───四人は、一いつ斉せいに開幕の宣言をした。




　　　　＊




　───時を少し遡さかのぼり。

　マクスウェルは謎なぞの強きよう襲しゆうによって弾はじき飛ばされ、ロンドンの舞台に招かれることなく、山さん岳がくに投げ出されていた。

　外套はズタボロにされ、端たん整せいな顔は血に塗まみれている。彼の力なら瞬またたく間に修復する程度の傷だが、今のマクスウェルにそんな心的な余裕は欠片かけらも残されていない。

　彼を襲おそった旋せん風ぷうは、嵐を極限にまで収縮したかのような力の渦だった。今の一いち撃げきに比べれば鷲獅子グリフオンや春日部耀の操あやつる風などそよ風ほどにも満たない。

　正に疾しつ風ぷう迅じん雷らいと呼ぶにふさわしいこの力に、マクスウェルは覚えがあった。

（まさか………あの男が………？）

　三年前───花はな嫁よめを迎むかえる為に意い気き揚よう々ようと箱庭にやってきた彼を、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめした男。その時にも同じ一撃を受けたことがあった。二度も同じ横よこ槍やりを受けたマクスウェルは怒いかりを通り越こして放心し、岩いわ肌はだに身を預けている。

　今思い出しても、身の毛が弥よ立だつほどの実力だった。新しん鋭えいの魔王として箱庭に出向いたマクスウェルの誇りを叩き折り、ウィラとの接せつ触しよくを三年も避さけるほどの傷を負ったあの一戦。あの時の屈くつ辱じよくを与あたえた相手が今一度、彼の前に現れたというのなら───

「何という………何という、僥ぎよう倖こうだ[image: !!!]」

　狂きよう人じんの形相を浮うかべたマクスウェルは、髪を搔き上げながら無造作に立ち上がった。あの屈辱を晴らす日が来ることを彼は待ち望み続けていた。マクスウェルの悪あく魔まは今や第四桁けたの力を持つほどにもなった。

　復ふく讐しゆうは何時いつの時代でも蜜みつの味だ。花嫁を力で手に入れんとする支配欲よくに勝まさるとも劣おとらない甘美な誘ゆう惑わくだ。

　この最さい新しん鋭えいの魔王として生まれた自尊心を満たす為に───マクスウェルの魔王は、あの詩人に従っているのだから。

　そんな猛たけり狂くるう彼を嘲あざ笑わらうかのように、茂しげみから幼い少女の声が響く。

「………ホント、信じられない。〝境界門〟を壊こわすなんて、魔王たちでもタブーなのに。新鋭のストーカーの行動力をちょっと舐なめてました」

　艶やかなロングヘアーを靡かせながら、その少女は呆あきれたように呟つぶやいた。ノースリーブにミニスカートという軽装だが、寒い夜でも普段通りに快活である。

「誰かと思えば軍師メイカー殿どのか。丁度いいところに来てくれたね。私は今から、例の男の迎げい撃げきに向かう。すまないが、私に代わってウィラを連れてきてくれないかね？」

　マクスウェルの申し出に彼女───リンは呆れて物も言えないという表情で仁に王おう立だちしながら、何かを確かく認にんするかのように大きく頷く。

「うーん、なんていうのかなあ。実はマクスウェルさんに言われるまでも無く、ウィラさんを拉ら致ちっていたりします」

　───は？　と、マクスウェルから間の抜ぬけた声が漏もれる。

　しかしリンはマクスウェルの挙動を無視しクルリ、と一回転。リンは背後に控ひかえているジン＝ラッセルとペストの二人を振ふり返る。

「さてさて。大きく予定が狂ったけど、避ひ難なん民みんはしばらく無事かな？　これで停戦条約締てい結けつってことでいいのかな、ジン君。あとペストちゃんも」

　ジンは体を強こわ張ばらせながら緊きん張ちようしたように首を横に振り、ウィラは訳も分からず半泣きになりながら混乱している。

「まだだ。まだ肝かん心じんの契けい約やくが果たされてない」

「そうね。わざわざウィラを拘こう束そくする手伝いまでしたんだもの。一番大きな報ほう酬しゆうをもらわないと割に合わないわ」

　ペストは両りよう腕うでを鎖くさりに繫つながれたウィラの横に立ち、悪意も無いままにべも無く答える。ドサクサに紛まぎれて近づいてきたペストに突とつ然ぜん鎖を巻きつけられ、こんなところに連れてこられたのだ。ウィラも混乱して当然だろう。

　リンはそんな彼女を尻しり目めに、満面の笑えみで頷いて返した。

「勿もち論ろん、そっちの約束も守りましょう。───みんな、準備はいいですか？」

　そう言って視線を移す。彼女の周囲にいたのはジン一人だけではなかった。

　漆しつ黒こくの西洋龍に、ローブを深く被かぶった魔ま法ほう使つかい風の女性。

　そして真っ白な正装を着込み、首元を軽く着き崩くずしている白はく髪はつ金眼の少年───殿でん下かと呼ばれる彼もまた、腕を組んで待機していた。

　彼女たちの話す意味を理解できていないマクスウェルは、怪け訝げんそうに瞳を細めて問う。

「………何の話だ、軍師殿」

「やだなあ。そんなの決まってるじゃないですか♪」

　リンは悠ゆう然ぜんとした笑みを浮かべたままナイフを引き抜き、マクスウェルに宣告した。

「〝マクスウェル・パラドックス〟。メイカーの権限を以もつて、貴方の首を挿げ替えます。二一二〇年に現れる〝歴史のパラダイム転換期シフト〟───〝第三永久機関〟の霊れい格かくをね」
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　───北側・未開の樹海。

　蛟こう劉りゆうたちの〝主催者ホスト権限マスター〟により新たなゲームが開かい催さいされていた頃ころ。

　樹海の隙すき間まを縫ぬうように差し込む月明かりで、黒くろウサギは目を覚ました。

「っ………？」

「よかった。気が付いたみたいね黒ウサギ」

　すぐ隣となりから慣れ親しんだ声が聞こえる。

　首を横に向けると、久く遠どう飛鳥あすかの安あん堵どした顔が視界に映った。

「飛鳥さん………此こ処こは………？」

「………分からない。二人してマクスウェルに跳とばされたみたいだけど………でも黒ウサギの近くに跳ばされたのは運がよかったわ。一人だと心細くて仕方がないもの」

　そう言って飛鳥は立ち上がり、ボロボロのドレススカートの土つち埃ぼこりを払はらう。見れば靴くつは片方無くなっており、髪かみは跳ばされる前よりも乱れている。近くに跳ばされたと言っていたが、随ずい分ぶんと歩き回ったのだろう。黒ウサギは申し訳なさそうに視線を下げた。

「申し訳ありません。黒ウサギが捕つかまらなければこんなことには………」

「ああ、そういうの無し無し。同じコミュニティの仲間でしょ。持ちつ持たれつよ」

　飛鳥は全く気にした様子も無く胸を張って前を向いた。

「とにかく、こんな場所に何時までもいられないわ。人里を探しましょう。立てる？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。でもその前に、履はき物を用意しないと」

　黒ウサギはギフトカードを取り出し、彼女が持っていた予備の衣い装しようを確認する。飛鳥は朽くちた樹きの幹に腰をかけ、静かに星を見上げた。

「………みんな、大丈夫よね」

「……………。」

　心配そうな声に、黒ウサギは答えられない。以前までなら、どんな苦境にも必死に逆らえた。しかしウサ耳を失ってから、どうにも気持ちが弱くなっている。

　霊格の消失で自信を失っているというのもあるのだろう。だがそれ以上に、黒ウサギの網もう膜まくに焼き付いた鮮せん血けつの光景が、どうしても脳のう裏りを離はなれなかった。

（十六夜いざよいさんは………あれからどうなったのでしょう………？）

　不安の種は尽つきない。だが人の心配をしている場合ではないのも確かだ。

　此処は北側なのか南側なのか、それとも東側なのか。いずれにしても箱はこ庭にわの樹海には様々な精せい霊れいや幻げん獣じゆう、悪あつ鬼き羅ら刹せつが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしている。

　このままこの場に留とどまるのは危険だ。

「夜に動き回るのは危険です。今夜は身体からだを休めて、明日から動くのですよ」

　そう言ってギフトカードを取り出し、水樹の枝や携けい帯たい食しよくを広げる。飛鳥はそこでようやく、自分の失態に気が付いた。

「………どうしよう。私、ギフトカードを落としてきたみたい」

「だ、大丈夫ですよ！　黒ウサギのカードの中にも数日分の食しよく糧りようがございます！　川を探して下っていけば、何処どこか人里のコミュニティに出られるはずなのです！」

　黒ウサギは空元気を全開にして両手を振り回す。必死な黒ウサギを見て飛鳥は苦く笑しようを浮かべる。手痛い失態だが、落ち込んでばかりもいられない。窮きゆう地ちは自分たちだけではないのだ。二人は仲間の無事を星に祈いのりつつ身み支じ度たくを進め、樹海の中で一夜を過ごすのだった。




　　　　＊





『　─　ギフトゲーム名　〝Jack　the　monster〟　─




　参加資格


　　　・対象が幼子に対して殺傷歴、或あるいは悪徳を働いた者。






　勝利条件


　　その一：主催者ホスト〝パンプキン・ザ・クラウン〟の打だ倒とう。

　　その二：歴史を紐ひも解とき、〝ジャック〟の謎を解け。






　敗北条件


　　その一：参加者プレイヤーはゲームマスターに殺されると敗北。

　　その二：ゲームマスターは己おのれが何者かを暴あばかれる度たびに力を失い、最後は敗北する。







宣せん誓せい　参加資格を満たした者に執しつ行こうする限り、この試練ゲームが正当であることを保証します。






〝聖ペテロ〟印』










『　─　ギフトゲーム名　〝GREEK MYTHS　of　GRIFFIN〟　─




　参加資格


　　・対象が侵しん略りやく者であること（侵略者の定義は契約書の制作条例に基もとづくものとする）






　勝利条件


　　その一：主催者側の〝宝の守護者〟の打倒。

　　その二：宝の在り処かを突つき止め、己の勇気を示せ。






　敗北条件


　　その一：宝の破は壊かい（主催者側が故意に破壊した場合、参加者側の勝利とする）。

　　その二：参加者側が全ぜん滅めつし戦せん闘とう不能になった場合。









※ペナルティ条じよう項こう


　　その一：参加者側は〝宝の在り処〟外で主催者側に戦闘を仕し掛かけることを禁ず。

　　その二：参加者側が禁則を犯おかした場合、主催者側は任意で恩恵ギフトを一つ封ふう印いん可。

　　その三：参加者側が禁則を三度犯した場合、無期限で拘束する。

　　その四：これらのペナルティは勝利条件が満たされると解除される。









　勝利報酬


　　その一：参加者は主催者側に任意の報酬を要求可（霊格の限界を超こえることは不可）

　　その二：主催者は参加者側を侵略者として求きゆう刑けい可。










宣誓　参加資格を満たした者に執行する限り、この試練が正当であることを保証します。






ギリシャ神群臨時代表〝ケーリュケイオン〟印』










『　─　ギフトゲーム名　〝GROUND COVER on the MOON SEE〟　─








　わたしには恥はずかしがり屋の二十八人の兄弟がいる。

　彼らが姿を見せるのは夜の帳とばりが下りる頃。

　同じ顔の兄弟は、互たがいを嫌きらって爪つめを突き立て呪じゆ詛そを吐はく。

　海の水面みなもを揺ゆらしていがみ合い、夜明けの露つゆと消えていく。




　二人消えては砂を吞のみ。

　四人消えては石を食はみ。

　六人消えては岩を喰くい。

　八人消えては土を埋うめ。

　十人消えては森が枯かれ。

　十二人消えては山河を覆おおう。

　十四人が消える頃、天と地にはワタシたちしか残らない。




　天地一体を嘆なげいたワタシは天あまの岩いわ戸とを開き、新たな兄弟を招き入れる。

　二人招いては山河を造り。

　四人招いては森が富み。

　六人招いては地を譲ゆずり。

　八人招いては岩を重ね。

　十人招いては石を積み。

　十二人招いては砂を流す。

　十四人を招く頃、わたしの兄弟は新たな呪詛を吐いていがみ合う。




　真に天と地を別わかたねば新たな夜明けは訪おとずれない。

　無む貌ぼうの私たちを穿うがち、輪りん廻ねの螺ら旋せんを打ち砕くだけ。












〝覆海大聖海を覆いし者〟印』






　開催の宣言と同時に、三さん頭とう龍りゆうの身体を超ちよう重圧が襲おそった。

『………ッ……!?』

　その衝しよう撃げきに膝ひざが揺れる。

　強きよう靭じんな身体を持つ三頭龍でさえ僅わずかに膝が傾かたむくほどの超重圧が、只ただの恩恵のはずがない。三頭龍はこの超重圧がゲームのルールによるものだと瞬しゆん時じに悟さとる。

（重力操作………なるほど。第三ゲームの内容はそういうことか）

　神殺しとして数多あまたの経験を持つ三頭龍は、これに類るい似じしたゲームの知識を引きずり出す。重力操作と名めい称しようから想定するに〝月の兎うさぎ〟に与あたえられた〝主催者権限〟の模も倣ほう品だろう。

　推察が正しければ、ゲームの正式名称は〝月海神殿GROUND COVER on the MOON SEA〟。

〝覆海大聖〟の月の満ち欠けと潮の流れの解かい釈しやくを取り込んだゲームと三頭龍は推察する。

　だがそれ以上の思考を、主催者たちは許さない。

　蛟劉は砕けた棍こんを投げ捨てて叫さけんだ。

「謎なぞを解く暇ひまを与えたらアカン！　一気に畳たたみ掛かけるぞッ[image: !!!]」

　羽織を脱ぬぎ捨てた蛟劉は鋼はがねの様に鍛きたえ抜ぬかれた心身に力を込める。

　海千山千の霊れい格かくを持つ彼の拳こぶしは星の息い吹ぶきにすら匹ひつ敵てきする。そこに〝主催者権限〟によって上乗せされた霊格が加わったことでより力強さを増す。

　海底火山の噴ふん火かの如ごとく立ち上る闘とう気きを握にぎり込み、蛟劉は一足飛びで三頭龍の懐ふところに潜もぐり込む。下手の横好きで多くの武器を所有しているが、彼の真骨頂はその卓たく越えつした体術にこそある。懐に飛び込んだ蛟劉は軸じく足あしを基点に勢いを殺すことなく回し蹴げりで三頭龍の鳩尾みぞおちを蹴り上げた。三頭龍にとって反応できない速度ではなかったが、超重圧の過か負ふ荷かで僅かに生まれた隙すきを突かれ、巨きよ体たいが宙に浮うく。

『ぬ………!!』

　三頭龍は予想外の衝撃に声を漏もらす。踏ふみ込みから突とつ進しん、蹴り上げに至るまで一いつ切さいの無む駄だがない一いち撃げき。星の息吹を身に宿しながら見事なまでにその力を一極集中させている。こんなことは並の練れん磨までは不可能だ。十六夜では同じ怪かい力りきを行使してもこうはならない。その証しよう拠こに、蛟劉が踏み込んだ先の街路は僅かなヒビが入っているだけである。

（しかし武技だけではない。一撃の重さが先ほどとは比べ物にならん。この霊格の大だい膨ぼう張ちよう………よもや、限定的な星霊化か………！）

　海底火山で海千山千の修行を積んだ蛟劉には、海神と地ち母ぼ神しんの双そう方ほうに匹敵する霊格がある。黄龍の血筋に生まれ、天てん賦ぷの才を与えられながら、妾めかけの子供だからという理由で認にん知ちされなかった蛟劉が、王族を見返す為ために極限の練磨で手にした恩恵。それが開かい催さい中ちゆうに限り最強種の星霊と同等の身体能力を得るという〝主催者権限〟である。

　幾いく星せい霜そうもの磨みがき抜かれた武技と星霊の心身が合わさった、極限の一撃だった。

『だが、迂う闊かつッ！』

　搗かち上げの一撃によって生まれた互いの位置。

　三頭龍は上を取り、蛟劉は下にいる。超重圧によって動きを制限されている三頭龍だがこの位置取りでは重圧に任せて振ふり降ろすだけで蛟劉を切り裂さくだろう。

　凶きよう刃じんに万力を込める三頭龍。

　それをさせまいと、フェイスレスとレティシアが蛟劉に続く。

「私が受け止めます。レティシア、貴女あなたは足を！」

「心得たッ！」

　煌こう々こうと靡なびく金きん髪ぱつの後ろから、鋭えい利りな影かげの刃やいばが伸のびる。

　影は龍の顎あぎとを形作り牙きばは幾百の槍やりとなって三頭龍の右足を狙ねらう。しかし同系統の恩恵と思われる三頭龍の影がこれを容易たやすく薙なぎ払はらう。

　振り被かぶった三頭龍の左ひだり腕うでの前に二本の剛槍を持って立ち塞ふさがるフェイスレス。三頭龍は彼女ごと蛟劉を切り裂こうという覇は気きを込めて凶きよう爪そうを振り下ろす。

　だが百ひやく戦せん錬れん磨まという意味では、フェイスレスも負けてはいなかった。

「ふっ───[image: !!!]」
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　呼吸を合わせ、タイミングを計る。身体能力では十六夜の半分ほども無いフェイスレスだが、彼女にはそれを補って余りある戦闘技術とセンスがある。

　振り下ろされた凶爪は大地を裂き海を別つ力が込められている。真正面から受け止めたとしても、受け止めた槍ごと引き裂かれるのは目に見えている。

　故ゆえに力押しを避さけ、三頭龍の振り下ろす軌き跡せきを先読みし、二本の剛槍をその軌き道どう上に配置する。呼吸を合わせることでタイミングを読み、凶爪が振り下ろされると同時に柄つかの部分を巧たくみに使って滑すべらせ、楕だ円えん形を描えがくように凶爪をいなしたのだ。

（うわ、この娘こもとんでもないな………[image: !!!]）

　彼女の絶技を至近距きよ離りで見ていた蛟劉は、その柔やわらかな槍やり捌さばきに感かん嘆たんの溜ため息いきを漏らした。レティシアも同様だ。もしも彼女が同じことをしろと言われてもまず不可能だろう。刹那コンマの誤差すら許されない武芸があって初めて可能な神域の技わざだ。

　蛟劉の武技を剛ごうの極きよく致ちとするなら、フェイスレスの武芸は柔じゆうの極致である。

　必殺の一撃をいなされた三頭龍もまた、二人の絶技を目まの当たりにして考えを改める。どうやら只の羽虫ではないようだ、と。

　漆しつ黒こくの翼つばさを広げた三頭龍は距離を取ろうと上空へ舞まい上がる。

　それを待ち構えていた鵬ほう魔ま王おうとジャックが迎むかえ撃うつ。

「南瓜カボチヤ！　隙を作れますか!?」

「ヤホホ、やってみなければわかりませんが───一つ、全力で挑いどんでみましょうか[image: !!!]」

　ジャックのカボチャ頭が業ごう火かを放って大だい炎えん上じようする。

　炎ほのおは生命を得たかのように渦うずを巻き、やがて人型の質量を持つ。

　真しん紅くのレザージャケットとスカーフを着込み、血ち塗ぬられたナイフをその手に持つ殺さつ人じん鬼きが顕けん現げんする。業火に身を包んだ彼は紅あかい瞳ひとみに殺気を込めて叫んだ。

「さあ───〝切り裂きジヤツク・ジャックザ・リツパー〟の御お通とおりだッ[image: !!!]」

　炎を滞たい空くうするためのスプリングに変え、虚こ空くうを高速で飛び回る。その速度たるや十六夜や蛟劉よりも更さらに速い。混こん世せい魔ま王おうを相手にした時と比べても数倍は速かった。

　この強化こそ彼が聖人に懇こん願がんしたゲームリメイクの成果である。

　ジャックの〝主催者権限〟は決して強力なものではないが、霊格の強化に偏かたよるように作られている。魔王だけが開かい催さいできる神しん魔まの遊ゆう戯ぎの、その全すべてのリソースを注ぎ込むことで四桁けたに近い身体能力を得ているのだ。

　無論、代だい償しようはある。今回ジャックの開催するゲームは極きよく端たんに難易度が低い。中級者以上のゲームメイカーなら一読してジャックと相対するだけでも半分の謎を解けてしまう。

　それというのも、参加者側に攻こう略りやくの糸口を大量に提示しなければならないという暗あん黙もくの開催条件があるからだ。このロンドンの街も、変へん幻げん時に名乗りをあげるのも、ゲームクリアの難易度を下げる為の舞ぶ台たい装置である。〝無知は悪〟がギフトゲームの常道だが、ジャックのゲームはこの街を隅すみ々ずみまで探せば知識が無くとも解ける仕組みになっている。

　リスクを高めることで、己おのれの霊格を高める。

　魔王からコミュニティを守る為に己の霊格を再構築リセツトした、決死のゲームメイクである。

（ほう………コレは中々。空中戦でこれだけ速く巧みに動けるものはそうそういないわ）

　鵬魔王は僅かに瞳を見開いて感心する。

　金翅鳥ガルーダの王族から見てもジャックの空中戦力はかなりの物だった。さしもの三頭龍も地上ほどの速度で飛ひ翔しようすることは出来ない。加えて今は超重圧の負荷がかかっている。

　ジャックは驚きよう異い的な身体能力に加えて炎のスプリングによる超加速で強きよう襲しゆうを繰くり返す。今の彼を追って撃げき墜ついするのは至難の業わざだ。

　合間無く攻せめ込むジャックの猛もう攻こうを避よける三頭龍は───

『小こ賢ざかしいわッ[image: !!!]』

　翼を極限にまで開いて、急速回転。三頭龍の羽ばたきはそれ一つで都市を崩ほう壊かいさせるほどの大おお竜たつ巻まきを呼び起こす。

　三頭龍を取り囲むように生まれた竜巻は三つ。

　竜巻は尖せん塔とう群を吞み込み、川の水を吸い上げて街を破は壊かいする。これほどの大規模破壊能力だ。最も早はや、誰だれを狙うなどとまどろっこしいことはしていない。

　己に歯向かう全ての敵を対象に放たれた魔王の一撃。

　だが火力という点で言うのなら、彼女も決して負けてはいない。

「金こん翅じの炎よ………！」

　鵬魔王は黄金の炎で作られた翼を広げて三頭龍の作りだした竜巻に突とつ貫かんする。

　炎で全身を覆おおった彼女は巨きよ大だいな金翅の怪かい鳥ちようへと姿を変える。

　飛翔一いつ閃せん、三つの巨大な竜巻はそよ風のように搔かき消された。金翅の炎を纏まとった鵬魔王は激しい熱波を放ちながら空中旋せん回かいし、三頭龍の隙を狙う。

　そこに、下方から蛇だ蝎かつの剣けん閃せんが奔はしった。

　フェイスレスは尖塔の壁かべに張り付きながら連接剣を振ふるい、三頭龍の足を止める。それを好機と見たジャックも炎のスプリングを三頭龍を縛しばる拘こう束そく具に変える。

「今ですッ！」

　二人が同時に叫ぶ。拘束は長くもたない。鵬魔王の決断は早かった。

　金翅の怪鳥を身に纏った鵬魔王はより強い輝かがやきを放ち、日輪をその身に宿す。対神・対龍の恩恵ギフトは三頭龍にも効力があることは実証済みだ。

〝混天大聖天を混沌せし者〟鵬魔王は己の霊格を解放し、三頭龍に狙いを定める。

「霊格解放………〝日輪ヴアーナハ・金翅鳥ガルダ〟───[image: !!!]」

　轟ごう々ごうと大気を焼き尽つくし、灼しやく熱ねつの大たい鵬ほうが宙を駆かける。

　拘束されていた三頭龍は真正面からその飛翔を受け止め、その衝撃と炎えん熱ねつで後方へ弾はじき飛ばされる。小太陽の顕現に等しい熱波は七色の日輪を放ち周囲の建造物を溶よう解かいさせていく。瞳が眩くらむほどの輝きの中で、鵬魔王は奥歯を嚙かみ締しめる。

（勝機………此こ処こで仕留める！）

　一いつ気き呵か成せいに畳み掛ける。刺し突とつや斬ざん撃げきでこの魔王を倒たおすのは至難の業だ。

　この場で三頭龍を倒せるのは己しかいない。鵬魔王は金翅の鳥を突とつ撃げきさせたまま両りよう翼よくで三頭龍を包み込み、金翅の炎が極光に変幻する。

　収束した極光は瞬しゆん間かん的に周囲を消しよう滅めつさせ、爆はぜると同時に天にも届くほどの火柱を上げた。その爆ばく発はつの規模だけで尖塔群は軒のき並なみ倒れ、ロンドンの街は瞬またたく間に廃はい都とと化す。

　気き焰えんを上げて大炎上する舞台。

　熱波だけで茹ゆだる川。

　雲海を蹴け散ちらして余りある火柱は、一向に収まる気配がない。

　主催者の一同はジャックを除き蛟劉の作りだした水すい膜まくに避ひ難なんしていた。桁けた違ちがいの火力を目の当たりにしたレティシアは、冷や汗あせを搔きながら驚きよう嘆たんの声を漏らす。

[image: ]

「………凄すさまじいな」

「七天の中でも最大火力の持ち主やからな、迦か陵りようちゃんは。昔から殲せん滅めつ戦の要かなめやったし」

「半神とはいえ流石さすがは最強種の直系というわけか。これならさしもの大魔王も無傷では」

「さて、それはどうやろか？」

　レティシアの言葉を遮さえぎる蛟劉。その瞳には僅わずかな焦あせりの色が見える。その真意を確かめようとする前に、ジャックが鵬魔王を担かついで上から現れた。

　見れば鵬魔王の身体には肩かたから脇わき腹ばらにかけて大きな裂れつ傷しようがある。

　蛟劉は息を吞のみ、血を流して項うな垂だれる義ぎ妹まいに問う。

「やったか？」

「………やれてません。多少の手傷は負わせられたかと思いますが、五体満足でしょう」

　簡潔なその応答に一同は苦い顔をした。

　鵬魔王の火力は彼らの中でも最大級の破壊力を秘ひめている。それに加えて対神・対龍りゆうという破格の恩恵を宿していた。にも拘かかわらず倒し切ることが出来なかったのだ。

「常じよう軌きを逸いつした耐たい久きゆう力………と考えられなくもないけど、それだけでもないやろな」

「ええ。〝主催者ホスト権限マスター〟に近しい強力な法則ルールに守られている可能性が高いでしょう」

　三頭龍───アジ＝ダカーハは〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟だ。

　人類に対する試練である奴やつは、その存在そのものが一つの〝主催者権限〟と等しい力を持つ。その霊れい格かくには何かカラクリがあると見ていいだろう。

　このまま戦えばジリ貧なのは目に見えていた。

「お互たがいの戦力差は把は握あくした。一度城に戻もどるで。迦陵ちゃんの傷の手当ても必要やし」

「そうですね。ゲームルールで守られている内に立て直しを───」

『───させると思うか？』

　その声に全員の身体が強こわ張ばる。

　襲しゆう撃げきはその直後に起きた。建物の陰かげに身を寄せていた一同は火柱の方に視線を向けるが、三頭龍の放つ影の閃せん刃じんの方が僅かに速かった。

　それは死角から襲おそってきたのではない。

　街の建造物を全て貫かん通つうし、一直線上に彼らを狙い撃って放たれたのだ。

「っ、全員跳とべッ！」

　鵬魔王の声に合わせて一いつ斉せいに跳びあがる。

　しかし僅かにレティシアが遅おくれた。

「危ないッ！」

　ジャックが虚空を蹴けってレティシアを引き上げる。だが三頭龍はその隙すきを逃のがさなかった。影の閃刃はジャックの全身に絡からみ付いて拘束する。

「しまった………抜ぬけられない………！」

『一人目は南瓜か』

　捕とらえたジャックを三頭龍は建造物を貫通させて引き寄せる。抜け出そうともがくジャックだが、三頭龍の姿を見て更に驚きよう愕がくした。

　鵬魔王の放った金翅の炎の直ちよく撃げきを受けながら、三頭龍は傷一つ負っていなかったのだ。

（馬ば鹿かな………!?　あの炎の中で無傷でいられるはずがない………[image: !!!]）

　多少でも手傷を負っているならまだ分かる。しかし三頭龍の純白の身体はまるで何もなかったかのように壮そう健けんだ。自己治ち癒ゆ能力があったとしても限度を超こえている。

　三頭龍は引き寄せたジャックに向かって爪つめを振ふり上げ、牙きばを剝むいて嘲あざ笑わらう。

『考えても無む駄だだ、断罪人エクスキユーター。貴様ら如ごときでは、我が御み旗はたに届きはしないのだからッ[image: !!!]』

　無む慈じ悲ひにも振り下ろされる凶きよう爪そう。

　横一文字に薙なぎ払はらわれたジャックは五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを撒まき散らし、その場に崩くずれ落ちる。止とどめを刺さそうとする三頭龍の前に、蛟劉とフェイスレスが立ち塞ふさがった。

「俺らが時間を稼かせぐ！」

「ジャックを連れて退ひいてくださいッ！　不死の彼ならこの程度では死にませんッ！」

　この中でも近接戦せん闘とうに優すぐれている二人が三頭龍を食い止める。

　飛行能力を持つレティシアは龍の影かげを操あやつりながら悲ひ壮そうな顔でジャックを抱だきかかえた。

「すまないジャック！　せめて、私の〝主催者権限〟が開催条件を満たしていたらこんな無様は晒さらさなかったのに………！」

「いえ………お気に、なさらず。貴女あなたの主催者権限は、白しろ夜や叉しや様から託たくされた、切り札の一つ。ここで失うわけにはいきませんから………」

　ゲホッ、と大量の血を吐はくジャック。そこで全員が異変に気が付く。

　………不死であるはずのジャックの傷が、一向に治癒しない。

　ジャックは口元を拭ふきながら、その原因を告げる。

「ヤホホ………やれ、参りました。どうやら既すでに、私のゲームの謎なぞが解かれつつあるようです」

「な、馬鹿な!?　いくら何でも早すぎるッ！」

「いや待て吸きゆう血けつ鬼き。もしかしたらそれもアジ＝ダカーハの恩恵なのかもしれない」

　ハッと、全員が息を吞む。

　アジ＝ダカーハの伝承には千の魔ま術じゆつを行使する魔ま王おうであったという記述がある。だが古代において魔術とは科学・医術の代だい替がえ品であった場合が多い。千の魔術を行使した記述が無いにも拘らずその伝承だけが残っているのは、アジ＝ダカーハという魔王の知識量を意味していたのかもしれない。

「それに奴は神殺し。今まで幾いく千もの〝主催者権限〟を受けてきたはずだ。それでも簡単に封ふう印いんすることが出来なかったのは、ゲームに有効な知識を無条件で得られるような恩恵を所持していたという仮説も立てられる」

「っ、………！」

　もしもこの仮説が正しいとするならば、三頭龍に時間を与あたえれば与えるほど不利になるということだ。だが悩んでもいられない。

「くそ、とにかく今は退こう！　おいクロア、聞こえるかッ！聞こえたら私たちを回収してくれ、今すぐだッ[image: !!!]」

　レティシアが空中城じよう塞さいに向かって叫さけぶと、主催者たちは一人ずつその姿を消していく。僅か数秒後には、全すべての主催者たちが霞かすみの様に消え去っていた。

　三頭龍は獰どう猛もうに牙を剝きながら空中城塞を睨にらむ。

『………空間跳ちよう躍やくか。小賢しい真似まねを』

　右みぎ腕うでを無造作に振って建造物を数すう軒けん薙ぎ払う。だが焦ることはない。

　ゲームルールによって守られているとは言っても、謎を解けばそれまでのこと。

　三頭龍は背中の旗を靡なびかせ、踵きびすを返した。

『一いつ匹ぴき残らず炙あぶり出してやる。震ふるえて待っているがいい』




　　　　＊




　───〝煌こう焰えんの都〟・廃はい墟きよ。

　三頭龍が消えた〝煌焰の都〟の付近では、また別の戦いの幕が上がっていた。無人となった廃都では轟ごう炎えんと吹雪ふぶきが立ち上っている。

　廃都を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け抜ける影の一つが叫んだ。

「アウラさん！　おじ様！　挟きよう撃げきを仕し掛かけます、合わせて！」

「わかったわ！」

『了りよう解かいした！』

　竪たて琴ごとの音色と共に奔る雷らい鳴めい。

　黒龍の口内から放たれる気焰。

　その二つの交差点には、青と赤のコントラストで彩いろどられた派手な外がい套とうを纏まとうマクスウェルの姿があった。

「っ、頭に乗るなよ木こっ端ぱがァ[image: !!!]」

　マクスウェルが両手を広げると、挟撃していた炎ほのおと稲いな妻ずまが突とつ然ぜんの爆発によって軌き道どうを変える。熱量を操って急激な気温差を作り大気中で爆ばく裂れつさせたのだろう。

　一口に熱量を操ると言ってもその汎はん用よう性は無限大に等しい。本人が空間跳躍を好んで使っている為ためにそれほど脅きよう威いに見えないかもしれないが、彼がその気になってこの力を使えば小国程度なら一いつ瞬しゆんで皆みな殺ごろしに出来るだけの威い力りよくがある。

　黄金の竪琴でアウラが周囲の気圧を安定させていなければリンたちも危あやういだろう。

　一度距きよ離りを取ったリンは建物に身を隠かくし、拘束しているウィラへ振り返る。

「高スペックなストーカーほど怖こわいものは無いねー。ちょっぴり同情しちゃいます」

「………あぅ」

　ウィラは目まぐるしく移り変わる展開についていけず、涙なみだ目めになったまま首を振る。

　───これは余談だが。

　この戦いの最大の被ひ害がい者しやが誰だれかと問われれば、それは間ま違ちがいなくウィラ＝ザ＝イグニファトゥスだと誰もが答えるだろう。〝ウロボロス〟の開かい催さいしたゲームに巻き込まれたというだけなら、都の全住人が被害者である。しかしゲーム中に魔王級のストーカーに追いかけ回された挙げ句に言葉攻ぜめを受けた末によくわからない少女に拉ら致ちされて引っ張りまわされるという不運に見み舞まわれたのは彼女だけだ。空間跳躍で逃にげようとしたウィラだが、手首に巻かれた鎖くさり型の恩恵ギフトの力で逃げ出す事も出来ない。

　そして今、廃はい都との中でまたストーカーに追い回されていた。正に厄やく日びである。

（もう………お家うちに帰りたい………！）

「ウィラさん、走るよ！　ついて来て！」

　あぅあぅ、と半泣きになりながら先導に従う。

　其そ処こに周囲を覆おおい尽つくすほどの大吹雪が襲い掛かかった。

「私の花はな嫁よめを渡わたせ、メイカァァァァ[image: !!!]」

「………ふむ。状じよう況きようによっては情熱的な告白に聞こえなくもないよな？」

「殿でん下か、そんなことを言ってる場合じゃない」

　吹雪の廃都を駆かける殿下と、黒い鷲獅子グリフインの背に跨またがるジン＝ラッセル。

　マクスウェルとの戦いに役立つだろうとドサクサに紛まぎれてウィラを拉致してきたリンだったが、その効果は想像を超えて絶大だった。

　鎖に繫つながれたウィラを見たマクスウェルはしばし放心した後、我を取り戻し、

「私以外がウィラを縛しばるとは、何様だ貴様ァ[image: !!!]」

　と、一瞬にして我を失った。

　或あるいは初めからこの男に正気などなかったのかもしれない。

　予想外の怒ど声せいに怯ひるんだリンは先手を取られてしまい、現在に至る。

「しまったなー。もう少し交渉きようはくの余地があると思ったのに。ウィラさん愛され過ぎだよ」

「ぜ、全然嬉うれしくない！」

　全くである。その場にいた全員が同意した。

　黒い鷲獅子のグライアは呆あきれながらリンに問う。

『だがどうする。今は怒いかりで攻こう撃げきが単調になっているが、正気に戻ると厄やつ介かいだぞ。反はん撃げきに移らなくていいのかリン？』

「んーそうなんですけど、下手な反撃を加えると冷静になる可能性が大きいんですよね。私たちが今の状況で一番恐おそれているのは、彼に逃げられることですし」

　謀む反ほんの疑ぎ惑わくをかけられていたリンたちはこの場からマクスウェルを逃がす訳にはいかない。何が何でもこの場で彼を倒たおす必要がある。

『そうは言っても具体的にどうするのだ。このままだと何時いつか捕つかまるぞ』

　言い返せず、爪を嚙かみながら悔くやしそうに走るリン。

　そこにジンが助け船を出す。

「いっそ、正気に戻もどれないぐらい徹てつ底てい的に挑ちよう発はつしてみたらどうだろう？」

「………うん。それは私も考えてた。でもどうやって？」

「それは………ウィラさん次し第だい、かな？」

　えぅ、と涙を浮うかべるウィラ。

　まさか同盟相手であるジンからこんな提案を受けるとは思わなかったのだろう。そもそもジンが〝ウロボロス〟と一いつ緒しよにいることが既に間違っている。

　非難の視線を察したジンは、申し訳なさそうに視線を下げた。

「………すいません。でもマクスウェルを野放しには出来ないんです。奴やつはアジ＝ダカーハの分身体を下層のあらゆる地方に送り込んでいます。このまま放ほうっておけば取り返しの付かない事態に発展してしまう」

「う………噓うそ………!?」

　絶句するウィラに、リンが苦い顔で後押しする。

「噓じゃないよ。アジ＝ダカーハが復活する事態になったら、マクスウェルさんの力で分身体を地方に散ばら撒まくっていうプランだったから」

　三さん頭とう龍りゆうと十六夜の戦いで生まれた分身体は既に数百を超えていた。あの場に居た分身体は避ひ難なん民みんを襲おそった者を含ふくめて既に散り散りに下層へ送り込まれている。

　おかげでジャックや蛟劉は戦いを有利に進められているが、このままマクスウェルを野放しにしていれば下層の被ひ害がいは無限に広がるだろう。

「この場に来ていない〝階層フロア支配者マスター〟………〝鬼おに姫ひめ〟連盟や〝ラプラスの悪あく魔ま〟が食い止めているとは思うが、それも限度がある。此こ処こでマクスウェルを仕留められなきゃ俺たちも下層も破は滅めつするしかない。それは俺たちの………少なくとも、この場にいる〝ウロボロス〟のメンバーの望むところじゃない」

「〝ノーネーム〟としても捨て置けない状況です。今ここでマクスウェルを倒す為にも、ウィラさんの協力が必要不可欠なんです」

　事情を吞のみ込んだウィラは不承不承………非常に不承不承ながら頷うなずく。理由は分からないが、殿でん下かやリンは〝ウロボロス〟に反旗を翻ひるがえす心積もりがあるらしい。

　ならば一時的に停戦に乗った方が大局的には有利である。

「で、でも、どうやって？　マクスウェルを倒す手段が分かってるの？」

「いやー〝第三永久機関〟は倒せないというか、倒すというのが筋すじ違ちがいというか………」

「………リン。さっきも言っていたけど、その〝第三永久機関〟っていうのは？」

「それは秘密。………と言いたいところだけど、一時の協力者だからね。後で当たり障さわりない程度に教えてあげる」

「対価は貰もらうけどな」

　殿下がニヤリと笑うと、ジンは苦く笑しようで返す。

　しかし何処どこかで聞いたことのある言葉に、ジンは記き憶おくを辿たどっていく。

　それに気付かないアウラが、ローブを揺ゆらして策を練る。

「殿下。此処はマクスウェルの〝主催者ホスト権限マスター〟を発動させるように誘ゆう導どうしてみては？」

「………ふむ。俺たちはゲーム内容を知らされてるし、解答の中には観測不ブラツク可領域ボツクスが絡からんでる。ゲームの不備を突ついて自じ爆ばくを狙ねらい、隷れい属ぞく化させるのも手か？」

「え、殿下はあんな奴ど隷れいが欲しいの？」

「超ちよういらねえ」

「だよね分かってた！」

『ならば殿下の疑似アナザー・創星図コスモロジーに頼たよるしかありませんな。殿下の御お力ちからならばあのような魔ま王おう、一いち撃げきの許もとに屠ほふれるかと』

　黒い鷲獅子グライアの提案に、殿下は肩かたを竦すくめて首を振ふる。

「そうは言うけど、疑似創星図を使ったら〝第三永久機関〟の霊れい格かくまで吹ふき飛ぶぞ。その回収はどうする？　俺たちだけじゃ無理だろ？」

「それならご心配には及およびませんわ。〝第三永久機関〟の正当な霊格を持つ者は、三年前に封ふう印いんしてあると聞き及んでいます。マクスウェルを倒せば空いた霊格がその者に宿ることでしょう。故ゆえに殿下が気になさることではないかと」

「………ふぅん？　となると、後はどうやって当てるかだな」

　此処で一連の話を聞いていたウィラが手を挙げる。

「えっと、それが一番難しい。マクスウェルはその気になったら空間跳躍で何時いつでも逃げられる。三年前もそれで逃げられた」

　そう、マクスウェルの空間跳躍は強力だ。

　熱量を操あやつる恩恵に加えて自身の能力も高く、仕留めるのは至難の業わざだ。ウィラに挑発してもらうにしても、絶対に逃がさない方法はパッと思いつかない。

　殿下たちが策を練っているその間もマクスウェルは手を緩ゆるめず猛もう追ついし、吹雪ふぶきの中に何本もの氷柱つららを交えてリンたちを襲う。

　しかしその追つい撃げきを嘲あざ笑わらうかのように、混世魔王が龍りゆう炎えんと哄こう笑しようを上げた。

「ヒハハハ！　なんだなんだァ？　メイカー様ともあろうものが、そんな簡単な方法も思いつかないのかよ？」

「………む。じゃあ混世魔王さまには、何かいいプランでも？」

「おう、あるともよ。要するにあれだろ？　あのインテリ変態悪魔はそこの巨きよ乳にゆうっ子に惚ほれてんだろ？　だったら煽あおる方法は一つしかねェよなァ？」

　ニヒャァ、と卑ひ猥わいな笑えみを浮かべる混世魔王。

　ジンと殿下は意味が分からずに顔を見合わせて小首を傾かしげる。

　リンだけが混世魔王の言わんとしていることを理解し、手を叩たたいて納なつ得とくした。

「そっか。そういう手段も有効かもしれない」

「流石さすがはリン嬢じようちゃん、察しがいいな。───ヤれるかい？」

「やーやーお任せあれ。それぐらいならお安い御ご用ようですよ」

　そう言って足を止めるリン。何か策があるのだろう。このままではジリ貧だと判断した一同も、リンを囲うように臨戦態勢を取る。

　観念したと判断したマクスウェルが、一同の頭上に姿を現す。

「………鬼おにごっこは終わりかい、メイカー殿どの？」

　危き惧ぐしていた通り、マクスウェルは正気に戻りつつあった。

　このまま冷静に戻られてしまえば状況は最悪の物となる。

　リンは一いつ瞬しゆんだけウィラを見て逡しゆん巡じゆんし、鎖で繫いだ彼女を抱だき寄せた。

「はい、鬼ごっこは終わりです。今からかくれんぼに移行するので、もう少しお付き合い下さいね」

「ハッ、何を言うかと思えば。私が何時までも君たちのお遊びに付き合うとでも思っているのか？　………フフ。今だから言うが、君たちの裏切りは初めから織り込み済みだ。頭首殿からは既すでに、殿下以外を皆みな殺ごろしにしていいと許可を得ている。カリ＝ユガを乗り越こえるのに必要なのは、殿下だけだからね」

「………へえ？」

　キラリ、とリンの瞳ひとみが物ぶつ騒そうに光る。何か重要な事実を摑つかんだのだろう。その眼光はまるで獲え物ものを前にした女め豹ひようである。一方、マクスウェルとリンのやり取りを聞いていたジンは、聞きなれない重要な言葉を聞き逃のがさなかった。

（カリ＝ユガ………〝終末論カリ＝ユガ〟？　なんでそんなものと殿下が？）

（ジン。何か知っているの？）

　ペストは召しよう喚かん媒ばい体たいである笛ふえ吹ふき男の指輪の中に収まったまま、ジンに問う。

　ジンは周囲に気付かれないように小さく頷く。

（ええと、長くなるから詳くわしい説明は省くけど、とある神群の終末論でのことだよ。人類の文明の発展と共に民たみ草くさから信しん仰こうが失われて、道徳心が欠けつ如じよする末世だとか）

（文明の発展っていうと、一九〇〇年代～二〇〇〇年代ぐらい？　エネルギー技術の発達や信仰の退たい廃はいが始まる時期だって聞くし。新しい神群も神しん霊れいも生まれないとも聞いたわ）

（うん………でも、どうだろう。カリ＝ユガは天文学が絡んでるから、箱庭から観測した場合だと解かい釈しやく時期がバラバラで特定しにくいって聞いてる）

（………ふぅん？　じゃあ、終末論を乗り越えるってどういう意味？）

（言葉の通りだよ。カリ＝ユガは循じゆん環かんする年代記の四番目に相当して、時が来たら新たな年代記に移り変わるとか、そんな話だったと思う）

　それが何故なぜ、殿下と関係があるのか。

　ジンは更さらに思考を奔はしらせる。

〝終末論〟と〝第三永久機関〟、そして殿下の正体。

　これらの因果関係を考察しようとした彼はふと、

（───ちょっと待って。今、もっと重要な話をしてなかった？）

（え？）

　ペストが素すっ頓とん狂きような声を上げる。ジンは思考の隅すみに何かが引っかかっていた。

　それはジン自身が経験していない事こと柄がらであるため、即そく座ざに解答にまで考えが及んでいない。しかし彼は今確かに、〝ウロボロス〟に大だい打だ撃げきを与あたえる最大の機会を得ていた。

　リンもまたそれに気が付かないまま、マクスウェルから視線を逸そらして遠い目をする。

「そっか。裏切りも織り込み済み、ね。………参ったな。何手先を読んでるんだあの人」

「ほう？　流石のメイカー殿も、頭首殿の先見には敵かなわないかね？」

「………そうだね。ほんと、怪かい物ぶつだよ。この展開を読んでいたのなら、あの人は本当に怪物だ。もしも一連の出来事を初めから読んでいたのなら───」

　何かを覚かく悟ごしたように瞳を見開いたリンは、短刀を構えて告げる。

「マクスウェル。生贄にされたのは貴方の方だ」

　リンはそれだけ言うと表情を一転させ、満面の笑みでウィラを抱きしめる。突とつ然ぜんの事に混乱したウィラは身を強こわ張ばらせて離はなれようとしたが、リンの魔まの手の方が早かった。

　短刀を持ちかえてウィラに顔を近づけたリンは、顎あごをクイッと持ち上げて───

「それじゃ、いただきます♪」




　───ウィラの、可か憐れんな唇くちびるを奪うばった。




「「「───……なっ、」」」

　ジン、マクスウェル、ペストの三人が同時に声を上げ、そのまま絶句。

　被ひ害がい者しやであるウィラは何が起きたかわからないまま頭が真っ白になっていた。───が、口内に滑すべり込んできた柔やわらかい舌の感かん触しよくを受けて我に返る。

[image: ]

「ゃ、ぁ、待っ………!?」

「しゃべらないで。舌した嚙かんじゃうから」

　囁ささやくようにそう言うと、もう一度唇を重ねる。

　今度の舌の侵しん入にゆうはより深く、そして情熱的で官能的だった。必死に拒こばもうとする唇と唇の間を優やさしく舐なめとり、初心うぶな躰からだが反応した瞬しゆん間かんに一気に口内を満たして吸い上げる。

　初めての経験に為なすがままにされていたウィラは必死にリンの背中を叩いて降参タツプしていたが、やがて抵てい抗こうも弱々しくなり、指先が細かく痙けい攣れんすると、リンはようやくその唇を放す。お互たがいの唇から粘ねばり気のある糸が滴したたり落ちる。

　二人の視線が交差すると、ウィラは耳まで紅潮させて顔を俯うつむかせた。

　悪魔である自分が口付け程度で恥はずかしがるのは変な話かもしれないが、如何いかんせん何もかもが初めての経験である。背筋から稲いな妻ずまのように駆かけ抜ぬける衝しよう撃げきに耐たえきれず、ウィラは腰こしが抜けたようにその場にへたり込む。

　激しい運動をしてきたかのように肩で息をしているウィラをリンは肩から抱きかかえるように支え、マクスウェルに向かって挑ちよう発はつ的に笑った。

「………さて、こんな具合ですけども。今のお気持ちを聞いてもよろしいですか、マクスウェルさん。婚こん姻いん前の花はな嫁よめの唇を奪われた気持ちは如何でしょ？」

「───………」

　意外にも無言。そして無表情。

　拍ひよう子し抜ぬけしたように瞳を瞬またたかせるリン。

「………あれ、反応薄うすいな。もう一回します？」

「ゃ、やだ………[image: !!!]」

「でもこのまま挑発が失敗してとり逃がしたら、ウィラさんへのストーカー行こう為いが悪化しちゃうかもですよ？　ベッドの中に潜もぐり込んで来たりトイレの中に空間跳ちよう躍やくして来たり」

「それぐらいもうされてるッ！」

「おおぅ、マジですか。よく今まで貞てい操そう無事でしたね」

　予想外の反論にドン引きするリン。

　しかしこのまま何のアクションも取らないのはもっとまずい。こうなればもっと攻せめるしかないかと服に手をかけようとした時、虚うつろな瞳のマクスウェルが呟つぶやいた。

「───〝Summon maxwell myths.　3S, nano machine unit〟───[image: !!!]」

　え？　と、初めて聞く召しよう喚かん式に、リンとウィラは耳を疑う。〝主催者ホスト権限マスター〟を発動させるのかと思ったが、〝召喚Summon〟を告げた以上、何かを呼び出す術だろう。

　唯ゆい一いつ混世魔王だけが、その召喚式に瞳を見開いて驚きよう愕がくした。

「〝Summon myths〟って………おいおい、マジか。こりゃァ、ヤバイぞ」

「え？」

「すまん、見誤った。この野や郎ろうとんでもねえ猫ねこ被かぶりだ。………チッ、腐くさっても四桁けたってことかよ。コイツの正体は悪あく魔まじゃねェ！　全員散って逃にげろッ！　神群が来るぞッ[image: !!!]」

　全身に冷や汗あせを搔かきながら、混世魔王が吼ほえる。

　訳も分からないまま一同は大きく後退するが、その判断が最善だったと即座に悟さとった。

　生気を失ったマクスウェルを中心に熱波と寒波が吹き荒あれる。秒間に幾いく百幾千と入れ替かわって放たれる暖寒の波は物質界の法則を超ちよう越えつして大気にプラズマを奔はしらせる。

　境界の狭はざ間まが打ち砕くだけ、空間がガラス細工の様に弾はじけ飛ぶ。

　炎えん熱ねつと極ごつ寒かんの風を纏まとって現れる二つの影かげ。背中に巨きよ大だいな翼つばさを持つ鎧よろいの怪物。生物とは思えない外見にも拘かかわらず、鋼はがねの表皮は血が通っているかのように脈打っている。

　異形の怪物を前に誰だれもが怪け訝げんな表情をする中、アウラが小さく悲鳴を上げる。

「この霊れい格かくは………まさか、天使………!?」

「天使だと!?　あの化け生しようがか!?」

「ううん、違ちがう！　違う、と思うけど………！」

「だがそれに近い何かに違いねェ！　〝myths〟を含ふくむ召喚式で呼び出されるのは例外なく神群だ！　そしてそれが可能な悪魔はいない！　主祭神と詩人、女王クイーンの三者だけだ！」

　混世魔ま王おうの叫さけびに、リンが奥歯を嚙かみ締しめた。

「そういうこと………！　じゃあ第三永久機関の正体って、」

「四の五の言ってる場合かッ、来るぞッ!!」

　二体の天使は翼を広げるとそれぞれが剣けんと槍やりを構えて突とつ貫かんする。

　殿でん下かの一いつ喝かつを受け慌あわてて臨戦態勢に入り、一同は謎なぞの天使を迎むかえ撃うつ。

　疾しつ駆くする鋼の天使の懐ふところに飛び込んだ殿下は片かた腕うでを押さえて槍を振ふるえないように手首を捻ひねりあげ、その頭ず蓋がいを蹴けり抜く。矮わい軀くだが十六夜と互ご角かくに殴なぐり合える剛ごう力りきを秘ひめた彼の蹴りは容易たやすく兜かぶとを打ち砕く。

　しかし意外にも驚愕したのは、攻こう撃げきを仕し掛かけた殿下のほうだった。

（なんだ、この違い和わ感かん。まるで霞かすみを蹴り飛ばしたように手て応ごたえが無いぞ………!?）

　その直感が正しかったことが即座に証明される。鋼の天使は兜を粉々に打ち砕かれたその直後に、霧きりが収束したかのような形で修復したのだ。

　舌打ちした殿下は槍を持つ腕を関節と逆方向に捻ねじり曲げてから叩たたきつける。翼ごと鎧が砕けたが、やはり同じように元に戻もどっていく。

　ギギギと無骨な音を立てた鋼の天使は槍を構え、その直後に姿を消した。

（空間跳躍!?　何処どこに消え、）

『殿下、後ろです！』

　ハッと振ふり返る。其そ処こには熱を帯びて赤黒く光る鋼の天使が槍を振り下ろしていた。

　しかし殿下に斬ざん撃げき・刺し突とつが通用しないことは織り込み済みである。回かい避ひが間に合わないと悟った殿下は槍の直ちよく撃げきを敢あえて受け止めて反はん撃げきしようと構える。

　計画通り右胸を突つかせた殿下だが、その衝撃を受け更に驚愕した。

（重ッ………!?）

　無骨で洗練されていない一いち撃げきだが、その怪かい力りきは殿下にして踏ふみ止とどまるのがやっとという刺突だった。もしも鋼の天使の一撃を受けたのがグライアやアウラだったのならば、肉にく片へんも残らなかっただろう。知性はともかくとして、素体は紛まぎれもない神霊の物だった。

　故ゆえに殿下の決断は早かった。

「リン、アウラ、グライア！　あとウィラとジンとペスト！　俺はコイツとマクスウェルを相手にする！　そっちの剣を持った一体は任せた！　リンの恩恵ギフトで距きよ離りを取りつつ正体を探さぐれ！　いいか、絶対に近接させるな！」

「了りよう解かい！　それまで殿下は時間を稼かせいで！」

「御ご武ぶ運うんを！」

　それだけ言うと殿下以外の者は一いつ斉せいに郊こう外がいへ向けて駆け出した。

　だがグライアの背に乗っているジンだけは、その天使の胸部に描えがかれている紋もん章しように瞳ひとみを奪われていた。

（あの旗印………何処かで………？）

　華はなの蕾つぼみをモチーフとした旗印。直接見たわけではないが、ジンは確かにその話を聞いたことがあったはずだ。なのにどうしても思い出すことが出来ない。

（くそ、どうして思い出せない！　絶対に何処かで聞いたことがあるはずだ！）

　グライアの背中にしがみつきながら必死に記き憶おくを辿たどる。しかし戦時の緊きん張ちようと焦あせりが思考を鈍にぶらせる。最前線で戦った経験の無いことが此こ処こに来て仇あだとなっていた。

　一同は街から離れて森に入り、未開の樹海に足を踏み入れていく。

　焦りと混乱が渦うず巻まく中、戦いは激化していった。
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　───吸きゆう血けつ鬼きの城・空中城じよう塞さいの大広間。

〝アンダーウッド〟の住人の手で綺き麗れいに改装された空中城塞だが、大広間は避ひ難なん民みんの怪け我が人で溢あふれ返っていた。寝しん室しつはとっくに重傷者で埋うめ尽つくされている。軽傷の者は毛布を敷しいた上で雑魚ざこ寝ねという有様だ。

　火か龍りゆうの重傷者は中庭を潰つぶして申し訳なさそうに翼を休めている。

　そんな渦か中ちゆうに、十六夜いざよいの姿があった。ジャックによって空中城塞に運び込まれた彼には優先的にベッドが用意された。その姿は一目見ただけでも満まん身しん創そう痍いと言って余りある。

　両手の拳こぶしは砕け、内臓は損傷し、出血は致ち死し量を上回っているだろう。

　生きていることそのものが不思議でしかない。挽ひき肉にくの如ごとくズタボロにされた十六夜を見た〝ノーネーム〟の同士───リリと白しら雪ゆき姫ひめは、小さな悲鳴を上げた。

「い、十六夜様………！」

「主あるじ殿どの………！」

　二人もレティシアと共に足を運んだのだろう。背後には年長組とその他ほかの子供たちも控ひかえている。〝ウロボロス〟が本格的に動き出した以上、本ほん拠きよはもう安全とは言えない。ならばいっそ最前線でコミュニティを支えたいと申し出たのだ。

　そんな彼女たちも、十六夜の窮きゆう状じようを目まの当たりにした時は言葉を失っていた。コミュニティの後こう援えんである子供たちにとって主力の十六夜の敗北は余りにも衝しよう撃げき的だ。

　唇くちびるを蒼そう白はくに戦慄わななかせる少年もいれば、口に手を当てて涙なみだぐんでいる少女もいる。

　しかしそんな年長組の中でも、リリの行動は迅じん速そくだった。

「お………御お湯ゆと大量の包帯、あと造血薬とユニコーンの角を持って来てッ！」

「え、あ、」

「早く！　今ならまだ間に合うから、全員で用意してッ！」

　リリは手持ちの手て拭ぬぐいを持って駆かけ寄る。既すでに応急処置を済ませて軽い治ち療りようを受けているが、身を清めるまでは出来ていない。応急処置を施ほどこした者も忙いそがしすぎてそこまで手が回らなかったのだろう。リリは十六夜の頰ほおに付いたままの血を手拭いで拭ふき取る。

　振り返ったリリは棒立ちのまま動かない年長組に向かって叫んだ。

「全員、駆け足ッ!!」




「「「「「りょ、了解しましたッ[image: !!!]」」」」」




　ドタバタドタタタタッ[image: !!!]　と騒さわがしく散っていく年長組。リリはその間もユニコーンの角を処方する為ための道具を取り出し、返り血で染まっている十六夜の身体からだを拭いて行く。

　その目に薄うっすらと涙を浮うかべながら、リリは小さく呟いた。

「………白雪様。十六夜様は、助かりますよね？」

「うむ」

　端たん的てきに即そく答とうし、手拭いを水で濡ぬらして十六夜の身体を拭くのを手伝う。リリは涙が零こぼれそうになった瞳をゴシゴシと擦こすり、手て際ぎわよく進めていく。

　───気き丈じような娘むすめだ。白雪姫は改めて、リリを見直す。

　彼女のその視線には尊敬に近いものがあった。

　母が恋こいしい年とし頃ごろにも拘らずコミュニティの家事を切り盛りし、農園の世話を任され、下の者たちを纏めている。コミュニティの窮状にも決して臆おくすることなく踏み込んできた。並の婦女子なら返り血の量を見ただけで卒そつ倒とうして倒たおれていただろう。とてもではないが齢よわい十歳の少女に出来る行動ではない。
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　彼女の心しんの強さに、その魂たましいの輝かがやきに、神格保持者として見み惚とれずにはいられなかった。

（………主よ。こんないじらしい娘を泣かせるものではないぞ）

　声には出さず、少しだけ十六夜を非難する。だが白雪姫の本心は別にあった。

　此処だけの話───白雪姫は、十六夜のことを見下げていた。出会いが出会いだったのである程度は仕方がないとしても、多分に評価を下げていたのは事実だ。

　天てん賦ぷの才を授さずかり唯ゆい我が独どく尊そんを貫つらぬく十六夜だが、いざ己おのれより格上の敵と戦えば、容易く挫ざ折せつを味わうだろうと白雪姫は思っていた。

　………だが違った。

　戦ったのだ、逆さか廻まき十六夜は。己の天賦を上回る難敵を前にしても決して逃にげ出さず、同士を救う為に全身全ぜん霊れいを賭として戦い、敗北を喫きつした。

　人によっては、勝ち目の無い戦いに挑いどむ者を道どう化けと呼ぶだろう。

　勝てば官軍、負ければ賊ぞく軍ぐん。

　大義とは勝利が大前提。逆廻十六夜という少年が尊大なまでに勝利に拘こだわっていたのは、己の正義を寸すん分ぶん違たがわず信じていたからに他ならない。

　───そんな少年が、勝ち目のない戦いに身を投じた。

　敗北の後に晒さらされる屈くつ辱じよくを知りながら、身体が砕くだけるまで挑んだのだ。

　神格保持者として己の目が曇くもっていたことを詫わびた白雪は、万ばん感かんの勇気と覚かく悟ごを示した主人に対し、最大の賛辞を送った。

（死ぬな、主よ。魔ま王おうを打だ倒とうするのは──何時いつの世も、勇気ある者の一ひと振ふりなのだから）

　この少年の力が再び必要な局面が来ることを、白雪姫は直感する。

　それを裏付けるかのように、空中城塞が大きく揺ゆらいだ。

「っ………戦いの余波が、此処まで届くのか………!!」

　出来るのなら加勢したかった。しかし只ただの神格保持者が参戦できる規模ではない。白雪姫は処方の準備を手伝いながら、戦いに身を投じている同士たちの無事を祈いのった。




　その同時刻。

　春日部かすかべ耀ようはサラの招きで作戦司令部に来ていた。無人だった空中城塞も今は〝アンダーウッド〟から持ち込まれた装そう飾しよく品や家具が並んでいる。

　部屋には耀とサラ、そして客分として〝龍角をドラコ持つ＝鷲獅子グライフ〟に居い候そうろうしているコッペリアが足を運んでいた。歩くこともままならない耀は椅い子すに座りながら、彼女がまだ〝龍角を持つ鷲獅子〟に残っていたことに驚おどろいて瞳を瞬またたかせる。

「コッペリア、久しぶり。どうして此処に？」

「〝龍角を持つ鷲獅子〟にはゲームメイカーの役割を持つ者がいないので、僭せん越えつながら私がメイカーを務めさせていただくことになりました。永久機関として完成したと言っても、私が目指す完成形とは違ちがいますし。我が父となる方を探すには、大型のコミュニティに属していることが有効だと判断しました」

　そう、と苦笑い。サラにスカウトされた経験を思い出して少し可笑おかしかったのだろう。

　彼女はコッペリア───〝龍角を持つ鷲獅子〟がまだ連盟として活動していた頃ころに出会った、〝第三永久機関〟を司つかさどる自動人形である。

　パラドックスゲームに囚とらわれていた彼女を偶ぐう然ぜん見つけた〝ノーネーム〟の面々がちょっとした裏うら技わざでゲームをクリアし、現在に至っている。

「でもあんなゲームがあるなら、もう少し学校でちゃんと勉強しておけばよかった」

「ミス・カスカベ。失礼ですが、〝第三永久機関〟は義務教育で習った程度で完成させられるほど簡単な構造をしておりません。貴女あなたが勤勉な学徒であったとしても無意味かと」

「それは………まあ、そうだけど」

　そういう意味ではないのだが、何かを言おうとして口を閉じる。今はそんなことを話している場合ではない。飛鳥あすかや黒くろウサギ、そして〝煌こう焰えんの都〟の戦いを伝えるのが先だ。

　サラとコッペリアは耀の話を聞き終えた後、難しい顔で腕うでを組む。

「話はよくわかった………が、参ったな。私が考えていたよりもずっと〝ノーネーム〟の状じよう況きようは悪い」

「そうですね。せめて何処どこに跳とばされたかわかれば打つ手もありますが」

「………うん。黒ウサギや飛鳥だけじゃなく、ペストとウィラも見つからないし。ゲームに参加出来てないの？」

「あの場にいなかったのなら参戦出来ていないだろう。今回のゲーム盤ばんは特別製だ。何せ〝ペルセウス〟から恒こう星せいの主権を丸々一つ借りての大おお仕じ掛かけだ。箱はこ庭にわとは全く別の世界に来たようなものと考えてくれ」

「そ、そう。ならせめてガロロさんがいてくれたら、〝生命のゲノム・目録ツリー〟の事を聞けたのに」

「うむ………それもあるが、大老は二〇〇年前にアジ＝ダカーハと戦った数少ない御ご仁じんだ。遠方に商談で出ていなければ是ぜ非ひとも参戦して欲しいところだったのだが………」

　と、そこで不意に何か閃ひらめいたようにサラは顔を上げた。

「………いや、そうだ！　あの御お方かたなら全すべて解決できるかもしれない！」

「あの御方？」

「我々に君達の窮きゆう地ちを教えてくれた御方で、〝クイーン・ハロウィン〟にも助勢を申し入れてくれた御方だ。女王クイーンの助力が無ければこの空中城塞を北側に運ぶことは不可能だっただろう」

「そう。凄すごい人なんだ」

「それだけじゃないぞ。あの御方は〝ノーネーム〟にも縁えんが深いのだ。何せあの御方は

「呼んだかい？」

　ハッと、三人は驚きよう嘆たんした。

　その男は一体何時から居たのか。山やま高たか帽ぼうに燕えん尾び服ふくを着込み、その上からトレンチコートを羽織った老ろう紳しん士しが、空席だったはずの上座に腰こしを掛かけていた。

　歳としは七〇歳手前というところだろう。歳を重ねて色が抜ぬけた白はく髪はつと顔の小こ皺じわが印象的だが、それ以上に眼光の鋭するどさに思わずドキリとした。まるで全てを見み透すかしているのではないかというその眼まな差ざしに、耀は人外の気配を感じ取る。

「………クロア様。何度も言いますが、突とつ然ぜん出てこないでください。心臓に悪いです」

「無言で忍しのび寄る死神グリムリーパーなど洒落しやれになっていません」

　サラとコッペリアの非難に、クロアと呼ばれた老紳士が笑え顔がおで肩かたを竦すくめる。

「そいつは失礼。人の驚いた顔が好きな性しよう分ぶんでね。それで、私に何か用事かい？」

「は、はい。此方こちらは現〝ノーネーム〟主力の春日部耀です。よろしければ彼女に知ち恵えを貸してはいただけないでしょうか？」

　ほほう？　と、老紳士は瞳ひとみを見開いて耀を見る。

　耀は少し遅おくれて会え釈しやくする。老紳士に対するサラの態度を見た限り、目上の要人なのだろう。そうでなければ〝階層フロア支配者マスター〟のサラが此こ処こまで態度を硬かたくすることはない。

　しばし黙だまったまま見つめ合う二人。

　すると老紳士は、ふっと笑みを零した。

「黙っていては分からんよ。御お嬢じようさんは私に用事があるのではなかったかな？」

「え、えっと………っていうか、お爺じいさんは誰だれ？」

「おおっと、失礼。名乗り忘れていたね。私はクロア＝バロン。一応、君達のコミュニティの先せん輩ぱいに当たるのかな」

「先輩って………じゃあ、〝ノーネーム〟の元メンバーなの？」

「そうだ。一応は創始者の一人になるのかな？　君の父親とも長い付き合いだよ」

　クロアの思いもよらぬ言葉に、耀は心臓が飛び跳はねた。

　父の情報に面めん食くらったのもそうだが、この老紳士が〝ノーネーム〟の古参だというのなら、聞かねばならないことは山ほどある。

　真っ先に父のことを聞こうとした耀はぐっと好こう奇き心しんを抑おさえ、順を追って問う。

「でも、クロアさんは今までどこに？　レティシアみたいに捕つかまってから売られたの？」

「まさか。こんな老人を競せりに掛けたところで値札はつくまい。………ところで、レティシアが奴ど隷れいとして売られたという話をもう少し詳くわしく」

「自重してくださいクロア様」

　こほん、と咳せき払ばらいして話を戻もどすサラ。

「クロア様は三年前の戦いで外界に跳ばされていたそうだ。それをフェイスレス殿どの………というより、〝クイーン・ハロウィン〟の力で箱庭に召しよう喚かんしていただいたと聞いている」

「仮面の人が？　どうやって？」

「これのおかげだよ」

　クロアは山高帽を外し、その穴に手を入れる。山高帽の穴をこねくり回した彼はしばらくすると、ネコミミ型のヘッドホンを取り出した。

　耀はパチパチと瞬まばたきした後、怪け訝げんそうな瞳を浮かべて首を傾かしげる。

「ネコミミの………ヘッドホン？　私のとは別物？」

「そう。しかし全くの別物というわけでもない。何せ君の時代に発売されていた物を、そっくりそのまま模も倣ほうしたシリーズだからね。………ちなみに私が居た時代では、某ぼうアイドルのアクセサリーとして百万個も売れた超ちようベストセラーヘッドホンなんだよ、コレ」

「………？」

　話の要領を得られず、首を左右に折る耀。

　クロアは苦笑しながら話の要点だけを搔い摘つまんで話す。

「端的に言うとこのヘッドホンは〝未来に起こるはずのムーブメントが、違う時代で起こってしまう〟という小さな小さなパラドックスを引き起こしてたわけだ。………知ってるかな？　箱庭ではこの手合いのパラドックスを収しゆう拾しゆうしようとするシステムがあってね。それを逆手にとって、私が居る時間流を箱庭側から特定してもらったのだよ」

「時代のバランサーとなった恩恵ギフトや、英えい傑けつの回収召喚と似た様な現象ですね」

　サラが補足すると、クロアも頷うなずいて返す。

「そう。我らはそれを修正の為ための召喚………パラドックスシフトと呼んでいる。しかしまあ、一過性のムーブメントのようなミクロやマクロの規模のパラドックスは大局には響ひびかないということで放置されがちなんだがね。今回は運が良かった。女王騎士クイーンズナイトに発見してもらえるとは、私の運も捨てたものではないらしい。おかげで土ど壇たん場ばに間に合った。君のおかげだよ、耀君」

　山高帽を押さえて会釈するクロア。

　耀は話を嚙かみ砕く様に何度か頷いた後、顔を上げる。

「つまり………ＳＯＳ信号のようなものが、ネコミミヘッドホンに引っかかった………ということ？」

「率そつ直ちよくに言うとそういうことだ。実の所を言うと、他ほかにも色々と救きゆう援えんを呼ぶ仕し掛かけを作っていたのだが、まさかネコミミヘッドホンが一番に回収されるとは流石さすがの私も読み切れなかったよ。〝Bootstrapブートストラツプ・ Paradoxパラドツクス〟まで準備していたのに、全て無む駄だになってしまった」

　ハッハッハ、と高笑い。どうにもこの人物の真意が摑つかめない。

　耀はその笑いを無視しながら、当時のフェイスレスが口にしていたことを思い出す。

（そういえば………ネコミミヘッドホンを召喚した時に、〝時間の流れがおかしい〟みたいなこと言ってたな。アレはそういうことだったのかな？）

〝生命の目録〟が原因だと彼女は言っていたが、そんな力が〝生命の目録〟に備わっている気配はない。その原因がネコミミヘッドホンだったのかもしれない。

　一連の話を聞いたコッペリアは、呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。

「笑い事ではありませんミスター・クロア。〝Bootstrap Paradox〟なんて起こしたら箱庭の上層が征せい伐ばつに向かう規模の大事件です。何かの間ま違ちがいで〝歴史のパラダイム転換期シフト〟が起きたらどうするのです？」

「まあそう言うな。ラプ子の端たん末まつも一いつ緒しよに居たからそれほど大きな事件にはならないよ。───それに、〝第三永久機関〟を司る君が〝Bootstrap Paradox〟に言げん及きゆうするのはルール違い反はんだろう？　君の存在が確立されているのはこのパラドックスのおかげなのだから」

　一いつ瞬しゆんだけ鋭えい利りに光ったクロアの老ろう獪かいな視線に、コッペリアは思わず黙り込む。まるで全てを見透かしたかのような瞳に魂たましいまで射い貫ぬかれたような錯さつ覚かくさえあった。

　只ただ者ものではないと、警けい戒かい心しんを高めるコッペリア。

　場の雰ふん囲い気きを和なごませようと、耀は手を叩たたいて質問する。

「ええっと。〝Bootstrap Paradox〟って、何？」

　耀の質問に、コッペリアは意外そうな声を上げた。

「失礼しました、ミス・カスカベ。有名な話なので知っているものと。端たん的てきに説明すると、十八世紀ドイツに実在した貴族・ミュンヒハウゼン男だん爵しやくをモチーフにした小説に出てくるパラドックスゲームのことです。───聞いたことありませんか？　底なし沼ぬまと靴くつのお話とか、タイムマシンのパラドックスとか」

「日本では〝鶏とりが先か卵が先か〟のパラドックスの方が有名かもしれないね。其方そちらは聞いたことがあるだろう？　起因アルフアと終結オメガが同一になる話なのだが」

　小首を傾げて聞いていた耀に、クロアが助け船を出す。

　耀はようやく得心が行ったように頷いた。

　以前、十六夜に薦すすめられたＳＦ小説の中にそのような題材を扱あつかった作品があった。

　確か小説のタイトルは〝ほらふき男爵の冒ぼう険けん〟。

　その中に出てくる底なし沼と靴の話と言えば、一つしかない。

「えーと。確か、男爵が底なし沼に沈しずみそうになった時のエピソードで………沼の中から脱だつ出しゆつするために、自分の足を持ち上げて抜け出した───っていう噓うそ話ばなしだったっけ？」

「それですね。ブートストラップというのは靴の踵かかとについてる輪っかの飾かざりのことです。───勿もち論ろん、物理法則的にこのような方法で持ち上げるのは不可能ですが。これはその矛む盾じゆんをユーモアにした作品です。分かりやすい題材としては他にロバート＝Ａ＝ハインライン著の〝By his bootstraps〟のような、タイムマシンのパラドックスが有名ですね」

「？　ごめん、そっちは知らない」

　耀が首を振ふると、途と端たんにコッペリアは瞳を見開いて半口を開けたまま啞あ然ぜんとなった。

　信じられないものを見るかのように凝ぎよう視しした彼女はしばし腕うでを組んだ後、蕾つぼみの旗印が刻まれたギフトカードから一冊の本を取り出して手て渡わたす。

「名作ですから、必ず読んでください」

「………あ、はい」

　強く念を押されて勢いで頷く。

　コッペリアの表情に鬼き気き迫せまる雰囲気があったのは気のせいではないだろう。

　クロアは笑いを嚙み殺しながら杖つえを回し、話を続ける。

「まあ、なんだ。〝Bootstrap Paradox〟は箱庭の神々からも問題視されていてね。君も目を通しておいて損はないだろう」

「わ、わかりました」

「ふむ。それで、私に聞きたいのはそれだけかい？」

「いえ、本題はそちらではありません」

　サラが相あい槌づちを打ってから耀に目配せをする。本題から逸それてしまったが、彼に聞きたいことはもっと他にある。父の友人で〝ノーネーム〟の創始者の一人だという彼なら〝生命の目録〟について知っているかもしれない。

　耀は首から下げているペンダントを外し、クロアに見せた。

「父さんからもらった〝生命の目録〟………っていう恩恵なんだけど、突然使えなくなっちゃって。クロアさんは原因を知ってる？」

「………ふむ？」

　耀が〝生命の目録〟を見せると、クロアは山高帽の鍔つばを上げて見る。僅わずかに逡しゆん巡じゆんする素そ振ぶりを見せたような気がしたが、次の瞬しゆん間かんには肩を竦めて小さく笑った。

「………。安心したまえ。それは一過性のものだ。時間経過でちゃんと元に戻る」

「本当に？」

「ああ。〝生命の目録〟の中に蓄ちく積せきしていた霊れい格かくを超ちよう過かした力を使った時に起こる現象でね。君自身を守る為に、一時的に機能を停止させているのだろう」

　耀はそこで初めて表情を明るくさせた。

「そ、そっか………！　じゃあ、どれぐらいで元に戻るかわかる？」

「さて、それは君が集めた霊格の総量次し第だいだが………一か月もあれば今まで通りに使えるんじゃないかな？」

　その回答に、耀は改めて肩かたを落とす。それではこの戦いに参戦できない。実力者が集つどっているとはいえ、戦力は少しでも多い方がいいはずだ。

　希望が見えただけに、落らく胆たんの色を隠かくし切れず視線を落とす。

　するとクロアは杖を持って立ち上がり、ひょいと〝生命の目録〟を手に取った。

「───が、すぐに使えるようにする方法も無くはない」

「ほんと!?」

「まだ確証はないが、試ためしてみたいことがある。しばし〝生命の目録〟をお借りしてもいいかな？」

「う、うん。今の私が持っていても意味がないし」

　今の耀は戦力どころか、只ただの足手まといでしかない。

〝生命の目録〟が復活するというのならそれが最優先だ。腰こしを上げたクロア＝バロンは最後に、耀へ己おのれの孫のような親しみを込めた視線を送って微笑ほほえんだ。

「〝生命の目録〟を取りに来た時にでも、君の父親の話をしてあげよう。緊きん急きゆう時だが、それぐらいの時間はある筈はずだ。彼が………十六夜君が寝ねている部屋で待っていたまえ」

「は、はい」

　山やま高たか帽ぼうの老ろう紳しん士しはそれだけ告げると、霞かすみの如ごとく姿を消す。

　何やら見み透すかしたような瞳ひとみに、少し戸と惑まどいが浮うかんだ。しかし父の話が聞けるというのなら思わぬ収しゆう穫かくだ。その中にこの窮きゆう地ちを脱だつする手て掛がかりがあるかもしれない。

「しかし、当面の問題は何とかなりそうだな」

「うん。あとは黒ウサギと飛鳥のことだけど………」

「あの二人なら心配いらないさ。箱庭でもあれだけの実力者はそうそういない。よしんばアジ＝ダカーハの分身体に出会ったとしても切り抜ぬけられるだろう」

　耀の肩を叩いて笑うサラ。しかし彼女は知らない。黒ウサギは霊格を失い、飛鳥は恩恵の大半を所持しないまま跳とばされたのだ。このまま何もしないわけにはいかない。

（改めてクロアさんに相談してみよう。もしかしたら何かいい考えがあるかもしれない）

　今すぐにでも飛鳥たちの窮きゆう状じようを相談したかったが、十六夜の部屋で会うならそこで聞いた方がいいかもしれない。彼なら知ち恵えを貸してくれるだろう。

　三さん頭とう龍りゆうとの戦いで激しく揺ゆれる中、三人はそれぞれの役割の為に一度別れた。




　　　　＊




　───空中城じよう塞さい・別べつ邸てい。十六夜の病室。

「いやあ、良い娘こじゃないか。お前の子供にしとくには惜おしいくらいだよ」

『─────』

　霞の如く姿を消したクロア＝バロンは、空中城塞の隅すみにある別邸に現れていた。ベッドの上には包帯を幾いく重えにも巻かれた十六夜が寝ている。重傷を負っていた彼を少しでも安静にしておきたいという計らいだったのだろう。

　その計らいを利用して、クロアはその人物と密会していた。

　別邸の窓の向こうに隠れた何者かに語りかける彼は言葉を続ける。

「会ってやるつもりはないのか？　きっと喜ぶだろうに」

『………クロア。どうして、あの子に噓を教えた？』

　物もの陰かげの何者かはクロアの言葉には答えず、非難するような声こわ音ねで告げる。その中には僅かばかりの敵意が込められていた。

　山高帽を傾かたむけたクロアは、素知らぬ顔で肩を竦すくめる。

「噓を話したつもりはないな。話さなかったことが幾いくつかあるだけだよ」

『どれも重要なことだ。〝生命の目録〟のことも、お前が本当はどうやって箱庭に召しよう喚かんされたのかも。〝ウロボロス〟の活動を考えれば、二〇〇〇年代初期にはもっと深刻なパラドックスが発生していた筈だ』

「………フン。だったら自分で言いに行けよ。お前は父親で、あの子は娘だろ？　テメェの責任を押し付けんじゃねえよ、うざったい」

　クロアは穏おだやかな口調を崩くずし、ぶっきらぼうな言い方で吐はき捨てた。途端に彼の影かげが大きく揺らめいて、その霊格が剝むき出しになる。神しん霊れいとしての側面を見せた彼は、魂を見透かしたように瞳を見開いた。

〝十字架のクロア＝男爵バロン〟───ブードゥー神群の神霊にして猥わい雑ざつな愛を司つかさどる神霊である彼にとって山高帽と燕えん尾び服ふくは存在を象しよう徴ちようする礼服であり、霊格の本体でもある。逆に言えば彼はその姿の他に明確な正体が無い。山高帽を被かぶり燕尾服を着てさえいれば誰にでも憑ひよう依いできる。

　今の肉体は外界で死した青年の身体からだを乗っ取っているに過ぎない。

　彼の本ほん性しようは葉巻とラム酒を好む猥雑な愛の神霊であり、生命の神霊である。命を司る神霊は今、物陰に隠れた何者かの魂を看破するように糾きゆう弾だんする。

「同士のよしみで目をかけてやっているのに、それをさも当然であるかのように語るなんてまあ、お前も随ずい分ぶんと偉えらくなったもんじゃねえか。俺の方針に異議申し立てがあるっていうならまずは自分の行動で示すのが誠意ってもんだろ？」

『………それが出来れば、とっくにやっている』

　非難に対して何か思うところがあったのか、物陰のざわめきが大きくなる。震ふるえるその声には悲ひ哀あいの色が込められていた。

　娘に会いたくない父はいない。会えるのならば、今すぐにでも会いたいに決まっている。それが出来ないから、彼は旧友を介かいさねばならない。

　その理由を知るクロアは、少し意地が悪かったと糾弾を止やめる。

　山高帽を押さえて溜ため息いきを吐つき、口調を戻もどして肩を竦めた。

「まあ………〝生命の目録〟については、もう少し知っておくべきかもしれない。あんな可愛かわいい娘に、お前と同じ轍てつを踏ふませるわけにはいくまいよ」

『………すまない。苦労をかける』

「全くだ。お前といい金糸雀カナリアといい、私に重要な所だけ投げおってからに。背負しよい込む側の心労をもう少し察してくれ。少しは自分で後始末をする癖くせを付けろよなマジで」

『す、すまない』

　申し訳なさそうに謝る声。今回の件以外にも心当たりがあったのだろう。物陰から響ひびく声は本当に申し訳なさそうだった。

　しかしやれやれと首を振って立ち上がったクロアは〝生命の目録〟を物陰に投げてよこし、用件を告げた。

「〝生命の目録〟にお前の霊格をつぎ込んでおけ。使いこなせるかどうかはともかく、あの娘には必要な力だ。アジ＝ダカーハを倒たおすにはあの娘の………いや。あの二人の力が必要だ。我々ではどう足あ搔がいても〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟を倒すことはできんのだから」

『わかった。〝生命の目録〟の件が終わったら俺は一度ゲーム盤ばんから出る』

「なら外のことは任せよう。分身体の双そう頭とう龍りゆうも機を見て殲せん滅めつしてくれ」

　それを最後に、物陰から気配が消える。

　一人その場に残ったクロア＝バロンは両手で杖を持ち、苦い顔で呟つぶやいた。

「………とは言ったものの。この戦い、何人生き残れるかね？」

「へえ？　それは聞き捨てならないな」

　十六夜の不意の声にクロアは僅かに片かた眉まゆを歪ゆがませる。彼の傷は簡単に意識が回復するようなものではない。なのにどうしてこんないいタイミングで目を覚ますのだ。

　内心で舌打ちをした彼は、盗ぬすみ聞きしていた十六夜に皮肉をぶつける。

「盗み聞きとは品が無いな、十六夜君。親の顔が見てみたいものだ」

「そりゃ生みの親か？　育ての親か？　どっちにしてもお前なら好きに見られるだろ死神」

　苦しそうに身体を起こして皮肉を返す。腹部と胸部に包帯を巻き、腕うでには固定用の副そえ木が当てられている。身み動じろぎ一つでも激痛が奔はしっているに違ちがいない。

　ここで姿を消すのは簡単だが、十六夜はこれで執しゆう念ねん深い。この重傷でも構わず追ってくるに違いない。傷を悪化させるのはクロアの望むところではない。

　観念したように肩を竦めたクロアは山高帽の鍔つばを上げて問う。

「ユニコーンの角で一命を取り留めたと言っても、君にはまだ大人しくしていて欲しいのだがね。───それで、私に何の用事だい？」

「聞きたいことがある。それも一つや二つじゃねえ。〝ウロボロス〟のことや三年前のことや、〝ノーネーム〟の仲間や金糸雀のこと。そして俺たち異世界から召喚された連中の因果関係も、お前なら全すべて答えられるはずだ。そうだろう、〝燕尾服の男爵〟」

「………ふむ」

　さて、どうしたものかと視線を逸らして逡巡する。

　十六夜の口にする程度の事実を答えるくらい彼にとっては造作もない。何せ仕し掛かけ人の一人だ。タネを明かすだけで事足りるだろう。

　しかしそれをあっさり口にするほどこの死神の性格はよくできていなかった。

「どうしたものかね。私にとって君の疑問に答えるのは簡単だが、それなりの対価が欲しいところだな」

「へえ？　〝ノーネーム〟を助けてやったことは対価にならねえってか？」

「おいおい、自身の品位を下げるようなことを言うのは止やめたまえ。〝ノーネーム〟を見捨てなかったのは、君が自分の意思で納なつ得とくして行ったことだろう？」

　むっと眉を歪める。確かに、十六夜が〝ノーネーム〟を助けたのは彼の判断でしかない。厚こう意いを切り売りするのは恩着せがましい行こう為いだ。

「とはいえ、このままでは私も不義理だな。………ふむ。では一つだけ答えよう」

　カッと踵かかとを鳴らし、十六夜を見下ろすクロア。

　両手で杖つえを構える彼は、全てを知る瞳を輝かがやかせて笑った。

「君たちが召喚された理由は〝ノーネーム〟の救済ではない。真の理由は別にある。君たちはその真の目的を成す為ために、この箱庭に召喚されたのだ」

「………だろうな。〝ノーネーム〟を立て直すっていうだけなら俺たち三人の中の一人でも居れば事足りた」

　復興の遅おそい早いはあったとしても、彼らは一人でも〝ノーネーム〟を立て直すことが出来ただろう。土地の再生や魔ま王おうを二体も撃げき破はするという大だい武ぶ勲くんを半年という驚きよう異いの速度で成し得たのは、彼らが三人揃そろっていたからである。

　しかし如何いかにコミュニティが大事だったといっても、人類で最さい高こう峰ほうの恩恵ギフトを授さずかった三人を集めるにはいささか過か剰じような理由だ。

　他ほかにも何か理由があると考えるのが妥だ当とうだろう。

「じゃあ、それはなんだ？　〝ウロボロス〟を倒す事か？」

「それもある。だが今の君たちが優先して倒すべき相手は他にいる。それは十六夜君も分かっているだろう？」

　山高帽を押さえてニヤリと犬歯を見せて笑う。

　十六夜は瞳を細めて窓の外を見た。

「〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟───〝絶対悪〟の魔王。野や郎ろうを倒せば話すってことか？」

「是ぜ非ひも無い。最終試練の踏破クリアは君たちに与あたえられた使命の一つ。奴やつを倒さねば箱庭に未来はない。もし奴を倒すことが出来たのなら………君たちに、全てを語ろう」

　全てを話す。その言葉に、十六夜は瞳を細めて光らせる。

「言げん質ちはとった。吐いた唾つば飲むんじゃねえぞ、死神」

「無論だ。神が人との契けい約やくを破は棄きすることはありえない。約束通り事の発ほつ端たんである三年前………いや、それ以前のことも噓うそ偽いつわりなく答えよう。

〝ウロボロス〟とはなんなのか？

〝ノーネーム〟は何故なぜ滅ほろんだのか？

　そも、箱庭の世界とはなんなのか？

　逆廻十六夜は何故、金糸雀に選ばれたのか。………いや、これだけは今答えようか」

「っ、」

　金糸雀の名前を出されて十六夜は僅わずかに身構える。彼女本人の口から語られる事実ならそんな気構えは必要なかっただろう。だがこの神霊は別だ。十六夜は善し悪あしではなく、生命を司る神霊の口から語られる彼の言葉と事実は、それだけで脅きよう威いと成りうると警けい戒かいして見ていた。

　だがそんなことは露つゆ知しらずという風ふう体ていのクロアは、凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべて続ける。

「さて、何処どこから語るべきか。まずはそうだな。あの三さん頭とう龍りゆうとは違うもう一つの〝人類最終試練〟───ディストピアの魔王のことから語らねばなるまい」

「………ディストピア？　というと、ディストピア文学のディストピアか？」

「そうだ。全ては奴が箱庭の世界を………いや、人類史そのものを〝箱の中の世界〟として閉とざそうとしたことから始まる」

　杖の切っ先を突つき付け、賢けん神しんは語る。

　その直後、十六夜は突とつ然ぜんの睡すい魔まに襲おそわれた。打ち破ることは容易たやすかっただろうが、十六夜は敢あえてその睡魔を受け入れる。

　そして彼は知る。義母である金糸雀の残した軌き跡せきを。

　逆廻十六夜という少年が背負ったその運命を。
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　───北側・未開の樹海。

　静せい寂じやくの世界というのを、飛鳥あすかはこの樹海で初めて経験した。

　野鳥が森の木々を揺ゆらす音。

　樹海の湿しめった土を獣けものが忍しのび足で駆けていく気配。

　木霊こだまする様々な鳴き声に聞き耳を立てながら、飛鳥は暖を取る為の火に薪まきをくべる。

「静かね。箱はこ庭にわに来てこんなに静かな時間は初めてかもしれないわ」

「…………」

　黒くろウサギは俯うつむいたまま何も答えない。彼女は何時間も膝ひざを抱かかえて物思いに耽ふけったまま、時折火に薪を投げる仕草を繰くり返すだけだ。

　直接聞いたわけではないが、〝煌こう焰えんの都〟を離はなれる際によほど衝しよう撃げき的な何かがあったのだろう。アルマテイアに保護されてからの黒ウサギはずっとこんな調子である。

　焦しよう燥そうや不安に支配されない為に口を閉ざしているのだろうが、その行為はむしろ飛鳥の心配を煽あおっていた。今までの黒ウサギならこんな時こそ空元気を振ふりまいて場を和なごませるよう努めていただろう。

　そこまで考えて、飛鳥は思い直す様に頭かぶりを振る。

（馬ば鹿か。いくら黒ウサギがムードメイカーだからって、こんな時まで求めるのは酷こくよ。力を失ってる黒ウサギにこれ以上の負担を与えちゃ駄だ目めだわ。私がしっかりしないと！）

　ムン、と気合いを入れる。

　こんな苦境だからこそ噂うわさの〝女子力〟なるものを発揮する場面だと飛鳥は判断する。正しい意味は分からないが、昭和女子である飛鳥にとって〝女子力〟とは内助の功───つまり婦女子とは縁えんの下の力持ちであるべきだという意味で解かい釈しやくしていた。今こそ箱庭で鍛きたえてきたコミュニケーション能力を発揮する場面である。

　そう決意した飛鳥は返事が無いのを承知で、取り留めのない会話を続けた。

　箱庭に召しよう喚かんされて何も知らないまま湖面に叩たたきつけられた時のこと。

〝フォレス・ガロ〟との戦いに勝利し、〝ノーネーム〟の再出発を宣言した時のこと。

〝ペルセウス〟〝黒死斑ブラツクの魔王・パーチヤー〟〝アンダーウッド〟での戦いのこと。

　………振り返れば、半年足らずで随ずい分ぶんと多くの戦いを乗り越こえてきたものだ。

「黒ウサギは私たちが箱庭に来てから、何が一番印象に残ってる？」

　一通り話し終えた飛鳥は、改めて黒ウサギに話題を振る。

　張り切って始めてみたもののこれ以上は話のネタが無い。会話とはお互たがいにキャッチボールをしながら育はぐくむもの。一方が返球を怠おこたれば球が無くなるのは必然である。

　樹海の木々が揺れる音と、虫や獣の鳴き声が沈ちん黙もくを誇こ張ちようする。

　笑顔の裏で冷や汗あせを搔かいて待つ飛鳥。

　黒ウサギは膝を抱えたまましばらく黙だまり込んだ後、ポツリと漏もらした。

「………飛鳥さんは、後こう悔かいしていませんか？」

「後悔？　何を？」

「箱庭に来たことを」

　───キョトン。と瞳ひとみを丸くする。

　黒ウサギの今の発言は完全に想定外だった。

　そして同時に、久く遠どう飛鳥は理解する。

　彼女が何に苦く悶もんしているのかを。

「黒ウサギ。もしかして、十六夜いざよい君に何かあったの？」

　飛鳥の問いに、黒ウサギが戦せん慄りつしたように震ふるえる。それだけで何があったのかほぼ把は握あく出来た。彼女が口を閉ざしているのはそれが原因なのだ。

　アルマテイアは濁にごしていたが、あの時既すでに十六夜は重傷を負っていたに違ちがいない。飛鳥を行かせまいとした彼女なりの忠節だったのだろう。

　膝を抱えたまま蹲うずくまる黒ウサギは、飛鳥の問いに答えないまま話を続ける。

「黒ウサギは………〝ノーネーム〟は、皆みなさんが召喚されてから、全すべてが変わりました。信じられないかもしれませんけど………以前はもっと暗あん鬱うつとした雰ふん囲い気きが館やかたを包み、今を生きることが精せい一いつ杯ぱいでした。僅かに残った仲間たちも、生活苦を理由に次々と去っていきました。中には、自分の子供を残してまで去った者もいます」

　それは初めて聞く話だった。

　だが箱庭という世界の文化を考えれば当然かもしれない。

　大型のコミュニティはゲームという名の興行を主しゆ軸じくに生計を立てている。売買はその殆ほとんどが副業でしかない。

　どれだけ愛着がある組織でも旗印シンボルと名前ブランドを失っては興行を再開することは不可能だ。組織として死し刑けい宣言をされたコミュニティに居続けられる者はそうそういない。

　家族を守る為ために去る者、家族を捨てて去った者。

　落日の三年間は〝ノーネーム〟にとって生き地じ獄ごくの日々だったに違いない。

「去っていった彼らを責める気はありません。箱庭ではよくある話です。むしろ可笑おかしいのは黒ウサギたちの方なのです。意地を張らずにコミュニティの解散宣言をしていたら、少なくとも彼らの離り反はんは防げる状じよう況きようでした。もし正規のコミュニティとして旗はた揚あげしていたのなら───皆さんを、こんな不出来なコミュニティに召喚する事も無かった。十六夜さんだって、あんな酷ひどい戦いに命を賭かけずに済んだはずです」

　最後の言葉は、僅かに嗚お咽えつが混ざっていた。

　普ふ段だんの黒ウサギからは考えられないほど弱気な発言に飛鳥は思わず言葉を失う。悩なやんでいるとは思っていたが、まさかこれ程ほどまでに自分を責めているとは考えてもいなかった。

　それは違うと反射的に言い返そうとした飛鳥だが、寸での所で思い止とどまる。これ程までに追い詰つめられている相手にかける言葉が咄とつ嗟さに思いつかなかった。きっとどんな言葉を口にしても、黒ウサギは自分を責めるだろう。

　───飛鳥は知らないが、黒ウサギは二〇〇年前にも似た状況で両親を失っている。

　三頭龍から黒ウサギを逃にがす為に死んでいった両親と十六夜の背中は余りにも似すぎていた。彼女の不安や恐きよう怖ふの根源はそこにある。

　落日の燃えるような過去が、脳のう裏りから離れずにいた。

　そして二人の会話が途と切ぎれる。場を沈黙が支配する。

　樹海を吹ふき抜ぬける夜風の音だけが響ひびき、篝かがり火びを揺らす。

　このまま夜明けまで過ごすのかと───ポツリ、飛鳥が呟つぶやいた。

「少し、どうでもいい話をしましょうか」

「……………？」

「私が居た世界の話。今までは時代とか大おお雑ざつ把ぱにしか話したことが無かったと思うから。───そうね。まずは家族とか、学校の話から始めましょう」

　長い髪かみを搔き上げて笑みを消す。

　黒ウサギはそこで初めて表情を変えた。十六夜や耀よう以上に自分の環かん境きようを話そうとしなかったのが飛鳥だ。十六夜や耀は自分から語ることこそ無いものの、問えば家族の話ぐらいはしてくれただろう。飛鳥も財ざい閥ばつの話や元居た時代のことぐらいは語ってくれたが、詳くわしい故郷の話だけは頑かたくなにしようとはしなかった。

　一体どんな心境の変化があったのかと思いつつも、黒ウサギは静せい聴ちようする姿勢を取る。

「とは言ってもさて、何処から話しましょうか。私が女子寮りように入れられていたっていうのは以前にも話したわよね？」

「は、はい」

[image: ]

「じゃあその経緯いきさつから。───意外かもしれないけど、十歳ぐらいまでは学び舎やに通っていたのよ。厳格な場所ではあったけれどそれなりに友人もいたし、教員からもそれなりに信しん頼らいされていたし、親族とも拗こじれていたわけじゃないわ。成績だって───私の時代の範はん囲いでは優ゆう秀しゆうだったわ。ええ、間ま違ちがいなく。これでも当主筆頭候補でしたから」

　フフン、と小さく胸を張る飛鳥。

　第二次世界大戦終結後の時代から来たせいで多少は世間を知らないが、頭が悪いわけではない。成績が優秀だったのは間違いない事実だろう。

　友人がいたのも、信頼が篤あつかったのも、親族と上手うまくいっていたのも、誇張でも何でもないに違いない。………少なくとも、女子寮に入れられる以前は。

「少しずつ………本当に少しずつ、周囲の態度は変わっていったわ。不ふ審しんそうな瞳で見られたり、何か怖こわいものを見るかのような視線を浴びたり。私も周囲の物わかりの良さに少しだけ不審に思うことはあったけれど、全ては私自身に対する評価と信頼だと自負していたから、それほど気にはしていなかったの」

　久遠飛鳥は芯しんが強く正義感のある少女だ。

　謂いわれのない非難や糾きゆう弾だんがあったとしても理路整然とした弁と態度で撥はね除のけてきたのだろう。しかしそんな彼女でも周囲の圧力を全て押し退のけられてきたわけではない。

　当時は恩恵ギフトのことなど知らない幼気いたいけな十歳の少女だったのだ。

　全ぜん寮りよう制せいの学校に入れられて親族から遠ざけられることが決定したとしても、それに全力で反発しようなどと考えるはずも無かった。

「でもね。それでも私はそれなりに前向きだったのよ。山奥の隔かく離り施し設せつみたいな場所に転校が決まっても、新しい学び舎に入居しても。こうやって握にぎり拳こぶしをつくって。

『優等生としての名めい誉よを挽ばん回かいするために！　心機一転、頑がん張ばりましょう！』──ってね」

「………ふふ。飛鳥さんらしいですね」

　話を盛り上げようと必死な飛鳥に、黒ウサギは思わず笑えみを零こぼす。

　その笑みを見た飛鳥はふと、此こ処こで話を切り上げるべきかと悩む。

　しかし最後まで話さなければ意味がないと思い直し、困ったように笑って続けた。

「まあ、気合いを入れて新しい学び舎に足を運んだのも束つかの間よ。山奥の森の中だけあって何かと不便でね。麓ふもとの街までは険しい山道や崖がけがあって、女子寮の周りはコンクリートの壁かべで覆おおわれていて、警備員が常に見回ってるの。あれじゃまるで監かん獄ごくね」

「……………、」

「出るも入るも許可が必要な女子寮に入って、その初日の夜。荷物の整理が終わって寝ねようかという時に、寮りよう長ちようが飛び込んできたのよ。何事かと思ったら、蒼あおい顔でこう言うの。

『貴女あなたの友人たちが、血だらけで女子寮に忍び込んできた』って」

　黒ウサギは耳を疑った。ウサ耳があったら大きく傾かしげていただろう。しかも友人たちということは会いに来たのは一人や二人ではないということになる。

　飛鳥は自じ嘲ちようの笑みを浮うかべながら天を見上げる。

「何の冗じよう談だんかと思ったわ。でも会いに来たのは間違いなく私の知人で、幼い頃ころから仲が良かった子たちだった。……うん。有り体ていだけど親友だと思っていたわ。そんな子たちがどうしてこの山奥まで会いに来たのか、理由を聞いたら………キョトンとしてこう言うの」




『昔、飛鳥ちゃん言ったじゃない。私たちは友達だから───一生傍に居てねって』




　───額から血を流し。

　険しい山道を乗り越えて。

　何の疑問も無いままに。

　親友だと思っていた相手にんぎようたちは、不気味な笑顔でそう口にしたのだ───




「その瞬しゆん間かん………流石さすがに分かっちゃった。私の言葉には、人の意思を捻ねじ曲げる力があったんだって。私は周囲の人間が言うように………人心を惑まどわす魔ま女じよだったんだって」

　照れくさそうに過去を話す飛鳥に、黒ウサギは言葉を無くしていた。

　そして先ほど軽はずみに笑みを浮かべたことを恥はじた。

　明るく話しているが、彼女の周囲の態度は劇的に変わっていったに違いない。飛鳥が語る以上の絶望と衝しよう撃げきを、齢よわい十歳の少女が受け止めねばならなかったのだ。

　周囲の視線の中には疑ぎ惑わくや恐怖は勿もち論ろんのこと、跡あと目め争あらそいや裏切りもあっただろう。

　そうでなければ、男だん尊そん女じよ卑ひが強い昭和の時代に当主筆頭候補とまで持ち上げられて期待された才女が、山奥の隔離施設に入れられるはずがない。

　先述したように、久遠飛鳥は芯が強く正義感のある少女だ。

　正しきを正そうと彼女が口にするたびに、己おのれの意思とは関係なく相手の意見を封ふう殺さつし、その意思を捻じ曲げていた。自身の潔白を信じ、理路整然と胸を張って生きていたはずの少女は、非情な現実に打ちのめされた。

　本当に悪かったのは私で───私は、人心を惑わす魔女だったのだと。

「そ、その………それで、ご友人とは？」

「それ以降は会ってないわ。錯さく乱らんして色々と喚わめき散らしちゃったけど、洗脳は解けたみたいだったし。普ふ通つうに暮らしていたはずよ」

　では、飛鳥さんは？　と問い返そうとして慌あわてて口を閉じる。

　それを察した飛鳥は背を伸のばして話を続けた。

「その後は今と変わらないわ。私は生まれつきこの性格だもの。ちょっと凹へこまされたぐらいで矯きよう正せいなんて出来るわけないのよ。それからも正しいと思うことは正しいと主張したし、間違っていると思うことは間違っていると主張したわ。だから強しいて変わったことといえば………周囲の本心を信じられなくなった。ただそれだけよ」

　仮面を強制させた世界ぶたいの上で一人、己は正しいと正義を叫さけび続ける。何て事だ。ドン＝キホーテも真っ青の滑こつ稽けいさだ。一見して喜劇だが、決してそれは喜劇では無い。

　共有できない正義ほど、相対しない悪意ほど、この世に無意味なものは無い。

　これが孤こ独どくで無くて何なのだ。これが悲劇でなくてなんなのだ。

　山奥の監獄に幽ゆう閉へいされるまでも無く、久遠飛鳥は生まれた時から孤独だったのだ。

「………飛鳥さんは、どうしてそんな話を黒ウサギに？」

　恐おそる恐る黒ウサギは問う。今の話は久遠飛鳥にとって誰だれにも話したくなかった暗い過去のはずだ。今まで絶対に話そうとしなかった過去をどうして話すつもりになったのだろうと黒ウサギが疑問に思うのは当然だろう。

　飛鳥は即そく答とうを避さけ、天を見上げたまましばし黙だまる。

　雲間から月明かりが見えた頃───飛鳥は立ち上がり、弾はじける様な眩まぶしい笑顔で告げた。




「だから黒ウサギ。私を箱庭に呼んでくれて、本当にありがとう」




　星よりも月よりも眩しく、憂うれいも恥じらいも無い。

　それは久遠飛鳥の魂たましいの形を模したように真っ直すぐな笑顔だった。

「………ぁ、」

　黒ウサギはそこでようやく思い出す。そして改めて涙なみだがこみ上げた。

　暗鬱とした気持ちに支配され、耐たえきれずに漏もらした弱さを、彼女は必死に受け止めようとしてくれていた。黒ウサギがこれ以上、己を責めなくてもいいようにするためにはどうすればいいのかと考えた末に、飛鳥は己の過去の恥はじを告白した。

　───箱庭に呼んでくれて、本当にありがとう。

〝己の家族を、友人を、財産を、世界の全すべてを捨て、我らの箱庭に来られたし〟

　そんな挑ちよう発はつ的で素す敵てきな手紙をくれてありがとう。

　箱庭で過ごした日々の全ての感謝を込めた、会心の笑顔だった。

「こ、こちらこそ………飛鳥さんや、皆みなさんが召喚に応じてくれて、感謝の言葉もありません………！　黒ウサギは………く、黒うしゃは、本当に………[image: !!!]」

　箱庭に来てくれたのが皆さんで、本当に良かった。

　そう言おうとしたのだが、涙と鼻水で言葉を詰つまらせる。飛鳥は苦く笑しようしながらハンカチを取り出して黒ウサギに差し出した。

「十六夜君なら、きっと大だい丈じよう夫ぶ。今まで大丈夫だったんだもの。だから今回も大丈夫よ」

「は、はい………！」

「最強の神殺しだか何だか知らないけど、私たちの敵じゃないわ。そんな奴やつはさっさと倒たおして、みんなで本ほん拠きよに帰りましょう。ジン君の名前も売れて来たし、そろそろゲームの主しゆ催さいに回ってみるのも悪くないわ。そうでしょう？」

「はい………はい………[image: !!!]」

　絶対に帰るのだ。敵がどれだけ強大でも。絶対に皆で生きて帰るのだ。飛鳥がそう口にするたびに、胸に暖かな灯火ともしびが宿るのを黒ウサギは感じていた。

　この暖かさは、決して魔女の呪のろいなどではない。胸に灯ともったこの暖かさが呪いなら、世の恩恵など全て呪いであるに違ちがいない。

　涙を拭ぬぐった黒ウサギは満面の笑みを浮かべて飛鳥に向き直り。




　草葉の陰かげの絶望を見た。

「飛鳥さん、伏ふせて[image: !!!]」

　襟えりを無理やり引き込んで飛鳥を這はいつくばらせる。

　突とつ然ぜんのことに面めん食くらう飛鳥だったが、その理由は次の瞬間に明白となった。

　二人の頭上を飛び越こえる圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かん。もしも飛鳥が立ったままならば食い破られて五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを撒まき散らしていただろう。

　頭上を飛び越えた強きよう襲しゆう者───純白の双そう頭とう龍りゆうは、紅玉の瞳ひとみを光らせて吼ほえた。

「ＧＥＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ[image: !!!]」

　静かだった樹海の夜に獰どう猛もうな雄お叫たけびが響ひびき渡わたる。

　飛鳥は唯ゆい一いつ手にしていた〝ハーメルンの風切り笛〟を振ふるい、木々に疑ぎ似じ神格を宿らせて命じる。

「この………！　私たちが逃にげるまで、双頭龍を喰くい止めなさいッ！」

　樹木が生命を受けたように脈動する。

　森の枝は千の鏃やじりに、幹は百の槍やりとなって双頭龍の四し肢しを貫つらぬく。如何いかに只ただの樹木といっても疑似神格を宿らせた木々は並の武具を遥はるかに上回る。

　しかしその代だい償しようとして、木々は命を使い果たしたかのように急速に衰おとろえて枯かれ木へと変わっていく。前回の様に土地そのものを緩ゆるやかに神しん殿でんと化したわけではない。

　疑似神格によって霊れい格かくを燃ねん焼しようさせた木々は、瞬またたく間に枯れ木となって崩くずれ落ちた。

　双頭龍は鮮せん血けつを散ばら撒まきながら尚なおも吼える。

　その血液から更さらなる一頭龍が生まれて次々とその数を増やす。それでも一体だけなら逃げ切れると踏ふんだ飛鳥だが、黒ウサギの絶ぜつ叫きようを受けて振ふり返る。

「飛鳥さん！　もう一体隠かくれてますッ！」

　灼しやく熱ねつの身体からだを持つ双頭龍が飛鳥の不意を打つ。しかし飲料用に出していた水樹の枝が、先ほどの命令で疑似神格を宿して、飛鳥を守る為ために水流を放出する。

　ぶつかり合う気き炎えんと水流は周囲を覆い尽つくすほどの水蒸気となって視界を隠す。

　それを好機と見た飛鳥は黒ウサギの手を握って走り出した。

「逃げるわよ！」

「で、でも何処どこに!?」

「双頭龍が居たということは、此処は〝煌焰の都〟からそんなに離はなれていないのよッ！　アルマテイアと合流できればまだ助かるチャンスはあるわッ！」

　一か八ばちかだがそれに賭かけるしかない。幸いなことに樹海には灼熱の双頭龍が疾しつ走そうしてきたような跡あとがあった。それを辿たどっていけばどうにかなるかもしれない。

「絶対に………絶対に生きて帰ってやる………[image: !!!]」

　終われない。こんなところで終われない。絶対に終われない。

　年長組を残したまま死ねない。

　旗も取り戻もどしてない。

　名前も取り戻してない。

　仇かたきの魔ま王おうを倒してない。

　まだハロウィンもしていないッ[image: !!!]

　何一つとして成していないまま終わらせてなるものかと、飛鳥は全力で走り出す。

　だが双頭龍を前にして、それは余りにも浅せん慮りよだった。

「ＧＥＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ[image: !!!]」

　双頭龍の咆ほう哮こうで辺りを包んでいた水蒸気は瞬く間に散っていく。華きや奢しやな飛鳥と黒ウサギはそれだけで枯れ葉の様に吹ふき飛んだ。

　二人は木々に全身をぶつけて虫の様にのた打ち回る。

　今までアルマテイアという強力な防護があったから戦いになったものの、人間の身体である飛鳥では神しん霊れいの吐と息いきを受けただけで命を奪うばわれかねない。

　後頭部を幹に三度ぶつけて樹海を転げ回った飛鳥は脳のう震しん盪とうを起こし、揺ゆれる視界の中、それでも戦う意志を見せて顔を上げる。

　だが飛鳥の目の前には既すでに、灼熱の吐息が迫せまっていた。

「……………」

　迫る陽炎かげろうに背筋が凍こおる。

　左右に揺れる脳のう味み噌そでも理解できる。

　悔くやしさと申し訳なさで瞳を潤うるませながら、飛鳥は死を覚かく悟ごする。

「あ………飛鳥さんッ[image: !!!]」

　黒ウサギは飛鳥と双頭龍に向かって走り出す。

　彼女も同じように全身を殴おう打だして吐はき気までしていたが、そんなものは気にも留めない。今の細ほそ腕うででは飛鳥を抱かかえることも出来ないだろう。全てが無む駄だになるかもしれないと、そう知った上で樹海を駆かけた。

　幾いく星せい霜そうの遥かな過去───仏話の〝月の兎うさぎ〟が己の身を捧ささげたように。

　最愛の同士を守る為に、黒ウサギは灼熱へと飛び込んだ。




　　　　＊




　───〝煌焰の都〟・近きん隣りんの樹海。

　鋼はがねの天使との戦いで徐じよ々じよに追い込まれていたリンたちは、樹海の奥で燃え上がる火柱を見て双頭龍が近くで戦っていることに気が付く。

　リンは手持ちの最後のナイフを投げつけながら強きよう烈れつに舌打ちした。

「誰かが双頭龍と戦ってる………!?」

　響き渡る絶叫と火柱に瞳を奪われる。鋼の天使はその隙すきを逃のがさなかった。空間跳ちよう躍やくで瞬しゆん時じに距きよ離りを詰めた鋼の天使は大たい剣けんをリンに向かって振り下ろす。

　だがその大剣がリンに届くことはない。

　相対的な距離を操あやつる彼女の恩恵ギフトは、自身を守るという点において最強の一角である。何故なぜなら相対距離を操るということは対象の到とう達たつ速度・到達時間を間接的に操作できることと同義であるからだ。

　突然速度を失った大剣は重じゆう鈍どんな動きのまま空を斬きる。

　今度はその隙を混こん世せい魔ま王おうの龍りゆう炎えんとアウラの竪たて琴ごとが襲おそう。

「合わせろ年とし増まァ!!」

「誰が年増ですか!!」

　目を吊り上げながら黄金の琴きん線せんを弾はじく。ケルト神群の神格を宿す竪琴は天候を操り雷らい鳴めいを呼び込む。雨の様に降り注ぐ天てん雷らいが鋼の天使を射い貫ぬく。

　鋼の塗と装そうを砕くだきながら稲いな妻ずまと炎が包み込むが、破は壊かいした部位はその直後に修復されていく。二人の攻せめが効いていないのは明白だった。

「チィ、木偶でくの坊ぼうでも神霊ってことかァ!?　おいおい、どうする!?　俺たちの火力じゃ倒し切れないぞリン嬢じようちゃん！」

「そんなこと分かってる！　せめて何処の天使をモデルにしてるか分かれば………！」

　如何に第三永久機関の霊格が高くても、それ単体で神群を築くほどではないはずだ。外見や骨格こそ未知の天使だが、その核かくとなる霊格は既き存そんの神群から借りているに違いない。〝ウロボロス〟に所属しているのは、何も魔王だけではないのだから。

（誰だれだ………!?　誰がマクスウェルに霊格を貸している!?　ううん、貸すことが出来る!?）

　天使といえば多くの者が、聖書に記述される神霊を最初に思い浮うかべるだろう。だが実際には天使と称しようされる神霊はエンジェルやキューピッドなど多種多様だ。

　旧約・新約聖書やギリシャ神群にローマ神群など挙げていけばきりがない。

（〝ウロボロス〟に与くみしている神群で、尚なお且かつ第三永久機関に関係がありそうな神霊………例えば第三永久機関を開発する為に投資していた財団が、神群の旗印を借りていたとか、そういう路線はどう………!?）

　ギリシャ神群の〝ケーリュケイオン〟などはその一例だ。彼らは一九〇〇年代後期から二〇〇〇年代までに設立される財団や商業学校などにその旗印を貸かし与あたえている。アルマテイアなどはイージスシステムなどに名を貸すことで霊格をより高めている。

　だがその分野が核となると、完全にリンの知識の範はん囲い外がいだ。

（コイツを完全に倒す為には、第三永久機関に携たずさわった組織なり財団なりを知らなければ倒せない！　二〇〇〇年以降か、或あるいはもっと遥かな未来の外界人じゃないと───）

　思考を奔はしらせるリン。その刹せつ那な、背後から強烈な光が襲った。

「きゃあ!?」

　轟ごう々ごうと一ひと際きわ大きな雷鳴が天を揺らす。だがアウラの竪琴による稲妻ではない。地上から天上へ向けて輝かがやくその雷らい光こうは連続して眩まばゆく夜空を照らしている。

　大地から稲妻が奔るはずがない。それを不ふ審しんに思ったジンはグライアの背中から乗り出して俯ふ瞰かんする。謎なぞのその雷光は、先ほどの火柱の中心から[image: 迸]ほとばしっていた。

「雷光………？」

　だが稲妻の恩恵は並の実力者では授さずかることはできない。〝神かみ鳴なり〟の名が示す通り天空神や主神級の助力があって初めて行使出来る恩恵だ。

　一体誰が使っているのかと考えているのも束つかの間、雷光はより激しさを増して樹海を燃え上がらせていく。

　離れているジンたちの視界までもが青白い光に包まれ、一同は足を止める。先ほどのアウラの稲妻とは比べ物にならない。樹海の全すべてを焼き払はらうのではないかという稲妻の乱らん舞ぶは止とどまるところを知らずに強大さを増している。

　己おのれの命を鼓こ舞ぶするかのような激しい稲妻に、ジンは瞳を見開いて大きく息を吞のむ。

「まさか………彼女が………!?」

　これだけの稲妻を行使出来る存在を、ジンは一人だけ知っている。

　一際激しい雷光が一帯を満たした瞬しゆん間かん───その術者は、煉れん獄ごくと共に姿を現した。




　　　　＊




　灼熱の吐息に吞み込まれた黒ウサギは、四肢が焼け爛ただれて焼失していくのを感じていた。

　燃え落ちていくのは彼女の四肢だけではない。

　希望が見え始めていたはずの明日も。

　コミュニティで過ごした優しかった日々も。

　異世界から来た問題児たちとの軌跡が、全て儚く燃えていく。

　全ては身の程も知らない愚か者が一夜の夢を見ていただけだったのだ。滅ぶのなら自分たちだけで滅べばいいものを、彼らの優しさに縋りついて落日まで巻き込んでしまった。

　箱庭に呼ぶべきではなかった。

　出会うべきではなかったのだ。

　箱庭の貴族などと持て囃されても、いざという時に何が出来たというのだ。彼らの輝く才能に、前途に目が眩んで後ろではしゃいでいただけではないか。

　悔恨は尽きない。謝罪の言葉はもう届かない。

　全てを悔いるように灼熱に炙られるその今際いまわ。

　天地を揺るがす轟雷が、天啓を授けるように夜空に響いた。

（っ………!?）

　生と死の境界が七つの光とともに視界を埋うめ尽くす。自身の身体が燃もえ尽きる今際の刹那───遥か遠い、昔の残光が瞳に映った。

「……………」

　頭上に青い大地が広がっている。左右には生命が住む余地などない灰色の地表とクレーター。その光景が月面だと理解するまでさほど時間はかからなかった。

　どうやら月面で大きな戦争があったらしい。

〝月界チヤンドラ神殿・マハール〟の周囲には仏門と思おぼしき旗印と、三頭龍が背負う悪の御み旗はたが散乱している。しかしその御旗を背負っていたのは、三頭龍ではなかった。

　月神チヤンドラの巫女みこと思われる兎族の亡なき骸がらを抱だきしめながら、泣き咽むせぶ独りの戦士。

　全身に傷を負って血を流し、刀折れ矢や尽つきてまで戦った彼は、しかしそんなものは意に介かいさないと、雄お叫たけびのような泣き声を上げて亡骸を強く抱きしめていた。





　───どうして、俺を庇かばったのだ。

　　　　所しよ詮せんこの身は生来の悪神。

　　　　何者かに倒たおされるのが、魔王の宿しゆく業ごうだというのに───！






　滂ぼう沱だの涙なみだを流すその悲痛な叫さけびに、黒ウサギは戦士が何者であるかを悟さとる。

〝拝火教ゾロアスター〟のアジ＝ダカーハと同じく〝悪〟の御旗を背負って生まれながら、後に善神の筆頭とまで呼ばれるに至る者。

　酒を好み、女を好み、戦いを好み、そして人の良性を愛した善と悪の神霊。

　軍神・〝帝たい釈しやく天てん〟。

　恥はじも外聞も投げ捨てて女の死体を愛いとおしそうに抱きしめて泣き続けるその姿は、とてもではないが悪神とも魔王とも思えない。戦せん禍かの中で散らされた命を嘆なげくその様は既に神霊ですらない。その小さな背中は、むしろ人間の矮わい小しようさに似ていた。

（この兎族の巫女は………まさか………？）

　仏門と帝釈天の最終戦争の中で、魔王として征せい伐ばつされることを覚悟していた彼を庇い、儚はかなくもその命を散らした兎族の少女。その全身は煉獄で焼かれたように黒く崩くずれている。

　既に息絶えた巫女は傷つきながらも、その口元には満足気な笑えみが浮かんでいた。兎族の少女の死に顔には、愛した人を最後まで守り抜いたという安あん堵どだけが残っている。

　己おのが献けん身しんの全てを捧げて、悪神としての運命を変えた兎族の少女。

　この目の前の悲劇こそ仏話〝月の兎〟の真実なのだと、黒ウサギは灼しやく熱ねつの中で悟る。

（我が主神………我が祖………！）

　遠い祖の儚くも尊い散り様に、黒ウサギは己の魂たましいを奮わせる。

　霊れい格かくを失い、恩恵を失ったからといって、〝月の兎〟の誇ほこりまでは失っていない。二百年前の悔かい恨こんがこの身を縛しばるというのなら、三年前の落日が痛むというのなら、此こ処こで晴らさずに何時いつ晴らすのだ。このまま地じ獄ごくに落ち、煉獄に身を焼かれようとも、最後まで同士を守り抜かねば、死んでも死にきれない。

　───ありがとうと。縋りついただけの自分にそう言ってくれた人がいる。

　───仲間だと。嬉しそうにそう呼んでくれた人がいる。

　───救ってやると。今日まで力強く引っ張ってくれた人がいる。

　だから終われない。

　終われないのだ、こんな形で。

　守り抜くのだ、今度こそッ!!




　散るならばせめて、仲間の為ために。この命よ、今こそ燃え上がれ………[image: !!!]




「ああぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁっぁあぁ────[image: !!!]」

　その断だん末まつ魔まと共に黒ウサギは全身が焼しよう失しつし───同時に、生誕の産うぶ声ごえを上げる。

　燃え落ちた四し肢しは稲妻とともに再生し、緋ひ色いろの髪かみは赤い稲妻となって灼熱の炎ほのおを撃うち抜く。そしてその頭上には、黒ウサギのトレードマークであるウサ耳が生えていた。

　神代の縫ほう術じゆつで編まれた衣ころもを身に纏まとい、天地神明に雷鳴を轟とどろかせる。

　これは黒ウサギに霊格が戻もどったのではない。

〝月の兎〟の伝承を体現し死を超ちよう過かして転生した新たな黒ウサギの姿がそこに有った。

「く、黒ウサギ………!?」

　飛鳥は眼前の光景に瞳ひとみを奪うばわれながらも、彼女の身に何があったのかを理解する。

　黒ウサギの額に浮かび上がる帝釈天の神しん紋もん。飛鳥の物とは比べ物にならないが、あれは紛まぎれもない神格の証あかしだ。

　黒ウサギの見せた同士への献身が、帝釈天の神格をその身に宿らせたのだ。

「覚かく悟ごしろ、双そう頭とう龍りゆうッ！」

　今までの比ではない神しん雷らいをその身に宿らせて黒ウサギは双頭龍の前に立つ。

　朽くちたはずの金剛杵ヴアジユラは先せん端たんを青い稲妻で覆おおう槍やりとなって新生し、黒ウサギの手の中で雷鳴を蘇よみがえらせる。

　双頭龍は激しい雄叫びを上げて灼熱を放つが、黒ウサギは避さけることをせずに突とつ進しんした。元より神しん霊れいに近い霊格を授かっていた黒ウサギに帝釈天の神格が宿ったことで、そのスペックは今までの数倍にまで引き上げられている。

　全身を覆うように帯電している稲妻だけで双頭龍の灼熱を振ふり払い、黒ウサギは双頭龍の身体からだを一ひと太刀たちの許もとに両断した。

「ＧＥＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ[image: !!!]」

　燃え落ち、炭と化す双頭龍。

　だが敵は一体ではない。

　純白の総身の双頭龍は高い身体能力で瞬時に黒ウサギの側面に回り込んで凶きよう爪そうを振りかぶる。だが黒ウサギは咄とつ嗟さに金剛杵を持ちかえて柄つかから流す様に爪つめを捌さばき、切っ先で双頭龍の片首を切り落とす。

　鮮せん血けつの噴ふん水すいが、樹海に撒まき散らされる。

　双頭龍の流した血は即そく座ざに大だい蛇じやや鰐わにとなって黒ウサギに襲い掛かかる。

　その数は十や二十では利かない。

　蠱こ毒どくの中にいるのではないかと錯さつ覚かくしそうになるほど大量の害がい獣じゆうが降り注ぐ。数秒で骨も残らない毒どく牙がの雨はしかし、黒ウサギの放つ赤い稲いな妻ずまの一いつ閃せんによって焼き払われた。

「凄すごい………！　でも、あの神格は………[image: !!!]」

　飛鳥は未熟ながらも悟っていた。黒ウサギに宿っているあれは神格ではない。疑似神格だ。与えられている力の規模こそ違ちがうが、飛鳥が使っているものと同系統だ。

　疑似神格は本体の命を削けずる諸もろ刃はの剣つるぎ。

　黒ウサギは今まさに、命を燃やして戦っているのだ。

「もういい………！　もういいから、逃にげなさい黒ウサギッ！　今の貴女あなたなら逃げ切れるはずよッ！」

　全身の骨と肉が軋きしみ、衣が身を焦こがす炎に変わっても、黒ウサギは戦いを止やめない。双頭龍は片首を失って重傷だが、それでも飛鳥の力では手に余る。

　この身が燃え落ちたとしても、此処で戦いを止めることだけは絶対に出来ない。

「………っ、あああああああッ[image: !!!]」

　退けない。退けない！

　退けるはずがないッ!!

　退けば同士が死ぬのだッ[image: !!!]

（我が主神よ………！　どうかもう少しだけ、黒ウサギに恩おん恵けいを………[image: !!!]）

　金剛杵を更さらに二つ、三つ、四つと召しよう喚かんし、双頭龍に狙ねらいを定める。

　撃てと命じたその直後、双頭龍は大きな賭かけに出た。

「ＧＥＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ[image: !!!]」

　双頭龍は稲妻と金剛杵の放射によって出来た僅わずかな硬こう直ちよくを突ついて決死の襲しゆう撃げきを仕し掛かける。直ちよく撃げきは撃げき滅めつ必至だが、その決死の度量が僅かに黒ウサギを上回る。

　長槍となった金剛杵は近接では不利だ。純白の双頭龍は属性を持たないが故ゆえに他ほかの双頭龍よりスペックが高い。黒ウサギと双頭龍は超ちよう身体能力を発揮して樹海を駆かけ抜ぬけ、付かず離はなれずの攻こう防ぼうを繰くり返す。

　樹海を抜けて少し広い場所に出た両者を、ジンたちが驚きよう愕がくの声で迎むかえた。

「く、黒ウサギッ！　やっぱりさっきの雷らい鳴めいは黒ウサギが!?」

　戦う黒ウサギに問うが答えは無い。

　戦いに没ぼつ頭とうしている今の彼女には声は届かない。

　両者の激しい戦いに反応したのは、むしろ鋼はがねの天使の方だった。

「Ｌａ………Ｒａ………[image: !!!]」

　初めて声らしいものを発しながら、黒ウサギに大剣を振りかざす鋼の天使。しかしウサ耳を取り戻した黒ウサギの情報収集能力は圧あつ倒とう的だ。周囲一〇〇〇ｍ以内ならほぼ把は握あくできる今の彼女に奇き襲しゆうは通用しない。背後からの襲撃を後転しながら避けた黒ウサギは、二体を一直線上に捉とらえたのを確かく認にんし、一枚の紙し片へんを取り出す。

「召喚こい、〝疑似神格プラフマーストラ・梵釈槍・レプリカ〟───[image: !!!]」

　神しん鳴めいが響ひびき、顕けん現げんする必勝の槍。黒ウサギの纏まとう神代の衣は既すでに全身に火が点ついている。この一投を外せばもう後がない。

　大地を、天を、星を穿うがつ裂れつ帛ぱくの気き迫はくを込めて黒ウサギは吼ほえた。

「貫つらぬけええええええ────[image: !!!]」

　太陽の光輪が切っ先に宿らせた神槍はかつてない霊格を放出し───第六宇宙速度という尋じん常じよう外の速度を叩たたきだして双頭龍と鋼の天使を纏めて撃ち貫ぬく。

　百の稲妻は千に成り、万に成り、億兆もの束となって二体の化け生しようを焼き尽つくす。

　貫いた対象が消しよう滅めつするまで無限にエネルギーを放出し続ける槍は最後に日輪を夜空に輝かがやかせて破は裂れつさせる。

　その圧倒的な戦せん闘とう力に、天使と戦っていた〝ウロボロス〟の面々は顔を蒼そう白はくにしていた。尋常外なんてものではない。彼女の戦闘力は今や最強種と比べても見み劣おとりしないだろう。樹海は戦いの余波で焦しよう土どと化し、生き物が住める余地は残っていない。

　視界を覆い尽くすほどだった濃のう密みつな森林は地平が見えるほど見晴らしがよくなっている。あの金剛杵の一つ一つに都市を破は壊かいするだけの力が込められていなければこうはならない。

「これが〝箱庭の貴族〟………〝月の兎うさぎ〟の真の力………！」

　箱庭都市の創始者の眷けん属ぞくにして、審しん判ぱんの秤はかりを預けられた一族。

　額に帝釈天の神紋を輝かせていた黒ウサギは、敵が完全に消滅したことを確認して、そこでようやく全身から力を抜いた。

「………っ……」

　そこで黒ウサギは異変に気が付く。

　身に纏う炎は、戦いを終えても消える気配は無かった。

（ああ………やっぱり、そうなのですね………）

　全すべてを受け入れたように、金剛杵から手を放す。

　これが恩恵の対価。命を賭とした〝月の兎〟の最さい期ご。

　その身を炎で焼いて与あたえた兎は、年老いた翁おきな───帝釈天の化け身しんを救った。

　それが〝月の兎〟の伝承。

　献身の象しよう徴ちようとして命を捧ささげ、ただ一度だけの軍神の恩恵と奇き跡せきを引き寄せる。この炎はその対価を徴ちよう収しゆうする為に煉れん獄ごくから黒ウサギを手招いていた。

　黒ウサギは全身を焼くその痛みで己おのれの身体を抱だきしめる。だが後こう悔かいは無かった。

（我が主神よ………この命、貴方あなたにお返しします）

　奇跡に感謝して跪ひざまずく。そこに恨うらみはない。元より失われるだけで終わるはずだった命。一度の奇跡を摑つかめただけでも、身に余る恩恵だ。

　煉獄は間もなく黒ウサギを六道に導くだろう。黒ウサギの意識はそこで途と絶だえた。

　地獄の口が開こうとしているその瀬せ戸と際ぎわ───己を顧かえりみず飛び込む人ひと影かげがあった。

「だめ、逝いかないでッ！」

　飛鳥は足取りも危あやうい状態で、燃える黒ウサギに手を伸のばす。煉獄は生者を焼きはしない。だがその身を焼く痛みは本物だ。

　全身火傷やけどにも等しい激痛に耐たえながら、飛鳥は涙なみだを流して叫さけぶ。

「消えろッ！　消えろッ!!　お願い、消えてッ[image: !!!]」

　煉獄の業ごう火かに向かって命じる。だが炎が消える気配はない。六道の地獄から吹ふき荒あれる業火は津つ波なみの様に押し寄せて二人を包み込む。

　如何いかに生者を焼かぬとはいえ、このまま地獄の窯かまが開けば飛鳥までもが吞のみ込まれて命を落とすだろう。それどころか飛鳥を苛さいなむ激痛はいつショック死してもおかしくないほどに膨ふくれ上がっている。

　だがそれでも諦あきらめないと、飛鳥は滂ぼう沱だの涙を流して天に訴うつたえる。

「帝たい釈しやく天てん………！　貴方が本当に善神だというのなら！　世に蔓延はびこる悪を討うつという神だというのならッ！　その教義に邁まい進しんした、貴方の眷属を御お救すくい下さいッ[image: !!!]」

　黒ウサギはその生しよう涯がいで、ただの一度も正道を違たがえることは無かった。

　貧困に苦しむコミュニティを見捨てることなく、たった一人で苦難を乗り越こえ、清く正しく生きてきた。

　その人生がこんな悲劇で終わることを、飛鳥は許せなかった。

「彼女が助かるのなら、私が身代わりになっても構いませんッ[image: !!!]　煉獄でこの身を焼く覚悟もありますッ[image: !!!]　願いを聞き届けてくれるなら、この身の全てを天に捧げてもいいッ[image: !!!]だから………お願い………[image: !!!]」

　最後は、涙で言葉にならなかった。

　業火はまるで巨きよ大だいな顎あぎとのように二つに分かれて二人を覆う。

　全身に炎が奔はしり、煉獄に吞み込まれかけたその瞬しゆん間かん。

　飛鳥は雷鳴と共に天の声を聴きいた。

「………ぁ……」

　願いを聞き届けたかのように、天空に轟とどろく雷鳴。

　二つ三つと輝く雷らい光こうの中、飛鳥は確かに神の姿を見た。

　雷光の中に佇たたずむ神の姿は獣けもののようでもあり、人のようにも見えた。

　やがて業火は消え、静せい寂じやくが訪おとずれる。

　全身を襲おそう痛みと焦しよう燥そうで飛鳥は気を失い、荒こう野やに倒たおれ伏ふすのだった。







[image: ]

　過去を語る夢の始まりは、こんな語り出しだった。





　───あの壁かべの向こうに何があるか。

　　　　お前は、それを知りたくないか？






　幼かった金糸雀カナリアにそう告げたのは、燕えん尾び服ふくを着た影かげ絵えの魔ま物もの。

　二次元的、平面的な身体しか持ち合わせていない燕尾服の魔物は、老ろう若にやく男なん女によを誘ゆう拐かいしては己の居城に閉じ込め、その度たびに今の言葉を告げていた。

　燕尾服の魔物が指す壁とは、箱はこ庭にわの東西南北を仕切る高さ数千メートルという境界壁へきのことだろう。

　西側に位置するこの土地の境界壁は門が設置されていない。否いな、正確には設置されているが、それは標高数千メートルという頂に造られた小さな小さな鉄門だ。この西側を出て壁の向こうを確かめるというのなら、その壮そう絶ぜつな旅路に身を投じる必要がある。

　しかし連れ去られてきた全ての人間はその質問に対し何の感かん慨がいを抱いだくこともなく、キョトンとした顔で小首を傾かしげるしかなかった。

　その挑ちよう戦せんが無む駄だだと思ったわけではない。

　その価値を見いだせなかったわけでもない。

　では彼の言葉を理解できなかったのかというと、そういうわけでもない。

　もっと前の段階から彼らは話の根幹を受け止められていなかったのだ。

〝何故なぜそんなことを聞くのだろう？〟、と。

「───……」

　理由を率そつ直ちよくに述べると。

　彼女たちが生まれた箱庭の西側は、完成された理想郷ユートピアだった。

　ある学者は、理想郷の定義を簡潔にこう告げた。

『国民の凡およそ全ての人間が平均的な所得を貰もらい、差異の無い家屋を建て、胸にささやかな信しん仰こう心を秘ひめ、日々を安あん寧ねいに過ごせる場所である』と。

　それが理想郷の定義だというのであれば、西側は正しよう真しん正しよう銘めいの理想郷だった。

　彼らの街では輝く宝石と鈍にび色いろの石が同価値で扱あつかわれる。

　物資の均等化が行われている彼らには、生まれた時から物価という言葉がない。あらゆる物資が望むだけ支給される彼らの土地では、希少性というものは存在しない。故ゆえに独自性というものは育はぐくまれない。個が存在しない彼らには闘とう争そうを行う意味がない。だから敗者は生まれず、勝者も存在しない。平等社会を意識せずに実現していた彼らに、競争社会という概がい念ねんはなかった。

　故に、彼らは幸せだった。

　客観的に見れば幾いくつかの不便はあったかもしれない。

　箱庭の天幕は常に曇どん天てんに包まれ、都市を囲う数千メートルの境界壁はあらゆるものの侵しん入にゆうを許さず、また人材の流出を許さない。取ってつけたような小さな小さな門は天を衝つくかのような巨大さを誇ほこる境界壁の頂上に設置され、そこに至るまでの道のりは阿あ闍じや梨りの修しゆ行ぎようよりも遥はるかに険しい。箱庭の名に相応ふさわしい完成された鳥とり籠かごがそこにはあった。

　しかし、彼らは幸せだった。

　物の見方を変えると、西側は〝閉鎖世界デイストピア〟と批判されても仕方がない物だったかもしれない。闘争がなく、差別がなく、疫害もなく、毎年毎月毎日毎秒同一の日々を送る彼らはそもそもからして不幸というものがどういうものかすら知らない。

　だから彼らは幸せだった。

　そうとしか言いようがなかった。

　不幸がないのなら幸せでしかないではないか、と。

　そんな場所で生まれた彼女たちも周囲の例に漏もれず、己の日々に疑いを持つこともなく幸せを甘受していた。人間が許容できる限界一いつ杯ぱいまで満ち足りていた彼らに、燕尾服の魔物が甘言に込めた情熱を理解するなど到とう底てい不可能だった。





　───あの壁の向こうに何があるか。

　　　　お前は、感動それを知りたくないか？






　燕尾服の魔物は敢あえて直接的な言葉を避さけた。競争社会を知らない彼らは虚きよ偽ぎというものを知らない。故に疑うという行こう為いをしない。真意を測ろうとしない。

　それはつまり、彼らが考える生きるということをしない家か畜ちくであることを示していた。

　衣服を与えられ、家屋を与えられ、定期的に餌えさを与えられる。

　思考を放ほう棄きした、生きる肉にく袋ぶくろ。

　彼らが生産する捧げるのは信仰だ。

　思想教育、偏へん向こうした知識、人類種の品種改良。

　これには宗教という洗脳が最も効率が良い。理想郷の設立という大義名分を得た一部の神群はこの鳥籠を歓かん迎げいした。これこそが、人と神のあるべき姿であると。

　理想郷こそ人と神が共きよう依い存そんを築ける理想形。

　多くの神群がその鳥籠の格子システムに変質していく中───燕尾服の魔物は、しゃらくせぇと彼らを一いつ蹴しゆうした。

　生と死と猥わい雑ざつな愛を司つかさどる燕尾服の魔物は、己の全存在を賭として彼らを糾きゆう弾だんしたのだ。




　───葉巻の美味うまさと、排はい煙えんの毒を知らずに生きろだと？

　───酒の快楽と、その中毒から学ばずに生きろだと？

　───愛の無い性行と愛の在る性行の差を知らず、命を育めだと？




　圧あつ倒とう的自己愛なくして、究極の博愛は生まれない。自由と自主性を根絶させようとする神群たちと燕尾服の魔物は、その存在が発生した瞬間から相あい容いれない。

　燕尾服の魔物───本来なら神しん霊れいに属する彼は、奴ど隷れい制度が支配する時代に誕生した。奴隷たちの自由の象徴として彼は嗜し好こう品である葉巻とラム酒を掲かかげ、束そく縛ばくされない愛を賛美した彼は、帝釈天と同じく〝人に最も近い神霊〟の一角として誕生したのだ。

　そんな彼だからこそ、認められなかった。

　人権を望みながら、家畜として扱われた彼の愛いとしい信徒たちの名めい誉よに賭かけて。

　圧倒的不利を承知しながらも、彼は偽いつわりの理想郷と戦うことを決意する。

　しかし多くの神群において彼の主張する快楽は禁きん忌きとされ、悪徳な行為とみなされている。故に彼は善性の神霊として生まれながら、魔ま王おうの烙らく印いんを刻まれた。

　本来の魔王という定義には当てはまらないのに………当時の神群は、声を揃そろえて彼と彼の神群を呪のろったのだ。だが燕尾服の魔物はどんな汚お名めいを着せられても、掲げた反旗を決して取り下げようとはしなかった。

　邪じや教きようの神と罵ののしられようと。

　黒くろ魔ま術じゆつの宗そう主しゆだと偽りを流る布ふされようと。

　神霊としての誇りも主張も踏ふみ躙にじられ、愛した信徒たちを悉ことごとく蹂じゆう躙りんされても、彼は戦いを止やめなかった。

　やがて世界の四分の一が理想郷という名の牧場になり、人類の終末が結論付けられる間ま際ぎわになっても………薄うすっぺらい影絵の魔物に落ち延びて尚なお、彼は求道を諦めなかった。

　生と死、愛と快楽を司る彼は、世界の誰だれよりも人間の可能性を信じていた。

　人類おまえたちならば、この辛つらく険しい試練を乗り越こえてくれる、と。

　私の愛した人類の結末は、こんな下らないものじゃないはずだ、と。

　確信にも近いその気持ちの出所は、神霊から人間に対する信仰だ。そしてその信仰こそ新しい人類の可能性になると魔物は知っていた。

　だから燕尾服の魔物は信じた。或あるいは狂きよう信しんした。

　無限の可能性を内包するこの箱庭なら、この鳥籠の中でも出会えるはずだと。

　人の信仰が神を生み、神の信仰が人の可能性を生んだのだ。

　ならばきっと出会える。きっと、希望となる人間が生まれてくる。

　それが砂さ丘きゆうの中で小さな宝石を探す行為であったとしても、燕尾服の魔物は諦あきらめなかった。己おのれの求道は正しかったのだと、散って行った信徒たちの信仰は正しかったのだと、一心不乱に狂信し───

　遂ついに彼は、砂丘で星を手にした。

「───……壁の向こうには、何があるのですか？」

　理想郷から攫さらってきた一人の少女──フワリと甘い香かおりが漂ただよう金きん髪ぱつが特とく徴ちよう的な彼女は、愛らしく小首を傾かしげ、抑よく揚ようの無い声で問い返す。

　声こわ音ねに宿る感情は希き薄はくなものだ。相あい槌づちのように返されたその問いは無機質なものに感じられただろう。ましてや、彼女の年ねん齢れいはまだ十歳になったばかりという程度。

　身長は平均より僅わずかに低く、両手には年相応の人形を抱だきしめている。物の価値が均等化されたこの理想郷では、この時点で既すでに異い端たんでしかない。

　だが燕尾服の魔物には───彼女の姿が、輝かがやく星に見えた。

　しかしそれも仕方がないだろう。

　幾いく千幾万幾いく星せい霜そう、この閉とざされた鳥籠の中で、星々の数よりも多くの人間に問いかけてきて、ようやく出会えた一筋の光明。それが彼女なのだから。

「……っ……」

　影絵の総身に、稲いな妻ずまのような衝しよう撃げきが走る。柄がらにもなく瞳ひとみを潤うるませた彼は今こそ、皮肉屋の運命に跪ひざまずいて感謝を告げたかった。

　神霊が運命などというものを口にするべきではないかもしれない。

　しかし箱庭の、世界の趨すう勢せいが今まさに決まろうとしているこの時代に、救世の可能性を持つ少女が現れた。この出来すぎた出会いを運命と呼ばずして何と呼べというのだ。

「………壁の、向こうには───」

　ハッ、と。問いに即そく答とうしようとした言葉を、燕尾服の魔物は寸でのところで飲み下す。すぐにでも己の信徒として迎むかえ入れたかったが、彼はその欲よつ求きゆうを渾こん身しんの努力で抑おさえた。理想郷───〝閉鎖世界〟とそれに与くみする神群と戦っているのは、彼だけではない。

　東側は帝たい釈しやく天てん率いる混成神群・十二天神が戦っている。

　南側は西せい欧おうの神群が移住し、反はん撃げきの機会を窺うかがっているという。

　北側は吸きゆう血けつ鬼き・牛ぎゆう魔ま王おう・酒しゆ吞てん童どう子じ・金きん毛もう九きゆう尾びを中心に悪あつ鬼き羅ら刹せつが挙兵したと聞いた。

　これほどの修しゆ羅ら神仏が攻こう勢せいに出ているというのに、何いずれも戦せん況きようは芳かんばしくない。

〝閉鎖世界〟は最強の神殺しという側面も持っている。絶対的な管理政治と異教徒への弾だん圧あつは、他ほかの神霊たちを阻はばむ最強の鎧よろいである。

　しかし内側からその鎧を打ち破る存在が現れたのなら───それは全すべての勢力が待ち望んでいた、希望の星となるだろう。ならばこそこの至宝は、より多くの神々の手で磨みがかれるべきだ。

　独どく占せんしたい気持ちを押し込めた燕えん尾び服ふくの魔ま物ものは、影かげ絵えを揺ゆらしてニヒルに笑う。

「壁かべの向こうに何があるのか。………それが知りたいなら、お前のその足で確かめに行かねえと」

「私が、自分で？」

「そうだ。お前が〝知りたい〟と思ったその気持ち。それは他者から得た情報じゃ決して満たされない。お前がその足で、その瞳で、その魂たましいの全てで軌き跡せきを刻み、ようやく僅かに満たされる代しろ物ものだ」

　それでもお前は───鳥籠に挑いどむ勇気はあるのかと、影絵は笑えみを浮うかべる。

　………とはいえ、もしもここで首を横に振ふられたら全て台無しなのだが。後に聞いたところによると、彼女は彼女なりの決意を抱いだいて問い返していたらしい。

　燕尾服の魔物を見上げた彼女───金糸雀はしばし逡しゆん巡じゆんしたのち、確かな一歩を踏み出す。




　この一歩こそ、人類の未来を閉ざした最強の魔王───〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟・魔王ディストピアと人類の、そして神々の、幾星霜にも亘わたる長い長い戦いの始まりだった。

　一人の少女と魔物は、人類の結末を変える為ために様々な旅をした。

　箱庭から観測できる限りの〝歴史のパラダイム転換期シフト〟を引き起こすため、師事した神々と共に、人類史が良い方向に向かうよう戦い続けた。

　両者のぶつかり合いは時に八〇〇〇万という大量の犠ぎ牲せい者しやを生むこともあった。その結果を大きく悔くい、挫ざ折せつしそうになったこともあった。

　しかし箱庭を人類牧場にすることだけは断じて許容できないと、挫折の度たびに奮起し、彼女たちは歩み続けた。その戦いぶりに感化された〝閉鎖世界〟側の神群や天使たちも、徐じよ々じよに彼女たちと轡くつわを並べるようになる。

　それが東南北を繫つないで造られた箱庭最大の同盟コミュニティ。

〝ノーネーム〟となる以前の組織。

　其その名は〝アルカディア〟。

　ユートピアとは違ちがうもう一つの理想郷を目指す彼らは、そのカウンターとして自軍をこう名乗った。何時いつかその旗と名が、この箱庭を統すべる唯ゆい一いつの名になると信じて。

　閉へい鎖さされた世界で生まれた一人の少女と、彼女が歩む自由の大地と丘を描えがいた旗印を掲げ、彼らは箱庭有史以来最大の戦果を世界に刻む。

〝人類最終試練〟の完全踏とう破はを成し遂とげた唯一の人間。

　己の信じるままに生きた女───金糸雀の、人生の軌跡だった。
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　───樹海での戦いから約数時間。

　燭しよく台だいの灯あかりの温かさで、黒くろウサギは目を覚ました。

　パッと目に入る見慣れない天てん井じようは石造りで古い年代を感じさせてくれる。北側でこのような稚ち拙せつな建物は珍めずらしい。特に〝煌こう焰えんの都〟ほどの都市になると煉れん瓦が造りの家はあっても中は綺き麗れいに内装が施ほどこされている事が多い。

（………此こ処こは、どちらでしょう？）

　身を起こそうとして、小さく悲鳴を上げて蹲うずくまる。全身の骨と肉を苛さいなむ痛みで先ほどの戦いが現実のものだったと実感した。

　両りよう腕うでは火傷やけどの治ち療りようの為に包帯が巻いてある。動かせないことはないが、細かい作業や戦いはできそうもない。どうやら大人しく寝ねていた方が身の為らしい。

　ゴロリ、と痛まない程度に寝ね返がえりを打つ。

　その時にふと頭上に懐なつかしい感覚があることに気が付く。

　ひょこひょこと左右に揺れる突とつ起き物。長くフワフワとしたその感かん触しよくを確かめた黒ウサギは、痛みも忘れて飛び起きた。

「ウ………ウサ耳!?　ウサ耳[image: !!?]　マイラバーラビットイアー[image: !!?]　黒ウサギの素す敵てき耳が戻もどってきましたのですよッー!?」

　ウッキャー♪　とウサ耳を引っ張りながら嬉うれしそうに跳はね回る。

　動き回ったおかげで実は激痛もヤバかったがそんなのはとりあえずどうでもいい。二〇〇年間毎日欠かさずブラッシングをして大事にし続けた愛しいウサ耳が戻ってきたのだ。多少骨がボキボキと致ち命めい的な音を立てていても問題ナッシング。ベッドの弾はずみを利用して器用に寝ね転ころびながら跳ね回る黒ウサギの隣となりで、呆あきれたような声が上がった。

「───五月蠅うるさいぞ、駄ウサギ。こっちも重傷なんだ。少しは静かにしろ」

　不ふ機き嫌げんでぶっきらぼうな声。黒ウサギは驚おどろいてピタリと動きを止める。小さな部屋には二つのベッドが用意されていた。今のはそのもう一つのベッドの主の声だ。

「ま、お互たがいに悪運が強かったみたいだな。今度ばっかりは他の連中の力が無かったら死んでいた。日ひ頃ごろの行いが生きた結果だな」

　ヤハハと、少し気の抜ぬけた声を上げる。

　一方の黒ウサギはそれどころではなかった。

　放心したように瞳を見開きながら、信じられないと首を左右に振る。半ば再会を諦めていた同士は、何時いつも通り軽けい薄はくな笑みを浮かべながら飄ひよう々ひようとベッドに寝転がっていた。

　目に涙なみだを溜ためた黒ウサギは、顔をクシャクシャにして身を乗り出した。

「い………いじゃよいしゃん………！」

「イジャヨイ＝シャンって誰だれだオイ。しゃべる前に涙と鼻水拭ふけよ」

　ぐちゃぐちゃの顔にドン引きしながらティッシュを渡す。

　チーン！　と洟はなをかんだ黒ウサギは、改めてウサ耳を伸のばして十六夜いざよいに飛びついた。

　十六夜は笑いながら軽く抱きしめ返し、普ふ段だん通りに小気味良く笑った。

「おお、役得役得。生きていればいいことがあるもんだ」

「相変わらずお馬ば鹿かなのです………！　でも本当にご無事でよかったのですよ………[image: !!!]」

「まあな。今回はお互いに運が良かった。ジャックや蛟こう劉りゆう、サラやコッペリアまで来てる。おまけに仮面の騎き士し様も女王騎士クイーンズナイトの代表として参戦してる。見知った面子メンツは勢せい揃ぞろいってわけさ」

　十六夜たちが刻んできた軌跡は、決して無む駄だではなかった。今日まで積み重ねられてきた日々の功績が、絆きずなが今日、彼らを助けるために駆かけつけてくれたのだから。
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　涙も止まって冷静になった黒ウサギは少し恥はじ入りながらそそくさと離はなれ、小さく首を傾かしげる。

「でも此処は何処どこなのでしょう？　黒ウサギと飛鳥あすかさんを救ってくれたのは何方どなたです？」

「ああ、それは───」

「私だよ、黒ウサギ」

　前まえ触ぶれなく現れる燕尾服の老ろう紳しん士し。黒ウサギはウサ耳を飛び跳ねさせて驚いた。

「ク、ク、クロア様!?　え、なんで!?　どうしてこちらに!?」

「はっはっは。一目見て私と分かる辺り流石さすがは我が愛まな娘むすめ。エロ可愛かわいく育ってくれて嬉しいよ。成長の瞬しゆん間かんに立ち会えなかったことが悔くやしくて堪たまらんなあ」

　ニヤニヤと笑うクロアだが黒ウサギは無視して答えを待つ。伊達だてに三年間も白しろ夜や叉しやに弄いじり倒たおされていたわけではない。

　セクハラの反応が薄うすいので残念そうに肩かたを落としたクロアは山やま高たか帽ぼうを押さえて答えた。

「ま、ちょっくら外界に跳とばされていてね。西せい暦れきで二〇六五年まで外界に居たわけだから………一五〇〇年分ぐらい彷徨さまよったのかな？」

「なんですと!?」

　ウサ耳を跳ねさせて驚く。その反応に気を良くしたクロアはクルクルと杖つえを回して朗ほがらかに笑う。

「一七〇〇年代後期に帰る機会があったんだが、外界から箱はこ庭にわに繫げると箱庭側の時間指定が難しくてね。少しでも正しい時間に戻れる方法に賭かけていたのだよ。………それでも、三年ほどタイムラグが出てしまったけどね。君には随ずい分ぶんと苦労をかけたようですまない。よくぞコミュニティを守ってくれた。本当にありがとう、我が同士よ」

　照れくさそうに山高帽を下げて会え釈しやくする。

　コミュニティの創始者であり超ちよう重じゆう鎮ちんの彼に此処まで丁てい寧ねいにお礼を言われると、元下っ端ぱとしては何やら背中が痒かゆくなる思いだ。

「もう少し話をしたいところではあるのだが、如何いかんせん時間が無くてね。今はゲームルールに守られているが、それも時間の問題だ。主力を集めてアジ＝ダカーハの攻こう略りやく会議をするから、十六夜君は連れて行くよ。黒ウサギはもう少し休んでいなさい」

「は、はい。お二人ともお気をつけて」

「おう。作戦が決まったら戻るわ」

　黒ウサギに見送られて十六夜とクロアは席を立つ。

　会議の為の広間に向けて、別べつ邸ていから空中城じよう塞さいまでの道を無言で進む二人。別邸から離れたことを確かく認にんすると、十六夜はあからさまな敵意を込めてクロアを睨にらんだ。

「………おい。どういうことだ？」

「何がだい？」

「とぼけるんじゃねえ。黒ウサギとお嬢じよう様さまを連れ帰ってきたのは、春日部かすかべの親父おやじじゃなかったのか？」

　どうして噓うそを吐ついたのかと糾きゆう弾だんする十六夜。

　彼が言う通り、黒ウサギたちをこの空中城塞に連れてきたのはクロアではない。

〝ノーネーム〟の元メンバーらしい春日部孝こう明めいという謎なぞの男が、黒ウサギと飛鳥をこのゲーム盤ばんに引きずり込んだのだ。

「それにお嬢様から聞いた話だと、〝ウロボロス〟の連中を見み逃のがしたっていうじゃねえか。一体全体どうなってやがる。噓を吐くにも隠かくし事をするにもそれなりの理由が無きゃ納なつ得とくなんて出来ないぞ」

「………ふむ。確かにその通りだ」

　カッカッカッと足早に歩を進めるクロア。

「今回に関しては話せる段階に至っていない、というところで納得して欲しい。全すべてはあのヘタレな父親の責任だ。文句があるならあの野や郎ろうにお願いしたい」

「………ヘタレなのか」

「ああ。それに〝ウロボロス〟を見逃したのは現〝ノーネーム〟の頭首殿どのの指示でもある。私の一存でどうこう出来ることではないだろう」

「御おチビの指示？　………って待て、アイツ今何処にいるんだ？」

「〝ウロボロス〟の原典オリジン候補者と共にいる。どうやら面おも白しろい事になっているようだ」

　はあ!?　と声を上げる十六夜。まさかそんな事態になっているとは思わなかったのだろう。機会があれば殿でん下かたちに交こう渉しようを持ちかけたいと言ってはいたが、ジン一人で行動に移すとは予想外だった。

　クツクツと笑いを嚙かみ殺すクロアは山高帽を押さえて続ける。

「いやはや、金庫番の家の子が随分と成長したものだ。あの駄だ目めオヤジから生まれたにしては上出来すぎる。トンビが何とやらという奴やつだな」

「ジンの父親も知ってるのか？」

「ああ。宝物庫の番人を任せていた男でね。酒の為ために何度も宝物庫から横領していた、典型的な駄目男だったよ。その度たびに金糸雀カナリアと嫁よめに吊つるし上げられていたんだが、困ったことに酒の趣しゆ味みは良い奴でね。私も少し良い思いをしていた。しかも妙みような人徳があってね。酒屋が隠いん匿とくしてるような御お神酒みきを貰もらって来たりと、憎めない男だったよ」

「へえ？　それは意外だな」

「ああ。………とはいえ、奴も三年前に死んだがね。仲間を庇かばってのものだ。今になって思うと惜おしい男だったよ」

　懐かしむように微笑ほほえむ男の顔は穏おだやかだった。

　その顔は十六夜が見てきたクロアの印象とは程ほど遠とおい雰ふん囲い気きがある。或あるいはこの顔こそが賢けん神しんと呼ばれた男の本質なのかもしれない。

「落日の悲劇とは、永遠に残るもの。過ぎ去っていった命が戻らぬように、胸を苛む痛みが消えることはない」

「………死神グリムリーパーの台詞せりふじゃねえな。アンタなら死者を生き返らせることぐらい出来ただろ。それこそディストピア戦争の時にも」

「まさか。死者の完全復活が出来る者と方法は限られている。私に出来ることは、死んだ者を新しい命にすることぐらいだ。そんな変異体に興味はない。それに私が惜しんだ同士は皆みな、己おのれの使命を果たして死んだ。それを冒ぼう瀆とくするような真似まねなどどうして出来る？」

　困ったような笑えみを浮うかべるクロア＝バロン。

　十六夜は改めて、この男も神しん霊れいなのだと考え直した。

「まあ、今回はそんなことにはならねえよ。アンタの落日記録は三年前でストップさ」

「そう願いたいものだね。私もこれ以上胸が痛いのは御ご免めん被こうむる。君たちには何としても勝って欲しいところだ」

　軽口を叩たたいて城に戻る。だが彼は既すでに覚かく悟ごしていた。

　この戦いで生きて帰れるものは、限られているだろうと。




　　　　＊




　一方その頃ころ。

　軽い打だ撲ぼくで済んでいた飛鳥は、別の会議室に呼ばれて待っていた。しかし招かれた場所は会議室というよりも、演劇や演奏などを行う舞ぶ台たい会場のように見えた。

（空き室が此こ処こしかない、っていうだけじゃないわよね。席の並びも演劇を観みる為のものになっているし）

　知っている顔がいないかと辺りを見回す。

　すると入口に、白しら雪ゆき姫ひめとレティシアの二人を見つけた。

「レティシア！　貴女あなたたちも来ていたの!?」

「ああ。〝ノーネーム〟は避ひ難なんも兼かねて全員この城に招かれている」

「リリたちと私は城で傷ついた者たちの介かい抱ほうをしていた。我らの中で前線で戦える者はレティシア殿どのだけだったからな」

　白雪姫の言葉に、飛鳥は顔を強こわ張ばらせる。

「………戦ったの？　〝煌こう焰えんの都〟を襲おそった魔ま王おうと」

「私だけではないがな。むしろ足を引っ張ってしまったぐらいだ。私がしっかりしていれば、ジャック殿が重傷を負うことも無かったのに」

　肩を落として視線を外す。二〇〇年前と違ちがって今の彼女には神格が無い。アジ＝ダカーハを相手に最前線で戦うのは厳しかったのだろう。アジ＝ダカーハとの戦いで何があったのかを聞いた飛鳥は、酷ひどく動どう揺ようしたように瞳ひとみを揺ゆらした。

「そ、それで、ジャックは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「まだ完全にゲームが攻こう略りやくされたというわけではない。一命は取り留めたが、再戦は難しいようだ」

「今はリリと一いつ緒しよにウィラ殿が看病に当たっている。傷ついたジャック殿を見たときは酷く取り乱していたが、今は落ち着いている。後は任せるしかあるまい」

　そう、と飛鳥も相あい槌づちを打つ。ウィラも〝ウロボロス〟に連れまわされて随分と苦労したらしい。〝ウィル・オ・ウィスプ〟のメンバーは戦力に数えない方がいいだろう。

「蛟劉殿と鵬ほう魔ま王おう………迦か陵りよう殿は、クロアに集められている。奴は頼たよりになるが変態だ。二人とも気を付けてくれ」

「は？」

「え？」

　平然と毒を含ふくませたレティシアに思わず面めん食くらう。普ふ段だんならこんなことを軽はずみに口にする人ではないだけに二人の驚おどろきは大きかった。

　レティシアはそんな二人を尻しり目めに周囲を見み渡わたす。

「しかし舞台会場で会議とはな。一体誰だれの提案なのやら」

　見れば〝サラマンドラ〟の亜あ龍りゆうや鬼き種しゆ、〝龍角をドラコ持つ＝鷲獅子グライフ〟の幻げん獣じゆうや獣じゆう人じんたちが多く集まっている。しかし三頭龍を相手にするには、彼らの実力では厳しいだろう。

（アルマが居てくれたら色々教えてくれたかもしれないのに。こんな時に何処に行ったのかしら）

　だがこの多種多様な種族が集まる舞台は悪くない。これから一体何が始まるのかと、少し楽しみにしながらソワソワと待つ飛鳥。その目の前を、何処かで見たことのある小さな悪あく魔まが横切った。

「ラプ子………！」

　レティシアが懐なつかしい顔を見て声を上げる。

〝ラプラスの小こ悪あく魔ま〟と呼ばれる小さな小さな悪魔が舞台の中心に降り立つと、会議室がざわめき立った。休きゆう眠みん中であるはずの〝階層フロア支配者マスター〟がどうして今さらこの場に現れたのか。そんな声が広がっていく中、背せ丈たけほどのマイクを取り出したラプ子はマイクチェックを行った。

「テス………テス………はい。皆みな様さま、ごきげんよう。長らく不在だった〝ラプラスの悪魔〟のコマンダー・通つう称しようラプ子Ⅲです。少しばかし外界に同胞はらからと変態を探しに行ってまいりましたが、ようやく帰ってこられました。大悪魔かあさんはまだ休眠中ですが、三頭龍との戦いでは我々ラプ子が皆様をサポートさせていただきます」

　おおーと、歓かん声せいが上がる。情報収しゆう拾しゆう能力に長たけているラプラスがサポートしてくれるなら心強いという声だろう。

　だがそれを聞いて、レティシアは顔色を変えた。

（まさか………ラプ子の奴、二〇〇年前の戦法で戦う気か………!?）

　ラプ子と同じく二〇〇年前に起きた三頭龍との戦いを経験しているレティシアは、強い焦しよう燥そうに駆かられていた。

　だがラプ子Ⅲはそんなレティシアには目もくれずに続ける。

「それではこれより、対アジ＝ダカーハの会議を行おうと思います。───ですがその前に、どうしてもご報告しておかねばならないことがあります」

　随ずい分ぶんと畏かしこまった物言いに、場の空気に戸と惑まどいが満ちていく。しばし間を置いたラプ子は、一いつ瞬しゆんだけ憂ゆう鬱うつ気げな表情を浮かべた後、顔を上げて告げた。

「まず一つ。二〇〇年前のアジ＝ダカーハとの戦いに参加した者は、その八割が命を落としました。後に〝サラマンドラ〟の五桁けた転落に繫つながったのがこの戦いです」

「っ………!?」

　今度こそ戸惑いの声が広がった。それはその場に居た飛鳥と白雪姫も同様だ。

　レティシアはラプ子が何を言おうとしているのかを悟さとり、顔を強張らせる。

「二つ。アジ＝ダカーハを倒たおす為には、大量の戦力が………つまり頭数が必要になります。我々は主力の戦いで増えた分身体を相手に壁かべとなって戦うのが役割です。それが出来ねば勝利は不可能でしょう」

　淡たん々たんと事実だけを並べていくラプ子。会場内の空気は緊きん張ちようで張りつめて今にも破は裂れつしそうなほどに膨ふくらんでいる。飛鳥も同様に息を吞のんで話を静せい聴ちようしている。

　会場内の全員がその事実を嚙み締しめたのを確認したラプ子は、最さい後ごをこう締めた。

「三つ。全てが上手うまくいったとしても………この場に居る者は、九く分ぶ九く厘りん命を落とします。そういう者だけを私の独断で選びました。必要な犠ぎ牲せいだけを選びました。それでも箱庭の為に戦えるという方は───この場に残って下さい」




　　　　＊




　春日部耀ようは一人、宛あてがわれた部屋で待機していた。

〝生命のゲノム・目録ツリー〟が帰ってこないことには彼女には何も出来ることが無い。ソワソワとしながら部屋で一人待ち続けている。

（十六夜も助かって、飛鳥も黒ウサギも無事だった。後は私だけだ。私が力を取り戻もどせば、皆で戦える。今度こそ皆で、魔王を倒すんだ………[image: !!!]）

　ムン、と意気込む春日部耀。

　コンコン、とノックの音が響ひびいたのは、そんな時だった。

「はい。クロアさん？」

「いいや、違う。私は───グライア＝グライフと名乗って、通用するか？」

　ガタン！　と春日部耀は慌あわてて席を立とうとして、足に力が入らないことを思い出す。すぐに声を上げようとしたが、グライアの静かな声がそれを諌いさめた。

「待て。私は争いに来たわけではない。ある者の言こと伝づてを受け、お前に話したいことがあって来た」

「………話？　何の？」

「お前の出生と両親………特に、母親の話だ」

　予想外なその提案に、耀は衝しよう撃げきを受けた。

　確かにドラコ＝グライフは父の友人だったと聞いているし、その兄弟であるグライアが父のことを知っているのは分かる。

　だが母については、耀は会ったことすらない。為人ひととなりを聞いたことがあるだけだ。

「………どうして貴方あなたが？　それに、どうやって此処に？」

「クロア＝バロンに招かれた。奴やつは承しよう諾だくしている。私がお前に話を聞かせることで、他ほかの〝ウロボロス〟の同士を逃にがしてやると話を持ちかけられたのだ」

　なるほど、話の筋は通っている。このゲーム盤ばんに招かれている以上、主催者ホスト側の誰かが働きかけなければいけないのだから噓うそではないだろう。

「部屋に入れたくないのならそのまま聞くがいい。いずれにしても私は依い頼らいを果たすだけだ。我々の状じよう況きようも切せつ迫ぱくしている。早く帰らねばならん」

「………。いいよ。そのまま話して」

　警けい戒かい心しんを解くことなく、扉とびら越ごしに話を聞く。

　グライアは静かに語りだした。

「両親の話の前にまず、お前の〝生命の目録〟について話しておく」

「〝生命の目録〟の？」

「そうだ。もう気が付いているかもしれないが、それは対魔王の為ために造られた最強の兵装。その〝生命の目録〟がある限り、どんな理り不ふ尽じんなゲームでも所有者には勝ちの目が残る。それはそんな願望を込めて造られた恩恵ギフトだったのだ」

　未知数が支配する魔王のギフトゲームで、全局面に対応する為に造られた兵装。

　大たい鵬ほう金こん翅じ鳥ちようの様に種そのものが持つ対神・対龍の恩恵が武具として顕けん現げんさせられたのだ。ならば不死者などの〝倒せるはずの無い敵〟と相対しても、〝生命の目録〟があれば勝率が零ゼロになることはない。正に魔王と戦う為に造られた希望の兵装だろう。

「しかしこの恩恵の雛ひな型がたを造ったのは神しん霊れいではない。そしてお前の父でもない。〝生命の目録〟を造るように命じたのは魔王───〝閉鎖世界デイストピア〟と呼ばれる最悪の魔王だった」

「魔王が？」

「そう。進化論は突つき詰つめていくと創造論の、即すなわち神性の否定に繫がる。外界の………二〇〇〇年代初期でも、神が世界を造ったとする創造論の信者は全体の過半数を占しめていたはず。一部の神群と敵対していたディストピアがその根幹を覆くつがえす為に造らせた恩恵が〝生命の目録〟の正体だ。信しん仰こうの退廃と生体兵器を量産するための恩恵だ。そしてそれを命じられたのが、ディストピアの中で生まれた女───お前の母だ」

「───……!?」

　流石さすがに聞き捨てならない言葉を聞いて、耀は言葉を失った。

　だがグライアは、容よう赦しやなくその最後の事実を突きつける。

「かつて、人類史はディストピアに至る系けい譜ふを刻んでいた。だがそれに抗あらがう者たちの手で大きく人類史は変わっていったのだ。結果として人類がディストピアに至る時間流はほぼ無くなったといってもいい。だがその傷きず跡あととしてディストピアで生まれ育ったものは霊れい格かくが摩ま耗もうし、緩ゆるやかに命を落とした。存在しなかったことになったのだ。………それはお前の母親も例外ではない」

「……………」

「春日部耀。お前が〝生命の目録〟を使っても怪かい物ぶつ化しない理由は、恐おそらくそこにある。お前は自分自身の霊格そんざいを確立できていない。霊格の根源にあるのは親から戴いただく最初の恩恵〝名〟と〝命〟だ。お前は父から戴いた霊格があるから生きながらえているが、お前が母から継いだ恩恵は魂たましいに刻まれている。ディストピアの家か畜ちくは全すべて〝何者ノーにも成れフオーない者マー〟なのだから」

　吐はき捨てるように告げ、グライアの話はそこで終わった。

　まだ去らずに扉の前に立っているのは、耀の言葉を待っているからだろう。

「………一つだけ聞いていい？」

「なんだ？」

「貴方はどうして〝生命の目録〟を胸に刻んでいるの？　普ふ通つうの人が使うと怪物になるんじゃなかったの？」

　耀にとって、それは当然の疑問だったのだろう。

　グライアはしばらく黙だまり込んだ後、抑よく揚ようのない声で答えた。

「………私も、貴様と同じだ。この〝生命の目録〟に生かされている。ただそれだけだ」

「なぜ？」

「我が主神の呪のろいとだけ言っておく。これ以上は貴様とは関係ない。───話は此こ処こまでだ。次に相対する時は覚かく悟ごしておけ。我らも出し惜おしみはしない」

　そう言い捨てて、グライアの気配は消えた。

　彼の一言一句に並々ならぬ覚悟を感じた耀は、今まで以上の激戦の予感に身を震ふるわせる。

〝ノーネーム〟と〝ウロボロス〟、そして三頭龍との戦いは、最終局面を迎むかえようとしていた。











































　あとがき







　なんちゃって現代風異世界ハートフルファンタジー『問題児たちが異世界から来るそうですよ？』を手に取っていただきありがとうございます。

　この四月で丁度、問題児シリーズは丸三年を迎むかえました。当初は打ち切りに怯おびえていたというのに、今思えば何の心配もいらなかった！　折り返しに来ているのかどうかさえ怪あやしい問題児シリーズですが気長に完結させようと思います。

　あと、コンプエースで連れん載さいされていた七なな桃ももりお先生のコミカライズが円満に完結いたしました。一年半もの連載お疲つかれ様でした！

　問題児シリーズもあと二冊ほどで第一部が終わる予定です。

　次巻、連盟旗編＆アジ＝ダカーハ編・最終章〝撃うて！　星の光より速く！〟をよろしくお願いします。

　次は逆さか廻まき十六夜いざよい表紙だ！


竜たつノの湖こ太た郎ろう　　



























カバー・口絵・本文イラスト／天之有

デザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）










問もん題だい児じたちが異い世せ界かいから来くるそうですよ？




そして、兎うさぎは煉れん獄ごくへ








竜たつノの湖こ太た郎ろう
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